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1 Brown and Levinson(1987)「ポライトネス理論」と宇佐美(1998、2001、2002、2003b、2008)と Usami(2002)




本研究は 9 章で構成されている。 
 第 1 章では、「謝罪する－反応する」という言語行動を研究することになった背景と目的
について言及する。  








 第 3 章では、本研究の研究課題と研究方法の詳細を説明する。まず、本研究の会話デー
タ収集における条件統制、収録の手順、ロールプレイ場面設定、ロールプレイ場面におけ
る負担度の差の認定結果について説明する。次に、本研究で用いる文字化システムである




















                                                   


























































の表 2－1 で、その定義をまとめた。 
 
表 2－1 用語の定義(辞典の比較を通して) 
金沢庄三郎(1973)  広辞林 三省堂編修所(第 5 版) 







西尾実・岩淵悦太郎・水谷静夫(2000)  岩波国語辞典 岩波書店(第 6 版) 
謝る ：①悪かったと思ってわびる。 ②閉口する・閉口して断わる。 
謝する：①そのことに対してお礼をいう。②謝る・詫びる。③断わる・謝絶する。 
詫びる：丁寧に（心を込めて）わびる。詫び：悪かったとあやまること。 
謝罪 ：罪やあやまちを詫びること。  
陳謝 ：訳を言って謝ること。  
深謝 ：①深く感謝すること。 ②ひたすら詫びること。 
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を守ろうとする Negative Politeness strategy となるという。しかし、同時に謝罪者が自らの非
を認めるわけであるので、謝罪者にとっては、良く思われたいと思う Positive Face を自ら脅
かす行為でもある3と述べている。 
更に、近藤(2002)は、Barnlund and Yoshioka(1990)、Kondo(1997)及び Sugimoto(1998)の「謝
                                                   










































































(declarations)」の 5 つの大きな部類に分類している6。 












している(Thomas 1995 / 田中他訳 1998：101-102)。 




































Searle(1969 / 坂本・土屋訳 1986)より 
命題内容条件  S は、S の過去の行為 A に対する遺憾の意を表現する。 
準備8条件    S は、A が、H の最大の利益にはならないと信じている。 
誠実条件    S は行為 A を後悔している。 
本質条件    行為 A に対する謝罪と見なされる。 
 
西山(1983)より 
命題内容条件  命題内容 P は話し手 S の過去に行った行為について述べたものである。 
準備条件    S は P を聞き手 H にとっていやなことであると見なしている。 
誠実条件    P の故に S は H に対して申し訳ないという気持ちを有している。 
本質条件    S は P について申し訳ないという気持ちを H に述べている。 
 
山梨(1986)より 
命題内容条件  P は X による過去の行為 
準備条件    X は自分の行為が Y にマイナスであると信じている。 
誠実条件    X は自分の行為を悔いている。 
本質条件    X は自分の行為に対するその気持ちの表出 
 
熊取谷(1988)より 
命題内容条件  話者の(通常過去の)行為或は話者の行為がもたらす(した)現実状況を表す。 
準備9条件    (1)発話者は当該行為或は状況が聞き手にとって気分を害するものと見
なしている。 
(2)発話者は当該行為或は状況に対して責任を負うことを認める。 
誠実条件    発話者は当該行為／状況に対して申し訳ないという感情や後悔の念を持
っている。 





























されている(Cohen and Olshtain(1981)、Owen(1983)、Olshtain and Cohen (1983)、Blum-Kulka and 













かる評価基準を開発する試みもある(Cohen and Olshtain(1981))。また、Blum-Kulka and House 
and Kaser,eds.(1989：289-294)は、「異文化間発話行為研究プロジェクト(Cross Cultural Speech 




Illocutionary Force Indicateng Device10)、②責任の認知 (Taking on Responsibility)、③説明もし
くは理由(Explanation or Account)、④埋め合わせの申し出(Offer of Repair)、⑤繰り返しをしな
い約束 (Promise of Forbearance)の 5 つの謝罪方略を抜枞した。また、Blum-Kulka and 





























                                                   
10
 発語内効力指示装置(IFID：Illocutionary Force Indicateng Device)は、謝罪するときに「謝罪します」や「す
みません」と言うなど、「その発話によってどのような行為がなされているかを明らかにする定型的で慣例




















































































                                                   









三宅(2011)は、1991 年に「感謝」と「謝罪」に関する 質問紙調査を、日本語話者 122 名・

































































                                                   
13
 調査した心理項目は、謝罪の要因になると考えられる「聞き手に対する迷惑さ」、「話し手の責任」、「話し手の後






































































に見られる返答)、 緩和的返答(被謝罪者が、謝罪による謝罪者自身の Face loss をできるだ










































2.2.2  韓国語における謝罪研究 
韓国語においては、「謝罪」を示す言葉として「사죄(サジェ：謝罪)」と「사과(サクァ：謝
過)」がある。사죄(サジェ：謝罪)は、「지은 죄나 잘못에 대하여 용서를 빎16：犯した罪や












(1993) 、 김혜련キン ヘリョン(1997) 、 김윤미キン ユミ(2000) 、 박은영パク ウンヨン
(2000) 、 에린エリン(2013)等)である。一方、多くはないが、韓国語と中国語の謝罪行為




























































































































































年齢別・学歴別・職業別・地域別という変数を設けて、韓国人 465 名、日本人 371 名、在
韓日本人 32 名を対象に質問紙調査を行い、その分析結果を報告している。 
三木(2002)は、日韓テレビドラマ各 4 本の映像資料から用例を抽出し、日韓謝罪表現の定
型表現とその付加表現17の相違点について分析を行なった。その結果、ストラテジー数や組













































































                                                   
















































































                                                   
19 大谷(2013:57)は、謝罪はいつ生じるかが予測しにくい行為であり、謝罪者の面子にかかわる行為である
と述べている。 






























































































































テジー」は、相手の推測を必要とせず、相手の Positive face に配慮せずにあからさまに不同
意表明を行うものであり、単位方略としては「注目表示(否定)」、「情報の提供」等が観察さ









































































































                                                   























 また、Lakoff(1975)は、ポライトネスの原理として、次の 3 つがあるという。 
 














                                                   






















も関与しているからである(Blakemore 1992 / 武内・山崎訳 1994：85)。 



























   1.（言葉のやりとりの当面の目的のための）要求に見合うだけの情報を与えるような
発言を行いなさい。 
     2. 要求されている以上の情報を与えるような発言を行ってはならない。 
 【質の格率】：真なる発言を行うようにしなさい 




1. 曖昧な言い方はしてはならない。     
2. 多義的な言い方をしてはならない。 
    3. 簡潔な言い方をしなさい（余計な言葉を使ってはならない）。  











う事実(またはそれが事実だという推定)、の 5 つがあると述べている(Grice1989[1975] / 清
塚･飯田訳 1998：45）。 
 
2.4.3  Leechの「ポライトネスの原理」 












  （a）他者に対する負担を最小限にせよ   （b）他者に対する利益を最大限にせよ 
(Ⅱ) 寛大性の原則（行為賦課型と行為拘束型において） 
（a）自己に対する利益を最小限にせよ   （b）自己に対する負担を最大限にせよ 
(Ⅲ) 是認の原則（表出型と断定型において） 
（a）他者の非難を最小限にせよ      （b）他者の賞賛を最大限にせよ 
(Ⅳ) 謙遜の原則（表出型と断定型において） 





  （a）自己と他者との反感を最小限にせよ  （b）自己と他者との共感を最大限にせよ 














                                                   























2.4.4 Brown and Levinson の「ポライトネス理論」 













                                                   
25 Thomas（1995 / 田中他訳 1998）では、maxim を「行動指針」と訳しているが、これは、主に「原則」や
「公理」と訳されている。しかし、本稿では、訳者に従い「行動指針」と記す。 

























的距離の見積もり（D）、H が S に対して持っている力の見積もり（P）、その文化における
FTAx の負担の度合いの見積もり（Rx）を合わせて測定するという。D は対称的な社会的要
素であり、P は非対称的な社会的側面である相対的力関係を意味する。Rx は、行為者の自
己決定への欲求と是認されたいという欲求(つまり、NF 欲求と PF 欲求)がどの程度侵害され
ることになると考えられるかによる、文化的かつ状況的に規定される負担の序列のことで
ある（Brown and Levinson 1987 / 田中他訳 2011：99-100）。Brown and Levinson は、フェイ
ス侵害度を見積もる基準を以下のような公式で表している。 
Wx＝D（S,H）＋P（H,S）＋Rx 
Wx ： フェイス侵害度（FT 度）   S：話し手   H：聞き手 
D ： 話し手（Speaker）と聞き手（Hearer）の「社会的な距離（Social Distance）」 
P ： 聞き手（Hearer）の話し手（Speaker）に対する「力（Power）」 
Rx： 特定の文化において、ある行為（x）が聞き手にかける負担の度合い 
（absolute ranking of imposition in the particular culture） 







を行うか（Do the FTA）行わないか（Don‟t do the FTA）を決定し、FTA を行う場合はフェイ
ス侵害度によって、明示的に表現するか（on record）、ほのめかすか（off record）を決める。
そして、前者の場合は、軽減行為を行わずに明さまに表現するか（baldly）、軽減行為を行




低くなる。図 2-2 で、こういうプロセスをまとめた。 
 
Lesser（小）               
              
                   1.without redressive action, baldly 
                     on record      （FT 軽減行為なし、直接表現） 
 (明示的)   
                                                    2. positive politeness            
                                                       （ポジティブ・ポライトネス） 
   Do the FTA             with redressive action 
     （FTA を行う）               （FT 軽減行為を行う）                    
                                                     3. negative politeness 
                 4.off record                           （ネガティブ・ポライトネス） 
                     （非明示的）             
































































































































































                                                   


































3）有標ポライトネス（marked politeness）と無標ポライトネス（unmarked politeness） 
「ディスコース・ポライトネス理論」では、ポライトネスを「有標ポライトネス」と「無




















積もり差（Discrepancy in estimations: De 値）』によって引き起こされる聞き手側からの認知」
を表わしている。「ポライトネス効果」には、心地よいまたは丁寧だと感じる「プラス効果」、
特に丁寧でも不愉快でもない効果である「ニュートラル効果」、不愉快で失礼だと感じる「マ
イナス効果」の 3 つがあると説明している。 
 

























 Ｄｅ値           -1               -α         ０          +α                     +1 
     
   
見積もり差（Ｄe 値） 
の範囲 




















































を提唱した Spencer-Oatey（2000 / 田中他訳 2004）、ポライトネスの区別を提案した
Watts(2003)を概観する。 
Culpeper(1996)は、Brown and Levison(1987)の「ポライトネス理論」を踏まえ、フェイスの









ネス (Impoliteness)」を研究対象とし、その正反対の概念を立てるため、Brown and 
Levison(1987)の「ポライトネス理論」を資料として用いている。 













                                                   





Spencer-Oatey は、自身が提唱する枞組みは、Brown and Levinson(1987)のモデルと、主とし


















話の規約(conversational contract:CC)」をいれることを主張しているが、Thomas（1995 / 田中






















Grice(1975)と Leech(1983)の「ポライトネス理論」に比べ、Brown and Levinson(1987)のポラ
イトネス理論は、「ポライトネス」という概念を一番包括的に捉えた理論であると考えられ
る。 













直接表現、2. ポジティブ・ポライトネス、3. ネガティブ・ポライトネス、4. 非明示的、






敬語使用の原則がある縦社会だとしても Brown and Levinson(1987)のポライトネス理論が適
用されると主張した研究もある(Fukuda and Asato 2004、Pizziconi 2003 等)。 





































































一方、大谷(1998)は、謝罪を、謝罪者が被謝罪者の Negative Face を脅かしたことを認識
し、それが謝罪者にとって不本意であり、何らかの方法でその FTA を軽減したいという
気持ちを伝える行為であるため、被謝罪者の Negative Face を守ろうとする Negative 
Politeness strategy となるが、同時に謝罪者が自らの非を認めるわけであるので、謝罪者に













































る言語単位、または、2 つ以上の文で構成され、凝集性 （semantic coherence）、結束構造 































ているものがある。まず、Halliday and Hasan(1976 / 安藤他訳 1997：9-11)は、テクストとい
う語は、話しことばや書きことばに関係なく、運用されている言語の単位であるが、文法
の単位及び長さで定義されるものでもなく、形式ではない、意味的(semantic)な単位である









34 Stubbs(1983 / 南出・内田 1989:2)は、Discourse Analysis(1983:1)で、discourse は自然に起きる現象(naturally 
occurring)で、文や節より上のレベルの言語(language above the sentence or above the clause)であると定義し
ている。 














































































                                                   
37 ある想定がある文脈中で何らかの文脈効果をもつとき、そしてそのときに限りその想定はその文脈中で




































                                                   



















話の生成と理解に決定的な役割を果たせることになる(Hymes 1974 / 唐須訳 1979：67-95)。 













語学的な内容を見出した民族誌であるだろう(Hymes 1974 / 唐須訳 1979：153)。 
 
2.6.1.2 認知と相互行為の社会言語学 
 言語人類学者である Gumperz(1982 / 井上他訳 2004)は、人間のコミュニケーションは、習
得され、無意識に生み出され、また細かく調整された言語的、非言語的シグナルの多様な
レベルの体系によって伝えられ、また、制限されているものであると述べている。 



















/ 井上他訳 2004:216)は、「言語活動(speech activity)」という概念も用いているが、「言語活動」
とは、何らかの伝達上の目標との関連で、一組のスキーマに沿って演じられる一連の社会
関係の組み合わせのことであるという。 
















































って有標化 (marked)されたものであると説明される (Levison 1983 / 安井・奥田訳
1990:369-381)。 













Stubbs(1983 / 南出・内田 1989:2)は、「談話分析(discourse analysis)」を「自然に生じた、連
続体をなす音声言語及び書記言語による談話の分析」と定義し、単に陳述が真か偽かを扱
うだけでなく、情報の性質、情報の取捨選択をも扱うものであると説明している。また、
















































































































































































                                                   
39 試作版の段階ではあるが、「韓国語版」の詳細は 3.2.3.2 を参照。「中国語版」は、宇佐美まゆみ監修(2007d)
『談話研究と日本語教育の有機的総合のための基礎的研究とマルチメディア教材の試作』平成 15－18











るため、「談話完成テスト(DCT : discourse completion test)」と「質問紙法」を採用せず、イ




















以下では、ロールプレイ調査方法の先行研究である Rintell and Mitchell(1989)、Kaspar(2000 
                                                   
40





受け』、『演じる』社会的あるいは人間的活動である」と定義することができる(Crookall and Saunders 1989: 










































































として、「日本語話し言葉コーパス（Corpus of Spontaneous Japanese:以下 CSJ）」（前川他 2000、
前川 2002、小磯他 2001）と「日本語地図課題対話コーパス」（市川他 2000）がある。 
まず、CSJ は、国立国語研究所、通信総合研究所、東京工業大学の 3 機関が中心となって
構築したプロジェクトで、音声認識などの工学的研究の要請と言語学的研究の要請に同時
                                                   




学の講義という 3 種類から成る。CSJ の特徴は、対象とする発話が自発音声46で、モノロー
グのコーパスであり、格納される発話は日本語の「全国共通語」であることが挙げられる。
また、CSJ には 700 万語(形態素)の日本語を格納するが、時間に換算すると 700 から 800 時
間に相当すると予想される。文字化における転記基本単位は 200 ミリ秒以上のポーズとい













































































































                                                   




ている。宇佐美(1997a)は、文字化資料作成の過程を、1) 第 1 段階(第一文字化作業者がド




































Transcription System for Korean: BTSK）」を検討する。 
 































































































3) 基本的な文字化の原則：韓国語版（Basic Transcription System for Korean: BTSK ）53 


















                                                   



























応答発話文」に見られる相互作用における対人配慮行動のメカニズムを Brown and 
Levinson(1987)の「ポライトネス理論」と宇佐美(1998、2001、2002、2003b、2008)と Usami(2002)





































つの要因を中心に条件統制を行う。以下の表 3-1 に、協力者の条件統制を示す。 
  
表 3-1 会話データ収集における条件統制 
言語(Language) 日本語 韓国語 
力(Power) 大学の同級生 
距離(Distance) 同性の友人 
































































表 3-2 負担度が軽い謝罪場面のロールカードの内容(日本語、韓国語) 
「謝罪する側」のロールカード 
【前提】 
・ 関   係 ： 大学の友だち  









・ 관  계：대학교 친구   
・ 약속장소：찻집 
【내용】 
친구와 점심약속을 했습니다. 약속시간에 
맞추어서 집에서 나왔습니다하지만 도중에 
전철이 멈춰버려서 움직이지 않습니다. 이 
사정을 친구에게 말하려고 전화하는데 
몇번이나 해도 받지 않습니다.20분 정도 
늦어서 약속장소에 도착했습니다. 
「謝罪される側」のロールカード 
【前提】 
・関   係 ： 大学の友だち  
【전제】 
・ 관  계：대학교 친구   
78 
 









친구와 점심약속을 해서 약속장소에 
갔습니다만, 친구는 없습니다.기다렸지만 
친구는 오지 않고 있습니다. 하필이면 
핸드폰을 가지고 오는 것을 잊어버렸습니다. 
20분정도 지나자 친구의 모습이 보입니다. 
 
表 3-3 負担度が重い謝罪場面のロールカードの内容(日本語、韓国語) 
「謝罪する側」のロールカード 
【前提】 
・関   係 ： 大学の友だち  
・約束場所 ： 喫茶店  
・紹介してもらったバイト：飲食店 












・관  계：대학교 친구   
・약속장소：찻집 
・소개받은 아르바이트: 음식점 
・아르바이트 기간：2개월    
【내용】 
지금 친구에게 소개받은 아르바이트를 하고 
있습니다. 지금 하는 아르바이트는 자신이 
친구에게 부탁해서, 친구 아는 사람에게 
무리하게 고용되어 있는 아르바이트입니다. 
하지만 오늘 신문(또는 인터넷 등)에서 좀더 
시급이 높고, 게다가 집에서도 가까운 
위치에 있는 아르바이트를 찾았습니다. 너무 
조건이 좋아서 그 아르바이트에 이력서를 
보내려고 합니다. 그 전에 지금 
아르바이트를 그만두고 싶다는 것을 
소개해준 친구에게 상담합니다. 
「謝罪される側」のロールカード 
【前提】 
・関   係 ： 大学の友だち  
・約束場所 ： 喫茶店  
【전제】 












・소개받은 아르바이트: 음식점 
・아르바이트 기간：2개월    
【내용】 
친구가 아르바이트를 바꾸고 싶다고 
말합니다. 하지만 지금의 친구의 일은,아는 
분에게 무리하게 부탁한 것으로 간단하게 
그만둬 버리면 곤란합니다.그 아는 














た有効会話データの日本語女性母語話者 32 名、韓国語女性母語話者 32 名から記入しても
らった。 
 
表 3-4 日韓の女性母語話者の「申し訳なさ」の認識度の調査内容(日本語、韓国語) 
 
以下の A から E までの状況を読んでください。 
この状況の中で友達にもっとも「申し訳ない」と感じる順に 1 から 5 まで番号をつけてください。 
아래의 A 에서 E 까지의 상황을 읽어주세요.이 상황 속에서 친구에게 가장「미안함」을 
느끼는 순으로 1 부터 5 까지 번호를 붙여주세요. 
 
例： 一番「申し訳なさ」を感じる(가장「미안함」을 느낀다) ⇒１ 
かなり「申し訳なさ」を感じる(상당히「미안함」을 느낀다) ⇒2 








場 面 内 容 





친구에게 소개받은 일을 하고 있는데, 조건이 더 좋은 다른 




  満員の電車で、友達が横に立っていたが、人々から押されて、 
友達の足を強く踏んでしまった。  
만원의 지하철에서, 친구가 옆에 서있었는데, 사람들에게 밀려서 




친구에게 소설책을 빌렸는데, 지하철에서 가방을 잃어버려서, 그 




친구와 점심을 하고 나서, 돈을 지불하려고 가방을 봤는데, 지갑 




친구와 약속이 있었기 때문에, 약속장소로 가던 중에 지하철이 
멈춰버려서, 20 분 정도 늦게 도착했을때. 
(本研究で負担度が軽いと設定した場面) 
 
         
 
表 3-4 の場面 A は、本研究において負担度が重いと設定した謝罪場面であり、場面 E は
負担度が軽いと設定した謝罪場面であるが、両方とも相手に精神的な被害を与えた場合の
謝罪場面である。また、場面 C と場面 D は相手に物質的な被害を与えた場合の謝罪場面で、






表 3-5 日本語女性と韓国語女性の「申し訳なさ」の認識度の調査結果(平均と標準偏差) 
 A 場面 B 場面 C 場面 D 場面 E 場面 
日本語女性 4.19(1.00) 1.72(1.05) 4.06(1.13) 2.75(0.98) 2.38(1.04) 
韓国語女性 4.22(0.91) 1.63 (0.83) 3.78 (1.07) 2.69(1.20) 2.63(1.43) 
 
表 3-5 の「申し訳なさ」の認識度の調査結果を見ると、本研究で負担度が軽いと設定した
謝罪場面である E 場面より、負担度が重いと設定した謝罪場面である A 場面の平均値が日




話者 32 名、韓国語男性母語話者 32 名から記入してもらった。日韓の男性母語話者の「申し






表 3-6 日本語男性と韓国語男性の「申し訳なさ」の認識度の調査結果(平均と標準偏差) 
 A 場面 B 場面 C 場面 D 場面 E 場面 
日本語男性 4.19(0.74) 2.59(0.84) 4.25(0.57) 3.13(0.98) 2.84(0.92) 
韓国語男性 4.00(0.62) 2.97(0.78) 4.16(0.77) 3.25(0.88) 3.34(0.87) 
 
表 3-6 の「申し訳なさ」の認識度の調査結果を見ると、日韓男性母語話者も日韓女性母語

































に用いた BTSJ と BTSK の詳細を述べる。 
 




















① 1 語の発話文 
2B  丙午‘ひのえうま’?。 
② 文末が省略された形で言い切られた発話文  
1A  えっ、タイはどうしてそういうふうに｡ 
③ 話者が自分で発話の最後まで言い切らず言い淀んだ発話文 
1A  あのーなんも面白いことがない(<笑い>)っていう…。 
 
④ 第 1 話者の発話文が完結する前に、途中に挿入される形で、第 2 話者の発話が始まり、
結果的に終了した発話文（7A の発話により 6B の発話が最後まで言い切れなかったことが
8B 以降の発話で分かる） 
6B  おれねー、中学んとき、<恋の>{<}【【。 
7A  】】<早く>{>}付き合いたいねー。 
8B  あ、まじで。 
9B  ほんとに?。 
10B  付き合いたいと思ってんの?、おまえ。 
 
⑤ 前後に間があり、1 発話文とみなされるあいづちや笑い 
6A  あ、あのー会社自体はあのー食品を製造しているということで、ところで。 
7B  へー。 
 
⑥ 構造的には文になっているが、独立した1発話文とはみなさず、その先行部・後続部とま
とめて 1 発話文とするもの：フィラーの場合(以下の波線部) 





1A  であとー字を見ると“「姓 1」さんですか”って、さい、大体最初(はい)聞かれて、で、











1A  わたしは、あの、給与関係してるのでー、計算ばっかりなんですよ、事務が。 
 
⑩ 話者が一旦交替しても、同一話者によって発せられた「1 発話文｣とみなすもの（2-1 と 
2-2 とで 1 つの発話文とみなす。(以下の波線部） 
       2-1B  北浦とか、もっと、それよりもっと,, 
3A   そうそうそうそう。 

















































長音の表記の原則は、「副詞―こう、そう、ああ、どう、  助動詞―よう、そう、  忚答詞―ええ、





























1.한글맞춤법은 표준어를 소리대로 적되, 어법에 맞도록 함을 원칙으로 한다.  
(ハングルつづり法は標準語を発音どおり記すが、語法に合うようにすることを 
原則とする。) 
2.문장의 각 단어는 띄어씀을 원칙으로 한다.  
(文の各単語は分かち書きを原則とする。) 






























（例）A：근까 저희가 인제 외부에 있는 주로 루이비통 계열사인데, （음） 그거를 
인제 프랑스에서 （음） 수입을 저희가 하는 건 아니고 （응）, 저희는 
디에프에스 ' DFS ' （음）, 듀티프리  ' Duty Free ' （음음음） 쪽을 해요=.（だ
からうちの会社は外部にあるLouis Vuittonの系列社だけど、（うん）それを、フ
ランスから（うん）輸入をうちの会社がするのではなくて（うん）、うちは



















（例）A：종합병원이라, 일케,['이렇게'의 줄임말] 쓰리 시프트루, 일케, 데이 이브닝 



















･「世宗コーパス」 ⇒ ｢쉬‟어요[swi‟eyo]｣ 








  （例-１）A: 근데, 그래 가지구서 인제［„이제‟에 „ㄴ‟음 첨가］내가 요번주 집에 
갔잖아. （ところで、私、今［„이제[ice]‟に „ㄴ[n]‟音添加］週家に帰ったでし
ょう。） 











 （例）솜-이불[som-ipwul]→[솜니불] [somnipwul] 、한-여름[han-yelum]→ [한녀름] [hannyelum] 
영업-용[yengep-yong]→[영엄뇽] [yengemnyong]、들-일[tul-il]→ [들릴] [tullil] 























（例-1）A: /침묵 3 초/지금 일, 일어 전공하셨어요?. 
（/沈黙 3 秒/今、日、日本語専攻されたんすか？。） 
B: 예예.（はいはい。） 













                                                   
62  本稿では눈（目）と눈:（雪）のような単語の意味の区別の働きをする長音は取り扱っていない。 
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     例）채영신（チェヨンシン）、독고 준（トッコジュン） 
③必ず分かち書きするもの：依存名詞、単位名詞、列挙することば、呼称語、官職語 














（例）살아 보자（生きてみよう）、 가보자（行ってみよう）  
         넘나들다（出入りする）、 먹어 보다（食べてみる） 
③複合語の場合は、各々の単語に分離して書くが、この際単音節が生じる場合64は、分
かち書きをしないでつなげて書く。 
（例） 아침 조깅（朝のジョギング）、 아침밥（朝ご飯） 











以下では、BTSJ と BTSK で用いる記号とその説明を示す。BTSJ と BTSK が異なる記号
を用いる場合は、セルを分けてそれぞれ記す。 
 
表 3-7 BTSJと BTSKの記号凡例 
 
発話文の認定に関する記号 
BTSJ BTSK 説  明 
















BTSJ BTSK 説  明 
、 , 
①［全角］1 発話文および 1 ライン中で、日本語(韓国語)表記の慣例の通りに読点をつける。 
②発話と発話のあいだに短い間がある場合につける。65 
                                                   
65
 宇佐美(2011)の「基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for Japanese: BTSJ）」では、日本語の「、」 











『  』 
［全角］視覚上、区別した方が分かりやすいと思われるもの、例えば、本や映画の題名のような固
有名詞や、発話者がその発話の中で漢字の読み方を説明したような部分等は、『  』でくくる。 















いるような場合は 1 発話文として扱い 1 ライン取るが、基本的には、沈黙後に誰が発話したのかを
同定できるように、沈黙を破る発話のラインの冒頭に記す。 




ら、句点「。」または英語式コンマ 2 つ「,,」をつける。そして、続くラインの冒頭に「=」をつける。 
… 文中、文末に関係なく、音声的に言いよどんだように聞こえるものにつける。 
<   >{<} 
<   >{>} 
同時発話されたものは、重なった部分双方を<   >でくくり、重ねられた発話には、<   >の後
に、{<}をつけ、そのラインの最後に句点「。」または英語式コンマ 2 つ「,,」をつける。また重ねた方
の発話には、<   >の後に、{>}をつける。 
【【 】】 
［全角］第 1 話者の発話文が完結する前に、途中に挿入される形で、第 2 話者の発話が始まり、
結果的に第 1 話者の発話が終了した場合は、「【【 】】」をつける。結果的に終了した第１話者の発
話文の終わりには、句点「。」の前に 【【 をつけ、第 2 話者の発話文の冒頭には 】】 をつける。 
［  ］ 
文脈情報。その発話がなされた状況ができるだけわかりやすくなるように、音声上の特徴(アクセン
ト、声の高さ、大小、速さ等)のうち、特記の必要があるものなどを[   ]に入れて記しておく。 
（  ） 
短く、特別な意味を持たない「あいづち」は、相手の発話中の最も近い部分に、(  )にくくって入
れる。 














3.2.4 分析の信頼性(Cohenの Kappa(κ)) 
文字化資料の発話文の認定と、コーディング項目に基づいた会話データの分析が単に筆
者の主観的判断によるものではなく、信頼性のあるものであることを確認するために、セ
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観的な判断が強く作用する分類では κ＝0.7 以上であれば、信頼性があると判断される。 
 第 4 章では、発話文の認定に関する筆者とセカンドコーダーとの「評定者間信頼性係数





































場面 31 会話、負担度が軽い場面 31 会話、計 62 会話を収録したが、妥当性が確認された会
話データ数は、負担度が重い場面 16 会話、軽い場面 16 会話、計 32 会話である。韓国語男
性母語話者(以下、韓国語男性)の会話において、録音した会話は、負担度が重い場面 29 会
話、負担度が軽い場面 29 会話、計 58 会話であるが、妥当性が確認された会話データ数は、
負担度が重い場面 16 会話、軽い場面 16 会話、計 32 会話である。日本語・韓国語男性母語
話者の全ての会話データ数は、計 120 会話を収録したが、妥当性が確認された会話データ
数は、計 64 会話である。 
日本語女性母語話者(以下、日本語女性)の会話において、録音した会話は、負担度が重い
場面 29 会話、負担度が軽い場面 29 会話、計 58 会話を収録したが、妥当性が確認された会
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話データ数は、負担度が重い場面 16 会話、軽い場面 16 会話、計 32 会話である。韓国語女
性母語話者(以下、韓国語女性)の会話において、録音した会話は、負担度が重い場面 30 会
話、負担度が軽い場面 30 会話、計 60 会話であるが、妥当性が確認された会話データ数は、
負担度が重い場面 16 会話、軽い場面 16 会話、計 32 会話である。日本語・韓国語女性母語
話者の全ての会話データ数は、計 118 会話を収録したが、妥当性が確認された会話データ数





便宜上、日本語は J(Japanese)、日本語男性母語話者は JM(Japanese Male)、日本語女性母
語話者は JF(Japanese Female)と記し、韓国語は K(Korean)、韓国語男性母語話者は






日本語男性の会話データは、2011 年 10 月～12 月に、日本語女性の会話データは、2008
年 4 月～5 月に収録した。日本語母語話者の場合、日本で住む日本人で、1 年以上の韓国留
学をしたことがない日本人を研究対象とした66。 
日本語男性は、負担度が重い場面の会話 16 会話、負担度が軽い場面の会話 16 会話、計
32 会話で、会話収録当時は 18 歳～23 歳の男子大学生と大学院生である。日本語男性は、
計 32 名で、関東地域の出身が 23 名、関東地域以外の出身が 9 名である。関東地域以外の
出身の場合は、関東地域滞在歴 2 年以上の者で、最も話しやすい言葉として共通語を挙げ
ている。詳細を表 4-1 に示す。 
 
表 4-1 日本語男性母語話者の会話データの協力者に関する基本情報 
会話番号 協力者 年齢 職業 最も長く住んで
いた地域 
海外 
滞在 役割 関係 記号 
会話 1 謝る側 友人関係 JM01 1990(21) 大学生 茨城県 無 
謝られる側 友人関係 JM02 1990(21) 大学生 奈良県 無 
会話 2 謝る側 友人関係 JM03 1991(20) 大学生 茨城県 有 






謝られる側 友人関係 JM04 1991(20) 大学生 愛知県 無 
会話 3 謝る側 友人関係 JM05 1989(22) 大学院生 静岡県 無 
謝られる側 友人関係 JM06 1988(23) 大学院生 千葉県 無 
会話 4 謝る側 友人関係 JM07 1992(19) 大学生 神奈川県 無 
謝られる側 友人関係 JM08 1993(18) 大学生 静岡県 有 
会話 5 謝る側 友人関係 JM09 1991(20) 大学生 千葉県 有 
謝られる側 友人関係 JM10 1992(19) 大学生 東京都 無 
会話 6 謝る側 友人関係 JM11 1991(20) 大学生 栃木県 無 
謝られる側 友人関係 JM12 1991(20) 大学生 神奈川県 有 
会話 7 謝る側 友人関係 JM13 1990(21) 大学生 福島県 無 
謝られる側 友人関係 JM14 1992(19) 大学生 静岡県 無 
会話 8 謝る側 友人関係 JM15 1989(22) 大学生 長野県 無 
謝られる側 友人関係 JM16 1990(21) 大学生 埼玉県 無 
会話 9 謝る側 友人関係 JM17 1992(19) 大学生 和歌山県 無 
謝られる側 友人関係 JM18 1991(20) 大学生 神奈川県 無 
会話 10 謝る側 友人関係 JM19 1989(22) 大学生 埼玉県 無 
謝られる側 友人関係 JM20 1991(20) 大学生 東京都 無 
会話 11 謝る側 友人関係 JM21 1991(20) 大学生 東京都 有 
謝られる側 友人関係 JM22 1992(19) 大学生 愛知県 無 
会話 12 謝る側 友人関係 JM23 1992(19) 大学生 東京都 有 
謝られる側 友人関係 JM24 1992(19) 大学生 栃木県 無 
会話 13 謝る側 友人関係 JM25 1992(19) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JM26 1992(19) 大学生 東京都 無 
会話 14 謝る側 友人関係 JM27 1988(23) 大学生 埼玉県 無 
謝られる側 友人関係 JM28 1990(21) 大学生 東京都 無 
会話 15 謝る側 友人関係 JM29 1991(20) 大学生 東京都 有 
謝られる側 友人関係 JM30 1990(21) 大学生 千葉県 無 
会話 16 謝る側 友人関係 JM31 1991(20) 大学生 埼玉県 無 
謝られる側 友人関係 JM32 1991(20) 大学生 東京都 無 
*JM03 は 1 年間イタリアで語学研修、JM08 は 1 年間オーストラリアで語学研修、JM09 は 6 歳から 8 歳ま
でベルギーに滞在、JM12 は 1 年間韓国で語学研修、JM21 は 2 年間スウェーデンで語学研修、JM23 は 13
歳から 16 歳までアメリカに滞在、JM29 は 11 歳から 14 歳までシンガポールに滞在の経験がある。 
 
日本語女性は、負担度が重い場面の会話 16 会話、負担度が軽い場面の会話 16 会話、計
32 会話で、会話収録当時は 18 歳～22 歳の女子大学生と大学院生である。日本語女性は、
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計 32 名で、関東地域の出身が 23 名、関東地域以外の出身が 9 名である。関東地域以外の
出身の場合は、関東地域滞在歴 2 年以上の者で、最も話しやすい言葉として共通語を挙げ
ている。詳細を表 4-2 に示す。 
 
表 4-2 日本語女性母語話者の会話データの協力者に関する基本情報 
会話番号 協力者 年齢 職業 最も長く住んで
いた地域 
海外 
滞在 役割 関係 記号 
会話 1 謝る側 友人関係 JF01 1988(19) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JF02 1988(19) 大学生 東京都 無 
会話 2 謝る側 友人関係 JF03 1987(20) 大学生 埼玉県 無 
謝られる側 友人関係 JF04 1987(20) 大学生 香川県 無 
会話 3 謝る側 友人関係 JF05 1989(18) 大学生 群馬県 無 
謝られる側 友人関係 JF06 1989(18) 大学生 静岡県 無 
会話 4 謝る側 友人関係 JF07 1988(19) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JF08 1989(18) 大学生 栃木県 無 
会話 5 謝る側 友人関係 JF09 1988(19) 大学生 神奈川県 無 
謝られる側 友人関係 JF10 1988(19) 大学生 千葉県 無 
会話 6 謝る側 友人関係 JF11 1986(21) 大学生 岐阜県 有 
謝られる側 友人関係 JF12 1986(21) 大学生 神奈川県 無 
会話 7 謝る側 友人関係 JF13 1990(17) 大学生 栃木県 無 
謝られる側 友人関係 JF14 1989(18) 大学生 埼玉県 無 
会話 8 謝る側 友人関係 JF15 1989(18) 大学生 長野県 無 
謝られる側 友人関係 JF16 1988(19) 大学生 山形県 無 
会話 9 謝る側 友人関係 JF17 1986(21) 大学生 福岡県 無 
謝られる側 友人関係 JF18 1987(20) 大学生 東京都 有 
会話 10 謝る側 友人関係 JF19 1988(19) 大学生 埼玉県 有 
謝られる側 友人関係 JF20 1988(19) 大学生 千葉県 有 
会話 11 謝る側 友人関係 JF21 1985(22) 大学院生 埼玉県 無 
謝られる側 友人関係 JF22 1985(22) 大学院生 埼玉県 無 
会話 12 謝る側 友人関係 JF23 1988(19) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JF24 1989(18) 大学生 宮城県 無 
会話 13 謝る側 友人関係 JF25 1988(19) 大学生 愛知県 無 
謝られる側 友人関係 JF26 1987(20) 大学生 千葉県 無 
会話 14 謝る側 友人関係 JF27 1986(21) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JF28 1987(20) 大学生 東京都 無 
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会話 15 謝る側 友人関係 JF29 1986(21) 大学生 東京都 有 
謝られる側 友人関係 JF30 1987(20) 大学生 埼玉県 無 
会話 16 謝る側 友人関係 JF31 1989(18) 大学生 東京都 無 
謝られる側 友人関係 JF32 1989(18) 大学生 静岡県 無 
*JF11 は一年間ドイツで語学研修、JF18 は 5 歳から 11 歳までアメリカに滞在、JF19 は 6 歳から 8 歳までチ
リに滞在し、１年間アメリカで語学研修、JF20 は 4 歳から 8 歳までアメリカに滞在、JF29 は 4 歳から 7 歳
までアメリカに滞在の経験がある。 
 
韓国語男性の会話データは、2011 年 8 月～9 月に、韓国語女性の会話データは、2008 年 3
月に収録した。韓国語母語話者の場合、韓国で住む韓国人で、1 年以上の日本留学をしたこ
とがない韓国人を研究対象とした67。 
韓国語男性は、負担度が重い場面の会話 16 会話、負担度が軽い場面の会話 16 会話、計
32 会話で、会話収録当時は 18 歳～27 歳68の男子大学生である。韓国語男性は、計 32 名で、
京幾道(キョンギド)地域69の出身が 32 名である。詳細を表 4-3 に示す。 
 
表 4-3 韓国語男性母語話者の会話データの協力者に関する基本情報 
会話番号 協力者 年齢 職業 最も長く住んで
いた地域 
海外 
滞在 役割 関係 記号 
会話 1 謝る側 友人関係 KM01 1992(19) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM02 1993(18) 大学生 ソウル市 有 
会話 2 謝る側 友人関係 KM03 1987(24) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM04 1988(23) 大学生 京畿道始興市 有 
会話 3 謝る側 友人関係 KM05 1992(19) 大学生 京畿道仁川市 無 
謝られる側 友人関係 KM06 1992(19) 大学生 京畿道安養市 無 
会話 4 謝る側 友人関係 KM07 1988(23) 大学生 京畿道城南市 無 
謝られる側 友人関係 KM08 1990(21) 大学生 ソウル市 無 
会話 5 謝る側 友人関係 KM09 1986(25) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM10 1986(25) 大学生 ソウル市 無 
会話 6 謝る側 友人関係 KM11 1985(26) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM12 1987(24) 大学生 ソウル市 有 
会話 7 謝る側 友人関係 KM13 1986(25) 大学生 ソウル市 無 









謝られる側 友人関係 KM14 1984(27) 大学生 ソウル市 有 
会話 8 謝る側 友人関係 KM15 1989(22) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM16 1989(22) 大学生 ソウル市 無 
会話 9 謝る側 友人関係 KM17 1993(18) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM18 1992(19) 大学生 京畿道仁川市 無 
会話 10 謝る側 友人関係 KM19 1989(22) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM20 1989(22) 大学生 ソウル市 無 
会話 11 謝る側 友人関係 KM21 1993(18) 大学生 京畿道金浦市 無 
謝られる側 友人関係 KM22 1992(19) 大学生 京畿道驪州郡 無 
会話 12 謝る側 友人関係 KM23 1990(21) 大学生 京畿道坡州市 無 
謝られる側 友人関係 KM24 1988(23) 大学生 ソウル市 無 
会話 13 謝る側 友人関係 KM25 1987(24) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM26 1987(24) 大学生 ソウル市 無 
会話 14 謝る側 友人関係 KM27 1993(18) 大学生 京畿道仁川市 無 
謝られる側 友人関係 KM28 1991(20) 大学生 ソウル市 有 
会話 15 謝る側 友人関係 KM29 1987(24) 大学生 京畿道仁川市 無 
謝られる側 友人関係 KM30 1988(23) 大学生 ソウル市 無 
会話 16 謝る側 友人関係 KM31 1987(24) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KM32 1986(25) 大学生 ソウル市 無 
*KM02 は 1 年間アメリカで語学研修、KM04 は 1 年間フィリピンで語学研修、KM12 は 1 年間日本で語学
研修、KM14 は 1 年間日本で語学研修、KM28 は 15 歳から 20 歳まで中国に滞在の経験がある。 
 
韓国語女性は、負担度が重い場面の会話 16 会話、負担度が軽い場面の会話 16 会話、計
32 会話で、会話収録当時は 18 歳～23 歳の女子大学生である。韓国語女性は、計 32 名で、
京幾道(キョンギド)地域の出身が 30 名、京幾道地域以外の出身が 2 名である。京幾道地域
以外の出身の場合は、京幾道地域滞在歴 2 年以上の者で、最も話しやすい言葉として共通
語を挙げている。詳細を表 4-4 に示す。 
 
表 4-4 韓国語女性母語話者の会話データの協力者に関する基本情報 
会話番号 協力者 年齢 職業 最も長く住んで
いた地域 
海外 
滞在 役割 関係 記号 
会話 1 謝る側 友人関係 KF01 1989(18) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF02 1989(18) 大学生 ソウル市 無 
会話 2 謝る側 友人関係 KF03 1984(23) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF04 1985(22) 大学生 ソウル市 無 
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会話 3 謝る側 友人関係 KF05 1989(18) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF06 1989(18) 大学生 京畿道仁川市 無 
会話 4 謝る側 友人関係 KF07 1986(21) 大学生 京畿道仁川市 無 
謝られる側 友人関係 KF08 1986(21) 大学生 京畿道仁川市 無 
会話 5 謝る側 友人関係 KF09 1987(20) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF10 1986(21) 大学生 ソウル市 無 
会話 6 謝る側 友人関係 KF11 1986(21) 大学生 全羅北道群山市 無 
謝られる側 友人関係 KF12 1985(22) 大学生 京畿道天安市 無 
会話 7 謝る側 友人関係 KF13 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF14 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
会話 8 謝る側 友人関係 KF15 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF16 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
会話 9 謝る側 友人関係 KF17 1986(21) 大学生 ソウル市 有 
謝られる側 友人関係 KF18 1987(20) 大学生 ソウル市 有 
会話 10 謝る側 友人関係 KF19 1987(20) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF20 1986(21) 大学生 ソウル市 有 
会話 11 謝る側 友人関係 KF21 1987(20) 大学生 慶尚南道居昌郡 無 
謝られる側 友人関係 KF22 1988(19) 大学生 京畿道河南市 無 
会話 12 謝る側 友人関係 KF23 1986(21) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF24 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
会話 13 謝る側 友人関係 KF25 1989(18) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF26 1989(18) 大学生 ソウル市 無 
会話 14 謝る側 友人関係 KF27 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF28 1988(19) 大学生 ソウル市 無 
会話 15 謝る側 友人関係 KF29 1986(21) 大学生 ソウル市 有 
謝られる側 友人関係 KF30 1986(21) 大学生 ソウル市 無 
会話 16 謝る側 友人関係 KF31 1986(21) 大学生 ソウル市 無 
謝られる側 友人関係 KF32 1986(21) 大学生 ソウル市 無 









表 4-5 日本語母語話者と韓国語母語話者の会話時間 
言語(性別) 会話数 負担度 会話時間 





16 負担度重 1 時間 14 分 08 秒 5 分 3 秒 169.73 
16 負担度軽 19 分 42 秒 1 分 22 秒 30.82 
日本語 
(女性) 
16 負担度重 57 分 37 秒 3 分 58 秒 96.53 
16 負担度軽 20 分 27 秒 1 分 27 秒 46.21 
韓国語 
(男性) 
16 負担度重 1 時間 22 分 37 秒 5 分 12 秒 157.54 
16 負担度軽 36 分 33 秒 2 分 25 秒 78.44 
韓国語 
(女性) 
16 負担度重 1 時間 3 分 35 秒 4 分 36 秒 103.66 
16 負担度軽 23 分 05 秒 1 分 44 秒 37.89 
  
負担度が重い場合の日本語男性の会話データの総時間は 1 時間 14 分 08 秒であり、1 会話
当たりの平均所要時間は 5 分 3 秒、標準偏差は 169.73 で、最長の会話は 13 分 37 秒(＜日本
語男性会話 6＞)、最短の会話は 1 分 57 秒(＜日本語男性会話 8＞)である。日本語女性の会
話データの総時間は 57 分 37 秒であり、1 会話当たりの平均所要時間は 3 分 58 秒、標準偏
差は 96.53 で、最長の会話は 6 分 52 秒(＜日本語女性会話 16＞)、最短の会話は 1 分 25 秒(＜
日本語女性会話 11＞)である。韓国語男性の会話データの総時間は 1時間 22分 37秒であり、
1 会話当たりの平均所要時間は 5 分 12 秒、標準偏差は 157.54 で、最長の会話は 10 分 59 秒
(＜韓国語男性会話 10＞)、最短の会話は 1 分 47 秒(＜韓国語男性会話 4＞)である。韓国語女
性の会話データの総時間は 1 時間 3 分 35 秒であり、1 会話当たりの平均所要時間は 4 分 36
秒、標準偏差は 103.66 で、最長の会話は 8 分 21 秒(＜韓国語女性会話 15＞)、最短の会話は
1 分 06 秒(＜韓国語女性会話 16＞)である。会話データの総時間は、男性の方が女性より長
く、日本語母語話者より韓国語母語話者の方が長いことが分かる。 
負担度が軽い場合の日本語男性の会話データの総時間は 19 分 42 秒であり、1 会話当たり
の平均所要時間は 1 分 22 秒、標準偏差は 30.82 で、最長の会話は 2 分 13 秒(＜日本語男性
会話 5＞)、最短の会話は 40 秒(＜日本語男性会話 8＞)である。日本語女性の会話データの
総時間は 20 分 27 秒であり、1 会話当たりの平均所要時間は 1 分 27 秒、標準偏差は 46.21
で、最長の会話は 3 分 29 秒(＜日本語女性会話 3＞)、最短の会話は 30 秒(＜日本語女性会話
2、6＞)である。韓国語男性の会話データの総時間は 36 分 33 秒であり、1 会話当たりの平
均所要時間は 2 分 25 秒、標準偏差は 78.44 で、最長の会話は 5 分 56 秒(＜韓国語男性会話 7
＞)、最短の会話は 52 秒(＜韓国語男性会話 14＞)である。韓国語女性の会話データの総時間
は 23 分 05 秒であり、1 会話当たりの平均所要時間は 1 分 44 秒、標準偏差は 37.89 で、最







表 4-6 日本語母語話者と韓国語母語話者の発話文数 
言語(性別) 会話数 負担度 発話文 





16 負担度重 998 62.38 32.17 
16 負担度軽 398 24.88 12.52 
日本語 
(女性) 
16 負担度重 810 50.63 21.01 
16 負担度軽 486 30.38 19.65 
韓国語 
(男性) 
16 負担度重 1352 84.50 51.94 
16 負担度軽 871 54.44 36.84 
韓国語 
(女性) 
16 負担度重 921 57.56 32.08 
16 負担度軽 612 38.25 16.63 
 
負担度が重い場合の日本語男性の会話データの総発話文数は 998 文であり、1 会話当たり
の平均発話文数は 62.38 文、標準偏差は 32.17 で、＜日本語男性会話 12＞の発話文数が 122
で最も多く、＜日本語男性会話 15＞の発話文数が 20 で最も尐ない。日本語女性の会話デー
タの総発話文数は 810 文であり、1 会話当たりの平均発話文数は 50.63 文、標準偏差は 21.01
で、＜日本語女性会話 16＞の発話文数が 88 で最も多く、＜日本語女性会話 11＞の発話文数
が 21 で最も尐ない。韓国語男性の会話データの総発話文数は 1352 文であり、1 会話当たり
の平均発話文数は 84.50 文、標準偏差は 51.94 で、＜韓国語男性会話 10＞の発話文数が 195
で最も多く、＜韓国語男性会話 11＞の発話文数が 26 で最も尐ない。韓国語女性の会話デー
タの総発話文数は 921 文であり、1 会話当たりの平均発話文数は 57.56 文、標準偏差は 32.08
で、＜韓国語女性会話 7＞の発話文数が 134 で最も多く、＜韓国語女性会話 16＞の発話文
数が 18 で最も尐ない。会話データの総発話文数は、女性よりは男性の方が、日本語母語話
者よりは韓国語母語話者の方が多いことが分かる。 
負担度が軽い場合の日本語男性の会話データの総発話文数は 398 文であり、1 会話当たり
の平均発話文数は 24.88 文、標準偏差は 12.52 で、＜日本語男性会話 7、12＞の発話文数が
46 で最も多く、＜日本語男性会話 13＞の発話文数が 10 で最も尐ない。日本語女性の会話
データの総発話文数は 486 文であり、1 会話当たりの平均発話文数は 30.38 文、標準偏差は
19.65 で、＜日本語女性会話 3＞の発話文数が 85 で最も多く、＜日本語女性会話 6＞の発話
文数が 11 で最も尐ない。韓国語男性の会話データの総発話文数は 871 文であり、1 会話当
たりの平均発話文数は 54.44 文、標準偏差は 36.84 で、＜韓国語男性会話 7＞の発話文数が
154 で最も多く、＜韓国語男性会話 3＞の発話文数が 11 で最も尐ない。韓国語女性の会話デ
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ータの総発話文数は 612文であり、1会話当たりの平均発話文数は 38.25文、標準偏差は 16.63












①会話の流れの自然さ、②話し方の自然さ、③録音の意識度の 3 つがあり、それぞれ 5 段
階で評定してもらった。以下の表 4-7 に、その回答の平均と標準偏差(SD)をまとめて示す。 
 
表 4-7 負担度が重い場合の日韓母語話者のフォローアップ・アンケート調査結果 
言語(性別) 会話の流れの自然さ 
①自然 ⇔ ⑤不自然 
話し方の自然さ 
①自然 ⇔ ⑤不自然 
録音の意識度 
①意識⇔⑤意識しない 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 
日本語(男性) 2.31 0.69 2.22 0.66 3.00 0.92 
日本語(女性) 2.16 0.63 1.81 0.69 2.97 0.82 
韓国語(男性) 1.81 0.74 1.91 0.53 3.56 0.62 
























表 4-8 負担度が軽い場合の日韓母語話者のフォローアップ・アンケート調査結果 
言語(性別) 会話の流れの自然さ 
①自然 ⇔ ⑤不自然 
話し方の自然さ 
①自然 ⇔ ⑤不自然 
録音の意識度 
①意識⇔⑤意識しない 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 
日本語(男性) 2.31 0.59 2.06 0.56 3.13 0.79 
日本語(女性) 1.94 0.67 1.81 0.59 3.56 0.80 
韓国語(男性) 2.16 0.57 1.94 0.62 3.78 0.71 

























査結果を述べた。日本語男性の会話データは、2011 年 10 月～12 月に、日本語女性の会話デ
ータは、2008 年 4 月～5 月に収録した。韓国語男性の会話データは、2011 年 8 月～9 月に、
韓国語女性の会話データは、2008 年 3 月に収録した。各会話は、負担度が重い謝罪場面の
会話 16 会話、負担度が軽い謝罪場面の会話 16 会話、計 32 会話である。 
 負担度が重い場合の会話データの総時間を見てみると、日本語男性で 1 時間 14 分 08 秒、
日本語女性で 57 分 37 秒、韓国語男性で 1 時間 22 分 37 秒、韓国語女性で 1 時間 3 分 35 秒
であった。負担度が軽い場合の会話データの総時間を見てみると、日本語男性で 19 分 42
秒、日本語女性で 20 分 27 秒、韓国語男性で 36 分 33 秒、韓国語女性で 23 分 05 秒であっ
た。 
 続いて、負担度が重い場合の会話データの総発話文数について見てみると、日本語男性
で 998 文、日本語女性で 810 文、韓国語男性で 1352 文、韓国語女性で 921 文であった。負
担度が軽い場合の会話データの総発話文数について見てみると、日本語男性で 398 文、日
























































































































1 JM09 あー、ごめん，&,,  
2 JM09 遅れちゃった。  
3 JM10 お前、何分遅れてんだよ、お前。  





6 JM09 《沈黙 2 秒》でー、電話したんだけど(うん)。   
7 JM09 《沈黙 2 秒》なんか、地下だったから、分かんないんだけど(うん)、繋がんなく
て(うん)。 
  
8 JM09 《尐し間》連絡できなくて、&,,   








22 JM10 なるほど<2 人で笑い>。   
23 JM10 やあー、まあー[↑]。   
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24 JM10 《尐し間》やあー、まあ，そうだね，電車止まったのはしょうがないよね、うん。  
←直接的に受け入れる 
  
25 JM09 東京、電車、ち、止まんの多いじゃん。 後続関連 
26 JM10 そうだね、「線名」(やー)止まりまくるからね(うん)<笑い>。 談話 
27 JM09 いいわけするわけじゃないけど。  (直接的に  
28 JM10 うん。  受け入れる) 
ライン番号 29～34 省略  
35 JM10 うん、お前が寝坊して遅れてたらね。   
36 JM09 まあまあ確か<に>{<}。   
37 JM10 <まあ>{>}、20 分も、寝坊して遅れたら、まあ、怒るけど、電車止まったんなら
なあ、しょうがないなー。  ←直接的に受け入れる 
  
38 JM09 やあ、俺もどうしてもないっ[↑]、どうしてもなかった正直、&,, 核談話 
39 JM09 ごめん。 (直接的に 
40 JM10 うん、まあー。  受け入れる) 
41 JM10 《尐し間》そこは、しょうがない。  ←直接的に受け入れる   
42 JM10 取りあえず、お腹減ったから、ご飯食べに行こうぜ。 挿入談話 












やりとりが行われる「後続関連談話」が現れ、ライン番号 37 で、「<まあ>{>}、20 分も、寝坊し
て遅れたら、まあ、怒るけど、電車止まったんならなあ、しょうがないなー。」と、再度、明示的かつ
直接的に受け入れることを示す意味的なまとまりが現れる。更に、ライン番号 38～41 で、














1 JF23 あの、あのね。  
2 JF24 うん。 前置き談話 
3 JF23 バイトを、あのー、紹介してくれたじゃん。  
4 JF24 うん。  
5 JF23 《沈黙 3 秒》でも、あの、この前新聞見たらね,,  





8 JF23 だからあの、あの、無理に雇ってって言ったんだけれど&,,   
9 JF23 [段々躊躇するような声で]ちょっと辞めようかなーって思ってるんだけど=。   
10 JF24 =ちょっと待って、だってまだ 2 ヶ月でしょう?。   






13 JF24 】】<ちょっと>{>}待って、てか、「JF23 名」が(うん)勝手に申し込んだバイトなら
まだ私も(うん)。   
  
14 JF24 私が頼んだやつじゃん、今やってるバイトって(うん)。   
15 JF24 なんか、そういうことされるの、こっちとしてもなんかその、面子が立たないっ
ていうかなんか。  ←直接的に受け入れない 
  
16 JF23 ううんー、それはそっちでちょっとお願いしてあって、&,,  
17 JF23 本当悪いんだけれど、&,, 核談話 
18 JF23 でも、こう、なんていうの、バイト選ぶのも私が自分で選んでいいわけだし、&,, (直接的に受 
19 JF23 本当悪いんだけれど、&,, け入れない)  
20 JF23 うんー、そう言おうと思ったんだけれど…。   
21 JF24 えー、なんかそれちょっと無責任じゃない?。 ←直接的に受け入れない   
22 JF23 うんー。   






25 JF24 うん=。   
26 JF23 =飲食店よりもこっちのバイトの方がいいなーって思ってるのね。   
27 JF23 《沈黙 4 秒》だから…。   




29 JF23 ごめんなさいなんだけれど…。 核談話 




































Kappa を用いて確認した。以下の表 5-1 に、「謝罪談話」におけるコーディングの評定者間
信頼性係数を示す。 
 
表 5-1 日韓母語話者の「謝罪談話」における評定者間信頼性係数 
 日本語母語話者 韓国語母語話者 
負担度が軽い謝罪場面 κ＝0.923（κ＞0.70） κ＝0.860（κ＞0.70） 















次に、日韓における謝罪談話の展開や構造の特徴を述べる。以下の表 5-2 や図 5-1 で日本語
母語話者と韓国語母語話者の謝罪談話を構成する各談話の抽出結果を示す。 
 
表 5-2 日韓母語話者における負担度が軽い場合の謝罪談話を構成する各談話の抽出結果 
 前置き談話 交渉談話 核談話 後続関連談話 挿入談話 合計 
日本男性 0 (0.00) ＊0 (0.00) 25 (67.57) 8 (21.62) 4 (10.81) 37 (100.00) 
日本女性 0 (0.00) ＊0 (0.00) 31 (60.78) 7 (13.73) 13 (25.49) 51 (100.00) 
韓国男性 0 (0.00) ＊8 (14.29) 21 (37.50) 11 (19.64) 16 (28.57) 56 (100.00) 
韓国女性 0 (0.00) ＊0 (0.00) 21 (48.84) 11 (25.58) 11 (25.58) 43 (100.00) 
(  )は割合 ＊p＜.05 
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＜日女会話 2＞、＜日女会話 6 ＞、＜日女会話 15＞ 
＜韓男会話 2＞、＜韓男会話 3＞、＜韓男会話 16＞ 
＜韓女会話 3＞、＜韓女会話 5＞、＜韓女会話 7＞、＜韓女会話 10＞、＜韓女会話 16＞ 
B 核談話(○)⇒「挿入」/「後続」⇒核談話(○)⇒「挿入」/「後続」⇒核談話(○)⇒「挿入」/「後続」 
(日本語男性 19%、 日本語女性 31%、 韓国語男性 13%、 韓国語女性 25%) 
＜日男会話 5＞、＜日男会話 7＞、＜日男会話 12＞ 
＜日女会話 3＞、＜日女会話 5＞、＜日女会話 8＞、＜日女会話 11＞、＜日女会話 16＞ 
＜韓男会話 7＞ 、＜韓男会話 11＞ 
＜韓女会話 2＞、＜韓女会話 6＞、＜韓女会話 11＞、＜韓女会話 15＞ 
C 核談話(○)⇒「挿入」/「後続」 
(日本語男性 19%、 日本語女性 25%、 韓国語男性 13%、 韓国語女性 25%) 
＜日男会話 2＞、＜日男会話 3＞、＜日男会話 11＞ 
＜日女会話 4＞、＜日女会話 7＞、＜日女会話 12＞、＜日女会話 13＞ 
＜韓男会話 1＞、＜韓男会話 6＞ 
＜韓女会話 4＞、＜韓女会話 8＞、＜韓女会話 9＞、＜韓女会話 13＞ 
D 核談話(○)⇒核談話(○)⇒(核談話(○)⇒核談話(○))⇒「挿入」/「後続」 
(日本語男性 6%、 日本語女性 13%、 韓国語男性 0%、 韓国語女性 6%) 
＜日男会話 1＞ 
＜日女会話 1＞、＜日女会話 14＞ 
＜韓女会話 1＞ 
E 「交渉談話(X)」⇒核談話(○)⇒核談話(○)」⇒「挿入」/「後続」⇒(「挿入」/「後続」) 
(日本語男性 0%、 日本語女性 0%、 韓国語男性 50%、 韓国語女性 0%) 
＜韓男会話 4＞、＜韓男会話 5＞、＜韓男会話 8＞、＜韓男会話 9＞ 
＜韓男会話 10＞、＜韓男会話 12＞、＜韓男会話 13＞、＜韓男会話 15＞ 
F 核談話(○)⇒核談話(○) 
(日本語男性 25%、 日本語女性 13%、 韓国語男性 0%、 韓国語女性 0%) 
＜日男会話 4＞、＜日男会話 10＞、＜日男会話 13＞、＜日男会話 15＞ 
＜日女会話 9＞、＜日女会話 10＞ 
G 核談話(○)⇒「挿入」/「後続」⇒「挿入」/「後続」 
(日本語男性 0%、 日本語女性 0%、 韓国語男性 6%、 韓国語女性 13%) 
＜韓男会話 14＞ 
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謝罪される側が謝罪内容を受け入れる会話は、日本語男性は 69%(16 会話中 11 会話)、日
本語女性は 50%(16 会話中 8 会話)、韓国語男性は 63%(16 会話中 10 会話)、韓国語女性は




A 1 回目の「交渉談話」で受け入れる場合の展開 
(日本語男性 6%、 日本語女性 13%、 韓国語男性 6%、 韓国語女性 31%) 
交渉談話(○) 交渉談話(○)⇒核談話(○) 交渉談話(○)⇒核談話(○)⇒核談話(○) 
＜韓女会話 9＞ 
＜前置き 韓女会話 16＞ 
 
＜前置き 日男会話 11＞ 
＜日女会話 8 挿入＞ 
＜韓男会話 12 挿入  後続＞ 
＜前置き 韓女会話 3 挿入＞ 
＜韓女会話 10＞ 
＜前置き 韓女会話 14＞ 
＜前置き 日女会話 15 挿入＞ 
 
B 2 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れる場合の展開 
(日本語男性 6%、 日本語女性 6%、 韓国語男性 13%、 韓国語女性 38%) 
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核談話(X)⇒交渉談話(○)⇒核談話(○) 核談話(X)⇒交渉談話(○) 核談話(X)⇒核談話(○) 
＜前置き 韓男会話 2＞ 
＜前置き 韓女会話 13 挿入＞ 
＜韓女会話 5＞ ＜日男会話 15＞ 
 
交渉談話(X)⇒核談話(○)⇒交渉談話(○) 交渉談話(X)⇒核談話(○) 
＜前置き 韓女会話 2 挿入＞ 
 
＜前置き 日女会話 7 挿入＞ 
＜前置き 韓男会話 9 挿入＞ 
＜前置き 韓女会話 4＞、＜前置き 韓女会話 8  
挿入＞、＜前置き 韓女会話 12 挿入  後続＞ 
C 3 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れる場合の展開 








＜前置き 韓男会話 7挿入 後続＞、
＜韓男会話 13 挿入＞ 
 
＜前置き 日男会話 8 挿入＞ 
＜前置き 韓男会話 15＞ 
＜韓女会話 1＞ 










＜前置き 日女会話 12＞ 
 
＜前置き 韓男会話 10  
挿入  後続＞ 
 
＜日男会話 9 後続＞ 
＜日女会話 11＞ 
＜前置き 日女会話 14＞ 
＜韓男会話 4 挿入＞ 
＜前置き 日男会話 14  
挿入  後続＞ 
 
D 4 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れる場合の展開 







＜前置き 日男会話 1＞ 
＜日男会話 3＞ 
＜前置き 日男会話 7 挿入＞ 
＜前置き 韓男会話 3 後続＞ ＜日男会話 13＞ 
 
E 5 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れる場合の展開 
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韓国語母語話者で 2 会話であり、その中で、男性の方で 1 会話、女性の方で 4 会話現れ、
男性よりは女性の方で多く現れていた。 
7 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れる場合は、日本語男性で 1 会話しか




表 5-5 と図 5-4 をみると、1 回目と 2 回目の段階で受け入れる展開は、韓国語母語話者の




で 2 会話、韓国語男性で 1 会話現れていた。 














しかし、5 回目と 7 回目の段階で受け入れる会話は、韓国語女性で 2 会話、日本語女性で
2 会話、日本語男性で 2 会話であり、上記の展開(1 回目から 4 回目)と比べ、現れた会話の








会話中 5 会話)、日本語女性は 50%(16 会話中 8 会話)、韓国語男性は 37%(16 会話中 6 会話)、
韓国語女性は 12%(16 会話中 2 会話)である。 
 
表 5-6 負担度が重い場合の日韓母語話者における謝罪談話の展開の類型(受け入れない場合) 
 A 1回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れない場合の展開 
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表 5-6 や図 5-5 は、受け入れない場合の展開の類型であるが、まず、1 回目の「交渉談話」
あるいは「核談話」で受け入れない場合の展開には、2 つの類型があると考えられるが、①
「核談話」は現れず、「交渉談話」のみ現れた構造と、②「交渉談話」は現れず、「核談話」
のみ現れた構造である。この展開は、日本語母語話者で 5 会話、韓国語母語話者で 2 会話
であり、その中で、男性の方で 2 会話、女性の方で 5 会話現れ、韓国語母語話者より日本
語母語話者の方で、男性よりは女性の方で多く現れていた。 




韓国語母語話者で 4 会話であり、その中で、男性の方で 5 会話、女性の方で 2 会話現れ、
日韓による差はあまり見られず、女性よりは男性の方で多く現れていた。 




ない構造である。この展開は、日本語母語話者で 3 会話、韓国語母語話者で 2 会話であり、
その中で、男性の方で 3 会話、女性の方で 2 会話現れ、日韓による差や男女による差はあ
まり見られなかった。 
最後に、1 回目と 2 回目と 3 回目と 4 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れ
ない場合は、2 つの類型があると考えられるが、①最初に現れる「交渉談話」と 3 回連続現
れる「核談話」でも受け入れる意が示されない構造と、②最初に現れる「交渉談話」と次
に現れる「核談話」と「交渉談話」、最後に現れる「核談話」で受け入れる意が示されない






談話」が現れていない構造が見られたが、日本語女性で 4 会話、日本語男性で 1 会話、韓
国語女性で 1 会話である。 
 


































































以下では、日本語男性における謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-7 に示す。 
 
表 5-7 負担度が軽い場合の日本語男性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開73 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
日男会話 1 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 
日男会話 2 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日男会話 3 *挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) 








日男会話 4 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
日男会話 5 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日男会話 6 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 7 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話 
日男会話 8 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 9 核談話(直接的に受け入れ)  
日男会話 10 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
日男会話 11 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 
日男会話 12 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 
日男会話 13 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
日男会話 14 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 15 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  

















了する構造である。また、＜会話 1＞は、この 4 つの類型には属していないが、「核談話」
が 3 回連続行われてから「後続関連談話」で会話が終了している。これらの展開を見ると、














続いて、日本語女性の謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-8 に示す。 
 
表 5-8 負担度が軽い場合の日本語女性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
日女会話 1 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 2 核談話(直接的に受け入れ)  
日女会話 3 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 4 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 5 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
日女会話 6 核談話(直接的に受け入れ)  
日女会話 7 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 8 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 9 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) 
日女会話 10 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
日女会話 11 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 
日女会話 12 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 13 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
                                                   




日女会話 14 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 15 核談話(直接的に受け入れ) 

















開を見ると、「核談話」が 1-2 回現れてから会話が終了したり、1 回の「核談話」後に「挿














































れた。また、非明示的かつ間接的に受け入れる意を表す応答も、男性は 16 会話中 5 会話、
女性は 16 会話中 4 会話現れ、特に、非明示的かつ間接的に受け入れる意を表す応答のみは、


















1 JM19 あっ、ごめん。  
2 JM20 遅せーよ、ちょっと。 核談話 
3 JM19 やあ、ごめん、ごめん、ごめん、申し訳ない、ほんと。 (直接的に 




6 JM20 <あっ、そうね>{<}。   
7 JM19 <電話繋がらない>{>}じゃん。   















15 JM20 《尐し間》まあまあ、しょ，しょうがね[↑]な。 ←直接的に受け入れる   
16 JM19 まあ，ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、<まあまあ>{<}。 核談話 
17 JM20 <いいよ>{>}、いいよ、いいよ、いいよ=。 ←直接的に受け入れる (直接的に 
18 JM19 =もう気にせずにね。 受け入れる) 
 
この会話をみると、JM19 が、「ごめん」と謝罪しており、 JM20 は、JM19 が遅れたこと
に対して非難する発話をしている「核談話」のやりとりから会話はスタートしている。ラ
イン番号 3 で JM19 は、「やあ，ごめん、ごめん、ごめん、申し訳ない、ほんと。」と連続して謝罪
132 
 
し、ライン番号 4-5 で遅れた理由について述べている。その後、ライン番号 6 から 14 にか
けて、JM19 による状況説明や謝罪、責任関連発話と JM20 による自分の過失に関する発話


















1 JF21 ごめんね、&,,  
2 JF21 「JF22 名」お待たせしちゃって。 核談話 
3 JF22 あー、<え、うん>{<}。 (直接的に 
4 JF21 <えーとね>{>}、実は電車が止まっちゃって(あー)、&,, 受け入れる) 
5 JF21 申し訳ない、&,,   
6 JF21 それで、あのう電話したんだけど(うん)なかなか繋がらなくて(あー）&,,   
7 JF21 ごめんね&,,   
8 JF21 待たせちゃって=。   
ライン番号 9～16 省略  
17 JF22 <いやいやこちらこそ>{>}なんかもう=。 ←直接的に受け入れる   




20 JF21 =こういう時に限って携帯忘れたりするよね。  







23 JF22 <充電切れある>{<}。   
24 JF21 <笑いながら><そうそう>{>}。   




35 JF22 食べる。   
36 JF22 <笑いながら>ね、ここに美味しいという噂の【【。   
37 JF21 】】あー本当なんか今日遅れた詫びに私が<###>{<}。 核談話 




39 JF21 ごめんね<本当に>{<}。  







号 4-8 で、JF21 は、状況説明や責任を認める発話をしながら謝罪しており、ライン番号 17
で、JF22 は「<いやいやこちらこそ>{>}なんかもう=。」と「いやいや」という言葉を用いて直接的
に受け入れることを示し、その後、自分の過失について言及している。これらの「核談話」
























以下では、韓国語男性における謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-9 に示す。 
 
表 5-9 負担度が軽い場合の韓国語男性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
韓男会話 1 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 
韓男会話 2 核談話(間接的に受け入れ)  
韓男会話 3 核談話(直接的に受け入れ)  
韓男会話 4 交渉談話(直接的に受け入れない)⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ)  
韓男会話 5 交渉談話(直接的に受け入れない)⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 
韓男会話 6 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 
韓男会話 7 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話  
⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓男会話 8 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れ) 
韓男会話 9 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓男会話 10 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話－1 ⇒ 挿入談話  
⇒ 核談話－2(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話 
韓男会話 11 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 
韓男会話 12 交渉談話(間接的に受け入れない)⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓男会話 13 挿入談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話 ⇒ *謝罪発話文 ⇒ 挿入談話 
韓男会話 14 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話 
韓男会話 15 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
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韓男会話 16 核談話(直接的に受け入れ)   
 








は、＜会話 1、4、5、6、7、9、10、11、12、13、14、15＞の 12 会話であり、「核談話」の














これらの展開を見ると、「核談話」が 1 回現れてから会話が終了したり、1 回の「核談話」
後に「挿入談話」あるいは「後続関連談話」が現れてから会話が終了するやりとりが 16 会



















るが、約 3 割程度は、非明示的かつ 間接的に受け入れることを示しており、直接的に受
け入れることを示さない応答も有標行動として捉えられない可能性もあると考えられる。 
続いて、韓国語女性の謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5－10 に示す。 
 
表 5-10 負担度が軽い場合の韓国語女性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
韓女会話１ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 2 核談話 ⇒ 挿入談話 ⇒直接的に受け入れ ⇒ 後続関連談話  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 
韓女会話 3 核談話(間接的に受け入れ) 
韓女会話 4 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 5 核談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 6 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 7 核談話(間接的に受け入れ) 
韓女会話 8 核談話(直接的に受け入れ) ⇒挿入談話 
韓女会話 9 核談話(直接的に受け入れ) ⇒挿入談話 
韓女会話 10 核談話(直接的に受け入れ)  
韓女会話 11 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ)   
韓女会話 12 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒挿入談話⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 
韓女会話 13 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 
韓女会話 14 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話 
韓女会話 15 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) 




















た。＜会話 1＞は、類型はないが、「核談話」が 2 回現れてから、「後続関連談話」や「挿入
談話」が現れる構造である。 
これらの展開を見ると、「核談話」が 1 回現れてから会話が終了したり、1 回の「核談話」
後に「挿入談話」あるいは「後続関連談話」が現れてから会話が終了するやりとりが 16 会












































る。しかし、非明示的かつ間接的に受け入れる意を表す応答も、男性は 16 会話中 7 会話、
女性は 16 会話中 5 会話現れ、特に、非明示的かつ間接的に受け入れる意を表す応答のみは、





















1 KF15 [KF16 이름]아, 미안해,&,,([KF16 名]ちゃん、ごめん&,,)   
2 KF15  <많이 기다렸어?>{<}.(<だいぶ待ってたね?>{<}。) 核談話 




4 KF15 <많이>{>} 기달렸어?.(<だいぶ>{>}待ってた?。)  
ライン番号 5～11 省略  




13 KF16 어.(うん。)   
ライン番号 14～24 省略  
25 KF15 <미안해>{>}.(<ごめん>{>}。)   
26 KF16 핸드폰도 없어 답답해가지고 주위 사람들한테 핸드폰 좀 빌리고 
싶었는데 뭐 아는 사람들이 있어야 빌리지.(携帯もないしイラついちゃっ
て周りの人に携帯を借りたかったけど、知り合いもいなくて。) 
  
27 KF15 맞아.(そうね。)   
28 KF16 그래가지고 엄청 기다렸잖아.(だからすごく待ってたのよ。)   
29 KF15 아니야 근데 나는(어) 집에서 맞게 하고 나왔다.  
(いや、でも私は間に合うように出てたよ。) 
  
ライン番号 30～36 省略  
37 KF15 아 그래가지고 늦었어(어어).(あ、それで遅れちゃった。)   
38 KF15 미안해.(ごめん。)   
39 KF16 야 괜찮아, 뭐 그럴 수도 있지, 그러면서(<웃음>). (まあ、大丈夫、そうい
うこともあるし、なんてね(<笑い>)。) ←直接的に受け入れる 
  




この会話をみると、KF15 が、「ごめん」と謝罪しており、 KF16 は、相手に遅れた理由
を求める発話をする「核談話」のやりとりから会話はスタートしている。ライン番号 12 か
ら 18 では、KF15 の状況説明や相手の過失に対する発話と KF16 の自分の過失に対する発話
のやりとりが行なわれている。その後、KF15 は状況説明をしながら謝罪しており、KF16















2 KM09 아-, 「KM10 이름」아, <안녕>{<}.(あー、「KM10 の名前」 あ、<ハイ>{<}。) 交渉談話 
3 KM10 <아-이>{>}, 미친 새끼야 지금, 시간이 몇 신데 이제 와[↑] 





4 KM09 아-니, 《잠시간격》내가,《잠시간격》제시간에 맞춰서 나왔거든,집에서. 
(いやー、《尐し間》俺が、《尐し間》ちゃんと時間通りに出たけど、家から。) 
  
5 KM09 근데 지하철이 끊겨 가지고, 아니 지하철이 갑자기 멈춰갖고,,(だけど
地下鉄が切れちゃって、いや、地下鉄が急に止まっちゃって,,) 
  
6 KM10 <웃으면서>옘병할.(<笑いながら>ふざけるな。) ←直接的に受け入れない   
ライン番号 7～10 省略  




12 KM09 《잠시간격》 아- 미안. (《尐し間》 あー、ごめん。) 核談話 
13 KM10 아-, 이 새끼, 그래도 20 분, 20 분이나 늦었는데, &,, 
(あー、このやろう、だけど 20 分、20 分も遅れたから, &,,) 
(直接的に
受け入れる) 
14 KM10 이 새끼 밥이나 사라 그냥.(てめえ、ご飯でもおごれ。)   
15 KM09 어??<웃음>.(うん??<笑い>。)   
16 KM10 니가 밥 사, 대신에.(おまえがご飯奢って、代わりに。)   
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17 KM09 《잠시간격》아 뭐 그냥 내가 늦은 거는&,, 
(《尐し間》あ、まあ、俺が遅れたのは&,, ) 
  
18 KM09 미안하다.(ごめん。)   
19 KM09 알았어, 내가 살께.(わかった、私が奢る。)   
20 KM10 아-, 근데 지하철이 멈췄다고?.(あー、けど地下鉄が止まっちゃった?。)   
21 KM09 어.(うん。)   
ライン番号 22～39 省略  
40 KM10 《침묵 2 초》그래도 지하철 때문이라면 어쩔 수가 없겠지만, 
&,,(《沈黙 2 秒》だけど地下鉄のせいだったら仕方ないけど、&,,)  
↑直接的に受け入れる 
  
41 KM10 《잠시간격》진짜 다음부터 늦지마라. 
(《尐し間》本当に次回から遅れるな。) 
  
42 KM09 알았어.(わかった。)   
 
この会話をみると、KM10 は、KM09 の挨拶に対して、「<아-이>{>}, 미친 새끼야 지금, 
시간이 몇 신데 이제 와[↑][추궁하듯이 목소리를 높이며].(<やーいー>{>}, てめえ、今、時
間が何時かよ、今くるの[↑][攻めるように声を高めて]。)」(ライン番号 3)、「<웃으면서>옘병할.(<
笑いながら>ふざけるな。)」(ライン番号 6)と乱暴な言葉を用いて直接的に受け入れない意を示
している。ライン番号 12 で、KM09 は「謝罪定型表現」を用いて謝罪し、これを受けて、
KM10 は、受け入れる意は直接的に示さず、代償を要求しており、KM09 は、再度謝罪しな
がらその要求を受け入れている。その後、状況説明や謝罪される側の過失に関するやりと
りが行われてから、ライン番号 40 で、「《침묵 2 초》그래도 지하철 때문이라면 어쩔 수가 































































以下では、日本語男性の謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-11 に示す。 
 
表 5-11 負担度が重い場合の日本語男性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開75 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
日男会話 1 前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) 
★日男会話 2 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 挿入談話 
日男会話 3 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★日男会話 4 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
日男会話 5 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★日男会話 6 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ *謝罪発話文 
日男会話 7 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日男会話 8 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に
受け入れない) ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 9 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒  
核談話(間接的に受け入れ)⇒ 後続関連談話 ⇒ *謝罪発話文 
★日男会話 10 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
日男会話 11 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 12 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない)  




⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒挿入談話 
日男会話 13 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れ) 
日男会話 14 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
日男会話 15 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) 
★日男会話 16 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
 
表 5-11 を見ると、日本語男性の会話は、＜会話 1、2、6、7、10、11＞の 6 会話は「前置
き談話」、＜会話 3、4、16＞の 3 会話は「交渉談話」、＜会話 5、9、13、15＞の 4 会話は「核
談話」、＜会話 8、12、14＞の 3 会話は「挿入談話」からスタートしており、「前置き談話」
からの始まりが多いものの、バラツキがあると考えられる。 
負担度が重い場合は、謝罪される側が謝罪する側の謝罪内容を受け入れたり、受け入れ
なかったりする現象が現れる。表 5-11 を見ると分かるように、＜会話 1、3、5、7、8、9、
11、12、13、14、15＞は、謝罪する側が持ち出した謝罪内容が謝罪される側に受け入れられ
る会話で、16 会話中 11 会話(69％)であるが、＜会話 2、4、6、10、16＞は、謝罪する側が



































































続いて、日本語女性の謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-12 に示す。 
 




前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 




核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
★日女会話 3 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
日女会話 4  挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない)⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) 
★日女会話 5 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
★日女会話 6 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
日女会話 7 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
日女会話 8 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
★日女会話 9 交渉談話(直接的に受け入れない) 
★日女会話 10 前置き談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
日女会話 11 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) 
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 




★日女会話 13 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 挿入談話 
日女会話 14 前置き談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
日女会話 15 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★日女会話
16 
挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
 
表 5-12 を見ると、日本語女性の会話においては、＜会話 1、3、5、10、12、14＞の 6 会
話は「前置き談話」、＜会話 8、9、13＞の 3 会話は「交渉談話」、＜会話 2、6、11＞の 3 会
話は「核談話」、＜会話 4、7、15、16＞の 4 会話は「挿入談話」からスタートしており、負
担度が重い謝罪場面では、「前置き談話」からの始まりが多いものの、男性と同様に、バラ
ツキがあると考えられる。この中で、受け入れられたのは、＜会話 1、4、7、8、11、12、
14、15＞で、16 会話中 8 会話(50％)である。受け入れられなかったのは、＜会話 2、3、5、
6、9、10、13、16＞であり、16 会話中 8 会話(50％)で、半々を占めている。 
負担度が重い謝罪場面において、謝罪内容が受け入れられた謝罪談話を構成する各談話





































































































1 JM01 実は、話があるんだけどさ=。  
2 JM02 =何?。 前置き談話 
3 JM01 実はさ(うん)、あのー、ドトール‘Doutor’でバイトしてるじゃん。   




6 JM02 <笑い>えっ，まじで[↑]?。  
7 JM01 うん。 交渉談話 
8 JM02 まだ 2 ヶ月だよね。 (間接的に受 
9 JM01 うん、やあ、まあ確かに 2 ヶ月しかやってないだけどさ。 け入れない) 
ライン番号 10～16 省略  
17 JM01 やあー、結構お願いしたからさ(うん)、&,, 核談話 
18 JM01 すげー[↑]申し訳ないだけどさ…。 (間接的に受 
19 JM02 えっ、だってさ、俺「人名」にすごい頼んだ…。 け入れない) 
20 JM01 あーそうか、<さすが変えたらな>{<}[独り言で呟くように]。  




22 JM01 =やばいかな。 (直接的に受 





ライン番号 25～41 省略  
42 JM01 研修もなかなか上がれないのがさ…。   
43 JM02 ああー。   
44 JM01 そう、今時給 800 円でさ、スポーツジム 1500 円なんだよね(<笑い>)。   
45 JM02 それは絶対そっちの方が<確かに>{<}。   
46 JM01 <そーうー>{>}、ほぼ倍じゃん。   
47 JM02 うんー。   






55 JM01 <そうだね>{<}。   
56 JM02 <辞めたら>{>}、それ、それでいいじゃない[↓]。   
57 JM01 辞めてから，もし落ちたら,，   
58 JM02 そう<そう>{<}。   
59 JM01 <また>{>}ぷー太郎になっちゃうん<だよな>{<}。   
60 JM02 <うん>{>}、もったいないよ(うん)。   




63 JM01 だからさ、どうしようかなーという。   
64 JM01 どうしようかな。   
ライン番号 65～76 省略  
77 JM01 2 ヶ月だからなー。   
78 JM02 やあー、でもそうなったら、俺「人名」に顔合わせにくいな，<すごい>{<}。 
↑直接的に受け入れない 
  
79 JM01 <そうだよな>{>}俺もすげ(そうだね)申し訳ないな，&,,  
80 JM01 「人名」に迷惑かけちゃうからな。 核談話 
81 JM01 《尐し間》何かいい辞め方ないかな。 (間接的に 
82 JM02 あー、何か理由をつける[↑]=。  受け入れる) 
83 JM01 =そう。   




90 JM01 <確かに>{>}被災したっていう感じでね。   
91 JM02 おばあちゃんが足を挫いた。   





イン番号 17-19 で、JM01 は、責任を認めながら「申し訳ない」と謝罪をしているが、JM02
は、自分の苦労を挙げて受け入れない意向を伝える「核談話」のやりとりが行われる。し
かし、JM01 は、紹介してもらったバイトを辞めたい意向を変更せず、続いて JM02 に理解
を求めながら説明し、JM02 もライン番号 42-47 では、譲歩する姿勢は見せているが、ライ





りとりでは問題になっている事柄が解決できず、JM01 と JM02 は互いに自分の意向を伝達

















11 JF07 本当悪いんだけど、&,, 核談話 
12 JF07 で、まあ一忚「JF08 愛称」に「人名 1」さん紹介してもらったじゃない??。 (間接的に受  
13 JF07 だから、ちょっと「JF08 愛称」にまあとりあえず相談してみようかなと思って。 け入れない) 




16 JF07 本当悪いんだけど…。   
17 JF08 うーん、そっか、え、新しいとこいくら位上がるの?。   





20 JF08 <そうか>{>}。   
21 JF07 で、家からも近いんだ。   




24 JF08 うーん…。   
25 JF07 うーん…、本当ごめんなんだけど…。  






27 JF07 ね、うん、私、うん、「人名 1」さん実際会ってない<の>{<}。 け入れない) 
28 JF08 <<笑いながら>嘘>{>}、超<いい人なの>{<}。   
29 JF07 <バイト、バイトは>{>}2 ヶ月やってるんだけど(うん、うん)、「人名 1」さん結構上
の人じゃない(うんうん)、だから、実際会ってなくて(うん)、だから、&,, 
  
30 JF07 本当に、うん、申し訳ないんだけど、&,,   
31 JF07 「JF08 愛称」から言ってもらえたらなと思って。   
32 JF08 えー、でもさ、まだやって 2 ヶ月じゃん。   
33 JF07 うん。   





46 JF07 あーじゃ、ちょっと、じゃ、そういう子見付けるわ。 け入れない)  
47 JF08 うん。   




50 JF08 うん、「人名 1」さんとこの店が悪いわけ<ではないんだよね>{<}。   




52 JF07 やっぱり家から近いし(うん)、時給もいいから(うん)、&,, 核談話 
53 JF07 うんー、ごめんね。 (直接的に 




55 JF07 ごめんね(うん)、&,,   
56 JF07 何かちょっと(うん)嘘とか付かせ<ちゃって>{<}。   
 
＜会話例 5－8＞を見ると、「前置き談話」のやりとりから会話をスタートし、ライン番号
10 から「本当悪いんだけど」(ライン番号 11 と 16)と謝罪しながら状況を説明している JF07
の発話と事態を確認している JF08 の発話のやりとりが行われる「核談話」が現れる。その
後、具体的な情報を求めている JF08 と新しく見付けたバイト先に関する具体的な情報を説









































1 JM07 あのうさ、この前、紹介してもらったバイトなんだけどさ(お)、&,,   
2 JM07 ちょっとなんか、あんまり好きじゃない<2 人で笑い>。   
3 JM07 なんか、ちょっと状況が###うんー。 交渉談話 
4 JM08 何が、何が[↑]。 (直接的に受 
155 
 
5 JM07 なんか、先輩があんまり好きじゃない人いてさ、人間関係が、ちょっと…。 け入れない) 
6 JM08 人間関係。   
7 JM07 ね、なんか、その割に給料低く、いいよね、あのう、うんー。   
8 JM08 やっぱ、あれだよね、社会にはね、いやな人いっぱいいるからね。   
9 JM07 そうなんだけど<さ，ちょ>{<}【【。   
10 JM08 】】<皆が>{>}いい人っいうバイトはないんじゃない[↑]。   




13 JM08 それ無責任だろう。 ←直接的に受け入れない   
ライン番号 14～25 省略  
26 JM07 本当紹介してもらって&,,  
27 JM07 申し訳ないけど…。 核談話 
28 JM08 まだ 2 ヶ月だからさ、もうちょっとやってみたら??。←直接的に受け入れない (直接的に受 
29 JM07 いやだ<2 人で笑い>。 け入れない) 
30 JM07 早くもっとお金がほしい。   
31 JM07 だって、ねえ、なんかさ、本当申し訳ないけど…。   
32 JM07 《沈黙 2 秒》うーん。   
33 JM08 《尐し間》でも、そんな簡卖に…。  
34 JM08 店側もね、<“いいよ、辞めていいよ”>{<},, 交渉談話 
35 JM07 <まあ、そうなんだけどね>{>}。 (直接的に受 
36 JM08 になるっかどうかは[↑]、（まあ）分かんないからね。 け入れない) 
37 JM07 確かにそうなんだけど。   
38 JM07 まあやっぱりちょ(<笑い>)，あんまりちょっといやな、続けなくから。   
39 JM08 A さんもー、めっちゃ期待してたよ。   
40 JM07 《尐し間》うーんー(<笑い>)。   
41 JM07 給料ーがーね…。   




44 JM07 うん。   
45 JM08 金、金、しちゃだめでしょう。 ←直接的に受け入れない   
ライン番号 46～58 省略  
59 JM07 ちょっと本当申し訳ないけど、ちょっと。  




61 JM08 】】えっ、具体的に、どういう人がいいの。 (直接的に受 
62 JM07 わかんないけど、ちょっと…。 け入れない) 
63 JM08 ただ自分に合わないって。   
64 JM07 うん。   
65 JM07 《沈黙 2 秒》まあ、申し訳ないけど<笑い>。   
66 JM08 2 ヶ月で辞めたら、他の所も持たないよ。 ←直接的に受け入れない   
67 JM07 やあ、これやっぱり条件面の問題だから(<笑い>)。   
68 JM07 うーん、ちょっと申し訳ない。   
69 JM08 多分これで辞めたら、次もすぐ辞めると思うな。 ←直接的に受け入れない   
70 JM07 まあ、そしたら、それはそれでしょうがない。   























1 JF09 あのさ、バイト紹介してもらったじゃん。 前置き談話 
2 JF10 うんうんうん。 




4 JF09 その 2 ヶ月やって(うん)、で新聞見たらさ(うん)、あのちょっと時給がいい<笑い
>バイトがあって,, 交渉談話  
5 JF10 まじで<笑い>。 (直接的に受  
6 JF09 そっちのほうがいいかなと思ってさ、変えたいんだけど、&,, け入れない) 
7 JF09 どうだ?、<いいかな>{<}。   
8 JF10 <んー、え、でも、まだ>{>}(うん)、2 ヶ月しかやってないし(うんうん)、&,,   
9 JF10 もうちょっと続けたらなんかもっとこう良いことっていうかあるんじゃ<ないかな
>{<}。   
10 JF09 <あるかね>{>}、でもね、2 ヶ月続けてみて(うん)、やっぱ時給低いと結構ほら
(<笑い>)、お金がね、入らなくて。   
ライン番号 11～28 省略 
 29 JF09 】】<でも>{>}、週 2、でもこっちね、こっちね(うん)、週 2 でもうちょ、100 円ぐらい
時給が違うんだよね=。   
30 JF10 =100 円でしょ<笑い>【【。   
31 JF09 】】100 円、100 円大きいよでも(<笑い>)、5 時間働けば 500 円よ。   
32 JF10 500 円、えーでも週 2 回で 500 円と 500 円で 1000 円でしょう。   
33 JF09 うん。   
34 JF10 うん、1000 円は、ほら、月に 2 回雑誌を我慢すればなんとかなるよ<2 人笑い
>。   
35 JF09 <笑いながら>雑誌買っちゃうから、雑誌買っちゃうから。   
ライン番号 36～52 省略 
 53 JF10 そうかな、「JF09 名」ちゃん接客業やられたら萌えなんだけどな<2 人笑い>。  
54 JF09 <笑いながら>萌えかよ、それはまた分からない要素が来たね(<笑い>)、萌
え、萌えは要らないよ私は。   
55 JF10 えー、「JF09 名」ちゃんに"ご注文何しますか"とか言われたら(<笑い>)、なん
かこうキュンと来る感じだけどな。   
56 JF09 うんうん、じゃあちょっと考える、考える、考える?。 ←意向変更 
 57 JF10 絶対考えた方がいいって。  
58 JF09 うん、分かった、ちょっと考える。 ←意向変更   
59 JF10 うん。   
 
















































以下では、韓国語男性の謝罪談話を構成する各談話の展開を表 5-13 に示す。 
 
表 5-13 負担度が重い場合の韓国語男性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
★韓男会話 1  交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
韓男会話 2  前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) 
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓男会話 3  前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓男会話 4  挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
★韓男会話 5  前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 挿入談話 
★韓男会話 6  挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
韓男会話 7  前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★韓男会話 8  前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない)⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
韓男会話 9  前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓男会話 10  前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 挿入談話  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 挿入談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話 ⇒ 挿入談話 
★韓男会話 11  前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) 
韓男会話 12  交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) 
韓男会話 13  交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
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⇒ 挿入談話 ⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓男会話 14  挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) 
韓男会話 15  前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★韓男会話 16  交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
 
表 5-13 を見ると、＜会話 2、3、5、7、8、9、10、11、15＞の 9 会話は「前置き談話」、
＜会話 1、12、13、16＞の 4 会話は「交渉談話」、＜会話 4、6、14＞の 3 会話は「挿入談話」
からスタートし、「核談話」からの始まりは現れず、主に「前置き談話」を用いて会話をス
タートしている。謝罪内容が受け入れられたのは、＜会話 2、3、4、7、9、10、12、13、14、
15＞で、16 会話中 10 会話(63％)であるが、受け入れられなかったのは、＜会話 1、5、6、8、




















































韓国語女性の謝罪談話を成す各談話の展開を表 5-14 に示す。 
 
表 5-14 負担度が重い場合の韓国語女性母語話者の謝罪談話を構成する各談話の展開 
会話番号 謝罪談話を構成する各談話の展開 
韓女会話 1 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話（直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 2 前置き談話 ⇒ 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話(間接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(間接的に受け入れ) ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) 




韓女会話 4 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 5 核談話(間接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話（直接的に受け入れ) 
★韓女会話 6 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話（直接的に受け入れない) 
韓女会話 7 挿入談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話（直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(間接的に受け入れない) 
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話  
⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 8 前置き談話 ⇒ 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 交渉談話（直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 9 交渉談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 10 交渉談話(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
★韓女会話 11 挿入談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) 
韓女会話 12 前置き談話 ⇒ 交渉談話（間接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 挿入談話 ⇒ 後続関連談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 13 前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 交渉談話－１  
⇒ 挿入談話 ⇒ 交渉談話－2(直接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 14 前置き談話 ⇒ 交渉談話（間接的に受け入れ) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ) 
韓女会話 15 挿入談話 ⇒ 前置き談話 ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れない)  
⇒ 交渉談話(直接的に受け入れない) ⇒ 核談話(直接的に受け入れ)  
⇒ 核談話(直接的に受け入れ) ⇒ 挿入談話 
韓女会話 16 前置き談話 ⇒ 交渉談話(直接的に受け入れ) 
 
表 5-14 を見ると、韓国語女性の会話は、＜会話 2、4、8、12、13、14、16＞の 7 会話は
「前置き談話」、＜会話 1、9、10＞の 3 会話は「交渉談話」、＜会話 5、6＞の 2 会話は「核
談話」、＜会話 3、7、11、15＞の 4 会話は「挿入談話」からスタートしており、「前置き談
話」からの始まりが多いものの、バラツキがあると考えられる。この中で、受け入れられ
たのは、＜会話 1、2、3、4、5、7、8、9、10、12、13、14、15、16＞で、16 会話中 14 会
話(88％)である。これに対し、受け入れられなかったのは、＜会話 6、11＞であり、16 会話


































































韓国語女性 3 会話、 ②「核談話」を経て「交渉談話」で受け入れる構造が、2 会話ずつ、

























3 KM27 어, 근데 너한테 얘기할 게 있는데…. 
(あ、俺、おまえに言いたいことがあってさ…。) 
前置き談話 
4 KM28 무리한 부탁하지 말아라, 나한테.(無理なお願いは言わないで、俺に。)   
5 KM27 아, 무리한 부탁은 아니고.(あ、無理なお願いじゃなくて。)   
6 KM28 어.(うん。)   
7 KM27 《잠시간격》근데 어제 뭐지??,요즘에 좀 일하다가 지금 너가 
소개시켜준 데가 시-[↑] 시급도 좀 적고(응) 일하는 여건도 좀 안 








8 KM27 =내가 이력, 뭐야, 알바몬 한번 들어가 봤거든. 
(=俺が、履歴、なんか、バイトモンを見てみたら。) 
 
9 KM28 어<웃음>.(うん<笑い>。)   
10 KM27 좀더 괜찮은 데가 있는거야[↑]. (結構いいとこがあってさ[↑]。)    
11 KM28 어딘데?.(どこ?。)   




13 KM28 음-.(うんー。)   
14 KM27 거기서 할려고 하는데 &,,（そこでやろうとするけど &,,） 核談話 
15 KM27 너한테 좀 미안하지, &,,（おまえには申し訳なくて, &,,） (直接的に 








18 KM27 =아, 근데 너가 생각해도 확실히 괜찬아[↑], 한번 볼래, 진짜 시급도 
400 원이나 높고,,（=あ、だけどおまえが考えるより確実に良くてさ、[↑]、一




19 KM28 봐봐, 봐봐.（見せて、見せて。）   
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20 KM27 어, 시급도 400 원이나 높고(<웃음>) 시간도 일하는 시간도 
한시간이나 적다니까.（あ、時給も 400 ウォンも高いし(<笑い>)時間も働く
時間も一時間も尐ないからさ。） 
  
21 KM28 <웃으면서>야-, 여기 사장님 조폭이야 근데. 
（<笑いながら>おまえー、あそこの社長、やくざだよ。） 
  
22 KM27 사장님 조폭이라고?.（社長がやくざ?。）   
23 KM28 어, 조심해야 돼.（うん、気をつけて。）   
ライン番号 24～34 省略  
35 KM28 그래??, 그럼 내가 한번 말은 하는데, 니가 그렇게 살면안되지<웃음>. 
(そう??、そしたら俺が一度言ってみるけど、おまえそれはいかんよ<笑い>。) 
  
36 KM27 내가 그렇게 살면 안되는 건 나도 알아【【. 
(俺もいけないってことは俺も分かってる【【。) 
  


















장난이고, 니가 그렇게 좋은, 내가 봐도 좋네, 거기 조건이=. (】】冗談、冗談だよ、おまえが
あんなにいい、俺が見てもいいね、あそこの条件。)그러니까 거기 가는 걸로 하면 되겠네.(=だ










1 KF27 나 지금 고민하고 있는게 있는데, 내가 그 소개를 받았잖아 
아르바이트를. 
(あのさ、こないだ紹介してもらったバイトのことで悩んでるんだけど。) 前置き談話 
2 KF28 응.(うん。)   
3 KF27 근데 언니한테 무리하게 부탁해서 했는데, &,, 
(今しているバイト無理言って紹介してもらったんだけど、&,,) 






5 KF27 내가 좀 언니에게 힘들게 부탁해서 한건 아는데 &,, 
(でね、もし無礼にならないんだったら、&,,)   
6 KF27 집에서 가까우니깐 차비도 덜 들고 그래서 옮겼으면 
하는데…[목소리가 작아짐].(家から近いし交通費もかからないこっちにした
いなと思って…［声が段々小さくなる］。)   
7 KF28 음-, 지금 하는데는 어떤데?.(うむー、今働いているところはどうなの?。)   
8 KF28 많이 힘들거나 그런가?. (結構きつかったりするの?。)   
ライン番号 9～21 省略 
 22 KF28 《침묵 2 초》 아-그럼 너 말고 아니면 다른 사람  소개시켜줄 수는 
있어?. (《沈黙 2 秒》 じゃ、他に代わりの人紹介することはできるの?。)   
23 KF27 나말고?=. (私以外に?=。)   
24 KF28 =어, 너가 그만두면 자리가 비니깐 사람이 필요할 것 아니야. 
(=そう、あなたがやめたら代わりに働いてくれる人が必要になるじゃん。)   
25 KF27 음-그러면 내가 뭐 인터넷에서 올리던지 (응)주위사람한테 한번 
물어보던지 그렇게 하면 될까?.(だったら、私がネットの掲示板に書き込む
か、(うん)周りの人に聞いてみるよ、そうしたら大丈夫かな?。)   
26 KF27 그렇게 하면 내가(음-).(そうしたら私が(うんー)。)   
27 KF28 그러면…. (そうだね…。)   
28 KF27 그사람이 일 익을 때까지 내가 있어야 되려나?.  
(新しい人が仕事に慣れるまで私がいた方がいいかな?。)   
29 KF28 음-그때동안만 너가 해주면 좋을 것 같은데…. 
(うん、その間だけでも働いてくれたらありがたいかも…。)   
30 KF27 그럼 그 기간이 어느정도 돼지?. (どれくらいいたらいいの?。)   
31 KF28 근데 한 구하다가 못구하면 어쩔 수 없고, 내가 잘 말하는 수밖에 
없는데, &,,(だけど、代わりの人が見つからなかったらそれはそれで仕方ない
から、了解してくれるようにお願いするしかないけど&,,)   
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32 KF28 그래두 너가 다른 사람 구해지면 그러니깐 아는 사람 해서 《침묵 
2 초》그럼 좋을 것 같은데…. (だけどあなたが他の人を探して、知り合いの
《沈黙 2 秒》 できれば代わりの人を見つけてくれたほうが…。)  
↑間接的に受け入れる   
33 KF27 음-그사람 구해주면(응) 그사람 일이 손에 익을 때가지 한 한 일주일 
정도면 되려나?.(そっか、人が見つかったらその人が慣れるまで 1 週間くらい
手伝ったら大丈夫かな?。)   
34 KF28 응 한 그정도?.(うん、そのぐらい?。)   
35 KF27 그러면 내가 사람 최대한 빨리 구해보고 그 사람 일이 익을 때까지 
한 일주일 그정도까지만 같이 일하고 그럼 나는 다른데로 옮기는 
걸<로>{<}. (だったら私がなるべく早く探してみるよ、そしてその人が慣れるまで
1 週間くらい引継ぎして私は他の所へ移ることに<して>{<}。)   
36 KF28 <아니면>{>}나도 한번 주위사람 봐서….  
(<なら>{>}私も周りの人に聞いてみるわ…。)   
37 KF27 <웃으면서>고마워,&,,(<笑いながら>ありがとう&,,) 核談話 
38 KF27 미안해 막.(度々ごめんね。) (直接的に  
39 KF28 아니야.(いいよ。) ←直接的に受け入れる 受け入れる)  
 
＜会話例 5－12＞をみると、「前置き談話」のやりとりから始まり、「交渉談話」に入るが、
KF27 は、KF28 の恩恵を言及しながらバイト先を変えたい意向を伝達しており、KF28 は、
事態を確認している。これらのやりとりが行われてから、ライン番号 22 で、KF28 は
、「《침묵 2 초》 아-그럼 너 말고 아니면 다른 사람  소개시켜줄 수는 있어?. (《沈黙 2 秒》 
じゃ、他に代わりの人紹介することはできるの?。)」と、問題になっている事柄を解決するための
働きをしており、これを受け、KF27 も、自分が引き起こしてしまった問題になっている事
柄の解決のため、働くことを言及している。その後、KF28 は、ライン番号 31 で、「근데 한 

































3 KM11 어-난, 좀, 니가 소개해준 아르바이트(응) 계속, 지금 계속하고 




4 KM12 <뭔데?>{>}.(<なに?>{>}。)   
5 KM11 내가 아르바이트 계속 이제 돈도 필요하고 해서(응) 아르바이트를 





6 KM12 응.(うん。) ない) 
7 KM11 지금 알아보니깐, 인터넷-에 알아보니깐 좀더 좀 시급이랑 좀 일하는 
조건이 괜찮은 데를 찾아서(어) 그쪽 아르바이트를 해야 될 것 





8 KM12 어-, 그거 좀 곤란한 얘긴데 그거.(あー、それはちょっと困るねそれ。)  
↑直接的に受け入れない 
  
ライン番号 9～25 省略  
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26 KM12 <너>{>} 지금 갑자기 그만둔다고 그러면 새로운 사람 구하기도 




27 KM11 아 좀 많이 이렇게 그 소개시켜준 그 가게가 좀 중요한??=. 
(あ、ちょっと、結構、こう、紹介してくれた店が、ちょっと大事な??=。) 
  
28 KM12 =응-, 좀 약간 그런 느낌<이라서>{<}. 
(=まお、ちょっとそんな感じ<だから>{<}。) 
  
29 KM11 <어->{>}그러면,, (<あー>{>}そしたら,, )   
30 KM12 좀 여유기간을 주면 모르겠는데 갑자기 그만둔다고 그러면(어) 이분도 
곤란하고 소개시켜 준 나는 또 입장이 대개 난처해지니깐(어-)…. (尐し
猶予があればいいけど急に辞めるっつっても(え) あの人も困るだろうし、紹介
した俺の立場も困るからさ(え-)…。 ) ← 直接的に受け入れない 
  
31 KM12 《잠시간격》어떻게 해야 될지 모르겠네. 
(《尐しの間》どうしたらいいか分かんない。) 
  
32 KM11 그러면, 《잠시간격》그러면[↑] 내가 다시 그러면 알아보고서(응) 
그러면 다시 한번 생각하는 쪽으로 해서 어- 좀-, 다시 한번 
알아볼게, 내가.(そしたら、《尐しの間》そしたら[↑] 俺がもう一度、そしたら
調べてみて(うん) そしたらもう一度考え直す方向で えっと- ちょっと-, もう
一度調べてみる、俺が。)  ←意向変更 
  
33 KM11 너한테 미안하다<웃음>, 「KM12 이름」아=. 
(おまえにはすまない<笑い>、 「KM12 名前」=。) 
 
 




35 KM11 어.(うん。) (間接的に 




37 KM11 어.(うん。)   




ライン番号 8で、「어-, 그거 좀 곤란한 얘긴데 그거.(あー、それはちょっと困るねそれ。)」と、
「困る」という言葉を用いて明示的に受け入れない意を示している。すると、KM11 は、よ
り詳細に状況説明はしていたが、第 3 者との関係を確認するなど、若干戸惑っている様子
を見せている。更に、KM12 が、ライン番号 30 で、「좀 여유기간을 주면 모르겠는데 
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6 KF21 =영화도 공짜로 볼 수 있잖아, 아휴.(=映画もタダで見れるじゃない、ふう。) ない) 
7 KF22 아-어.(あ-うん。) 
 8 KF21 그래서 내가 아 이 알바 그냥 그만두고- 그냥 영화관으로 갈까?. 
(それで私、あ、このバイトやめて映画館でバイトしちゃおうかしら?。) 
 ライン番号 9～32 省略 
 33 KF21 <아 나【【 >{<}.(<あ、私【【>{<}。)  
34 KF22 】】<그건 또>{>} 어떻게 알았대 아 정말<둘이서 웃음>.】】(<それはまた>{>}
どうやって見つけたの、本当に<2 人で笑い>。)   
35 KF21 그니깐<웃음>,,(だから<笑い>,,)   
36 KF22 저번에 일 열심히 한다며, (<웃음>)계속 할거라며, 근데 왜-에?. 
(前に仕事一所懸命にやるって言ってたじゃん、(<笑う>)続けるって言ってたの
に、どうして?。)  ←直接的に受け入れない   
ライン番号 37～58 省略 
 59 KF22 아 모르겠다, 아휴- 진짜 어쩌지?.(あ、複雑、はぁ、本当どうしよう?。)  
60 KF21 그니깐 복잡하긴 한대….(だから複雑ではなるけど…。)   
61 KF21 아, 근데, 만약에 너가 생각을 해봐(응). 
(あ、でも、もしもさ、あなたが考えてみて（うん）。)   
62 KF21 너가 알바를 열심히 하고 있어.(あなたが一所懸命にバイトをしている。)   
63 KF21 근데 여기는 좀 힘들고 돈이 안돼.(でもここは尐し大変で時給が尐ない。)   
172 
 
ライン番号 64～66 省略 
 67 KF22 또 그런데, 좀 내 생각도 좀 해주지….(それもそうだけど、私の事も考えて
もらわないと…。) ←直接的に受け入れない   
69 KF21 <같은 입장에서 ### 해>{>}.(<同じ立場で###して>{>}。)   
70 KF22 이거 언니(응) 하게 해 줄려고, 내가 되게 부탁 힘들게 했단 말이야, 
<정말>{<}.(これお姉さん（うん）に紹介しようと思ってすっごくお願いしてやって
もらったんだから<本当>{<}。)   
71 KF21 <그지>{>}고생했지?.(<だよね>{>}苦労したよね?。)   
72 KF21 아-<고민이다>{<}.(あ<迷っちゃう>{<}。)   
73 KF22 <그만두면>{>}(응) 언니가 그만두면 아 나도 잘 모르겠어.(<やめると>{>}
（うん）お姉さんがやめると私もよくわからない。)  ←直接的に受け入れない   
74 KF22 나도 아휴, 그 사람이랑 어떻게 될지도 모르겠고….(私も、あ、その人とど
うなるかもわからないし…。)  ←直接的に受け入れない   
75 KF21 애매해?=.(曖昧かしら?=。)   
76 KF22 =신용이 떨어지고 좀 그러잖아.(=信用が落ちたりするじゃない。)  
↑直接的に受け入れない   
77 KF21 맞아, 그럴 것 같긴 해.(そうね、そうだろうね。)   
78 KF21 <아-어떻하지>{<}….(<あ-、どうしよう>{<}…。) 














































































































































































































































＜発話例 6-1＞ 謝罪発話文 
言語 発話例 
日本語 JM07：あーごめん、あのう、本当に申し訳ないだけど、&,, 
韓国語 KM11：너한테 미안하다<웃음>, 「KM12 이름」아=. 








クモハマドナビル 2006 等)が一番多く用いられているが、ロールプレイ調査法(厳美鈴 2004、
ボイクマン・宇佐美 2005 等)も若干用いられている。アンケート調査法とロールプレイ調査
法においては、分析項目の数にばらつきはあるが、尐ないものは 5 項目(小野 2003、クモハ











































＜発話例 6-2＞ 話題の前触れ発話文 
言語 発話例 
日本語 JM15：《尐し間》でさー、あのうー、話しというのがですね。 
























韓国語 KF17： 그 있잖아, 오늘 신문에서(응)시 시급도 좋고 우리집 (응)에서 가까운 위치에 
있는 아르바이트 찾은거야. (あのね、今日新聞で（うん）じ、時給もよくて家（うん）から近
いところにあるアルバイトを見つけたの。)  











1993、杉本 1997、関 2001、近藤 2002 等)。明示的に自分の過失によって起こった不愉快な
状況に対しては「責任を承認」する場合が多いが、不可抗力によるものや自分以外の他者
によるものに対しては「責任を否定」したり、更に「不満な気持ち」を表す場合もある(中






＜発話例 6-4＞ 責任関連発話文 
言語 発話例 
日本語 JF03： うん、自分勝手なことをすごい言ってるのも分かるんだけど…。 
JM31：まあ 20 分位だから、どうってことじゃないんじゃない??。 
JF03： かなり遅くなっちゃった、着くの。 
韓国語 KF23：그러면, 내가 그만두게 되면은(응) 그쪽도 곤란하게 되는 거고, 한명이 
빠져나가면은 (아-)어떻게든 사람을 채워야 되잔아(어어)=.(私が辞めることになった
ら人手が足りなくなっちゃうから、もう一人必要になるじゃん(うん)どうにかして人を探して置
かないと(うんうん)=。) 






























韓国語 KM11：아니, 좀 상황이<웃음> 아-, 이거 어떻게 해야 되지[↑]<음->{<}.(いや、ちょっと状況
が<笑い> あー、これをどうしたらいいんだろう[↑]<うん->{<}。) 










がある(池田 1993、杉本 1997、近藤 2002、厳美鈴 2004 等)。また、更に深刻な謝罪場面、例
えば、交通事故や他人を傷つけてしまった場合は、法律的・経済的・精神的な様々な問題
を解決しなければならないことも私たちの日常生活ではある。しかし、この解決策は文化












韓国語 KF03：그러면 (응) 그냥 그 누구지 [친구 01 이름](응응)?? [친구 01 이름]이 개도(응응) 요세 
알바를 구하거든(응응)、개한테 한번 말을 해볼까?.(なら(うん)あの人、あのう[友達 01
名](うんうん) [友達 01 名]も最近バイト探しているけど(うんうん)、[友達 01 名]に一度聞いてみ
ようか?。) 




























＜発話例 6-8＞ 意向変更発話文 
言語 発話例 
日本語 JF05：じゃ、また、もう尐し頑張ってみて(うんうん)なんかもっとやりがいとかが見付けられるように(うん
うん)頑張ってみて、それでも、駄目だったら(うん)、もう 1 回考えようかな。 









＜発話例 6-9＞ 保留発話文 
言語 発話例 
日本語 JM09：また、ちょっとまた後で話すん、うん。 
韓国語 KF11：그러면 나는 일단 그때까지 미룰께.(では、私が一忚その時まで伸ばすよ。) 
 
9) その他の発話文 















③<웃으면서>그래 알았어.<笑いながら>そう、わかった。④아 그래?.あーそう？。 
⑤여기 있었네<웃음>.ここにいったね<笑い>。⑥아 그게 뭐지??あれ何だったっけ?? ⑦
<그러면【【>{<} .<それなら【【>{<} .⑧<아 거기가【【>{<}.<あーそこが【【>{<}. 
 
以上の「謝罪関連発話文」の分析項目を以下の表 6-1 でまとめた。 
 






























保留発話文 第 3 者とも関わりがある謝罪場面において、第三者も呼んで話し合いをすることに
ついて言及したり、意向変更の言及なしに曖昧な発話をしたと判断される発話文 





































＜発話例 6-11＞ 前触れに対する応答発話文 
言語 発話例 
日本語 JM04：あーあれ[↑]、ねー、うん。   JF14：うん、なになに?。  






＜発話例 6-12＞ 事態確認発話文 
言語 発話例 
日本語 JM06：《沈黙 2 秒》ちょっと待って、わ、分かんないだよね、辞めるかどうか。 
JF08：えー、「人名 1」さんとこは何か不満?。   JF06：何で、止まった?<笑い>。 
韓国語 KF10：뭐 이렇게 뭐 돈이 적다거나, 아니면 뭐 그냥 시간이나 뭐 그런게 힘든거야? 몸이 
힘든거야?.( まあー何かお金が尐ないとか、それともただ時間とかが何か辛いとか?体が辛
いなの?。)  










＜発話例 6-13＞ 非難発話文 
言語 発話例 
日本語 JM20：<2 ヶ>{>}月じゃん、まだ、全然さ、始めたばっかしょ。 
JF24：えー、なんかそれちょっと無責任じゃない?。 
JM04：あー、ちょっとさすがに遅すぎ《尐し間》<20 分で>{<}。 
韓国語 KM14：】】아니, 왜 번번히 이렇게 책임감 없이 나오는 거야. 
( 】】いや、どうしていつもこんなに無責任なわけ。) 


















韓国語 KM13：<나야[↑] 무슨>{>} 상관은 없<는데…>{<}.( <俺は[↑] 別に>{>} 関係ない<けど…>{<}。) 
KM20：=그래, 니가 또 집이 어렵고 한 것 아니까. 
(=そう、おまえんちの事情もちょっと厳しいの知ってるから。) 







＜発話例 6-15＞ 問題解決発話文 
言語 発話例 
日本語 JM22：《沈黙 2 秒》うん、辞めるんだったら、まあ、なるべく、辞めてほしくないけど。 
JF08：え、もしさ、何か、じゃあ"一人今急に足りなくなったら困るんだけど"とか(うん)言われたらさ(うん
うん)、誰かバイト探してる子とかいそう?。 
韓国語 KM10：《침묵 4 초》나는 그냥 안 바꿨으면 좋겠는데….(《沈黙 4 秒》俺は辞めないでほしい…。) 
KF28：《침묵 2 초》아-그럼 너 말고 아니면 다른 사람  소개시켜줄 수는 있어?.  







＜発話例 6-16＞ 代償要求発話文 
言語 発話例 
日本語 JF10：じゃ、今日はケーキを奢ってください。 







































＜発話例 6-19＞ 保留発話文 
言語 発話例 
日本語 JF12 ：<<沈黙 8 秒>>えー、じゃ、まず知り合いの人と呼んで(うん)、3 人で話そうか?。 















韓国語 ①그래, 그래.(そうそう。)②오랜만이야.(久しぶり)③<정말>{<}.(本当に。)④너 가만히 생각해 
보니깐 지금 음식점 얘기하는 거지?<둘이서 웃음>.(あなた考えてみると、今飲食店の話だ
よね?<2 人で笑い>。)⑤<너 이거>{>}．(<あなたこれ>{>}。)⑥그러면【【.(それなら【【。 ) 
 
以上の謝罪の「応答関連発話文」の分析項目を表 6-2 でまとめた。 
 




































保留発話文 第 3 者とも関わりがある謝罪場面において、第 3 者も呼んで話し合いをすることに
ついて言及したり、受諾せず曖昧な発話をしたと判断される発話文 



















1 JM03 ごめん、&,,76 謝罪 na77 
2 JM03 ちょっと遅くなっちゃった。 責任 na 
3 JM04 あー、ちょっとさすがに遅すぎ《尐し間》<20 分で>{<}。 na 非難 
4 JM03 <あー>{>}、そう。 その他 na 
5 JM03 途中、電車止まっちゃってさ(おおー)、何回も電話したんだけど、
繋がらなくて…。 状況説明 na 
6 JM04 うん<笑い>すご、俺携帯忘れたよ、持って来るの忘れ<ちゃったから
>{<}。 na 過失言及 
ライン番号 7～11 省略 
12 JM04 ごめん、そういうもん、携帯なかったから確認(おお)できん、そっか。 na 過失言及 
13 JM03 まさか、もうちょっと早く家で出ればよかったんだけどね=。 責任 na 
14 JM04 =うーん、まあ、私、20 分、20 分はね。 na 譲歩 
ライン番号 15～20 省略 
21 JM04 まあ(じゃ)、しょうがない、20 分はね。 na 受諾 
 
 負担度が軽い謝罪場面のコーディングの例をみると、JM03 の謝罪からスタートし、遅く
なったことに対する責任を認めているが、ライン番号 1 と 2 は、一つの発話文であったが、
BTSJ のコーディング仕方に従い、複数の要素であるため、便宜上改行されている。これを受
けて、JM04 は、遅いことに対し非難する発話をし、その後、JM03 による状況説明や JM04 による携
帯を持って来なかったことについての過失言及の発話のやりとりが行われている。ライン番号 12-14
で、JM04 は、再度、自分の過失について言及し、JM03 も再度、責任を認める発話をしており、こ






                                                   
76 BTSJ のコーディング仕方によると、研究者が扱う分析対象とする要素が、場合によっては、1 発話文
中、あるいは通常の 1 ライン中に複数現れることがある。複数の要素をコーディングするのに 1 つのセル
しか用意されていないと、コーディングができない。このような場合には、個々にコーディングができる



















1 JF19 あ、あのさ(うん)、あのう…。 前触れ na 




ライン番号 3～4 省略 
8 JF19 今日の新聞でもっと時給が高くて(うん)、しかも家から近い所のバイ
ト見付けたから(うん)、そっちがいいかなーって&,, 状況説明 na 
9 JF19 なんか紹介してもらったのに(<笑い>)&,, 対人配慮 na 
10 JF19 <笑いながら>悪いんだけど。 謝罪 na 
ライン番号 11～24 省略 
25 JF20 《尐し間》そうか、うん、私としてはやっぱりずっと結構強くお願いし
たから(うん)、&,, na 非難 
26 JF20 もうちょっと頑張ってほしいなって(うん)、思うけど(うん)、えーなんか
両方とかやっぱうんー<笑い>できない?。 na 問題解決 
ライン番号 27～40 省略 
41 JF20 《尐し間》なんかもうちょっと［↑］(うん)、頑張ってみてそれで(うん)も
う辛かったら(うん)、正直に(うん)知り合いの人に(うん)話してみれば
きっと分かってくれると思う。 na 問題解決 
42 JF19 うん。 その他 na 
43 JF20 けど、やっぱまだ 2 ヶ月だから(うん)、もうちょっと慣れてからでも(う
ん)、いい気がするけど<笑いながら>、どうかな。 na 問題解決 
44 JF19 あー、うーん<2 人笑い>。 その他 na 
45 JF19 そうだよね(<笑い>)。 その他 na 
46 JF19 じゃ、うん、考えてみます。 意思変更 na 
 
この会話のやりとりをみると、JF19 と JF20 の前触れの発話と応答が行われてから、ライ
ン番号 8-10 にかけて、JF19 が状況説明や対人配慮、謝罪発話文を用いて自分の意向を説明
しているが、この発話文は、複数の要素が含まれていた 1 つの発話文なので改行されてい
る。その後、JF20 は、間接的に非難しながら問題になっている事柄を解決するため働きか

















確認するために、第二評定者を立て、Cohen‟s Kappa を用いて確認した。以下の表 6-3 に、
「謝罪発話文」、「謝罪関連発話文」におけるコーディングの評定者間信頼性係数を示す。 
 
表 6-3 日韓母語話者の「謝罪発話文」と「謝罪関連発話文」における評定者間信頼性係数 
 日本語母語話者 韓国語母語話者 
負担度が軽い謝罪場面 κ＝0.907（κ＞0.70） κ＝0.810（κ＞0.70） 
負担度が重い謝罪場面 κ＝0.818（κ＞0.70） κ＝0.742（κ＞0.70） 
 





表 6-4 日韓母語話者の「応答関連発話文」における評定者間信頼性係数  
 日本語母語話者 韓国語母語話者 
負担度が軽い謝罪場面 κ＝0.834（κ＞0.70） κ＝0.908（κ＞0.70） 
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表 6-5  負担度が軽い場合の謝罪行動を構成する発話文の頻度と割合 
 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 









前触れ発話文 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
状況説明発話文 69 (19.77) 51 (15.89) 85 (14.61) 80 (18.35) 
責任関連発話文 ＊63 (18.05) 
肯定 37 (58.73) 
否定 26 (41.27) 
＊43 (13.39) 
肯定 37 (86.05) 
否定 6 (13.95) 
＊112 (19.24) 
肯定 33 (29.46) 
否定 79 (70.54) 
＊76 (17.43) 
肯定 33 (43.42) 
否定 43 (56.58) 
対人配慮発話文 7 (2.01) 11 (3.43) 30 (5.15) 24 (5.50) 
過失修復発話文 ＊2 (0.56) ＊6 (1.87) ＊30 (5.15) ＊24 (5.50) 
協力要求発話文 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
意向変更発話文 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 







前触れの応答 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
過失言及発話文 35 (10.03) 46 (14.33) 35 (6.01) 36 (8.26) 
事態確認発話文 20 (5.73) 15 (4.67) 42 (7.22) 14 (3.21) 
非難発話文 ＊23 (6.59) ＊13 (4.05) ＊119 (20.46) ＊55 (12.62) 
譲歩発話文 27 (7.74) 21 (6.54) 29 (4.98) 27 (6.19) 





代償要求発話文 0 (0.00) 4 (1.25) 22 (3.78) 18 (4.13) 
受諾発話文 21 (6.02) 33 (10.28) 23 (3.95) 18 (4.13) 
保留発話文 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
合 計 349 (100.00) 321 (100.00) 582 (100.00) 436 (100.00) 































                                                   








































































と「応答関連発話文」の全体的な使用頻度は、韓国語男性で 954 例、日本語男性で 750 例、






表 6-6  負担度が重い場合の謝罪行動を構成する発話文の頻度と割合 
 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 









前触れ発話文 17 (2.27) 17 (3.01) 19 (1.99) 19 (2.79) 
状況説明発話文 ＊194 (25.87) ＊108 (19.15) ＊173 (18.14) ＊152 (22.29) 
責任関連発話文 70 (9.33) 
肯定 70 (100) 
否定 0 (0.00) 
46 (8.16) 
肯定 39 (84.78) 
否定 7 (15.22) 
90 (9.43) 
肯定 51 (56.67) 
否定 39 (43.33) 
54 (7.92) 
肯定 51 (94.44) 
否定 3 (5.56) 
対人配慮発話文 82 (10.93) 72 (12.77)  81 (8.49)  74 (10.85)  
過失修復発話文 ＊11 (1.47) ＊12 (2.13) ＊46 (4.82) ＊38 (5.57) 
協力要求発話文 12 (1.60) 8 (1.42) 26 (2.73) 11 (1.61) 
意向変更発話文 ＊4 (0.53) ＊17 (3.01) ＊8 (0.84) ＊0 (0.00) 









前触れの応答 10 (1.33)  4 (0.71)  9 (0.94)  8 (1.17)  
過失言及発話文 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
事態確認発話文 33 (4.40) 47 (8.33) 73 (7.65) 47 (6.89) 
非難発話文 ＊110 (14.67) ＊48 (8.51) ＊207 (21.70) ＊78 (11.44) 
譲歩発話文 49 (6.53)  43 (7.62)  60 (6.29)  57 (8.36)  
問題解決発話文 51 (6.80)  52 (9.22)  74 (7.76)  46 (6.74)  
代償要求発話文 0 (0.00) 2 (0.36) 5 (0.52) 2 (0.29) 
受諾発話文 46 (6.13) 33 (5.85) 39 (4.09) 45 (6.60) 
保留発話文 0 (0.00) 4 (0.71) 1 (0.10) 6 (0.88) 
合 計 750 (100.00) 564 (100.00) 954 (100.00) 682 (100.00) 
















































                                                   
79 発語内効力指示装置(IFID：Illocutionary Force Indicateng Device)は、謝罪するときに「謝罪します」や「す
みません」と言うなど、「その発話によってどのような行為がなされているかを明らかにする定型的で慣例




































































































































性は 321 例で、女性より男性の方で多く用いられているのがわかる。 
 
表 6-7 日本語母語話者における謝罪行動を構成する発話文の頻度と割合(負担度が軽い場合) 
発話文 日本語男性 日本語女性 
状況説明【謝罪】 69 (19.77) 51 (15.89) 
謝罪発話【謝罪】 82 (23.50) 78 (24.30) 
責任関連【謝罪】 63 (18.05) 
＊肯定 37 (58.73) 
＊否定 26 (41.27) 
43 (13.39) 
＊肯定 37 (86.05) 
＊否定 6 (13.95) 
対人配慮【謝罪】 7 (2.01) 11 (3.43) 
過失修復【謝罪】 2 (0.56) 6 (1.87) 
過失言及『応答』 35 (10.03) 46 (14.33) 
事態確認『応答』 20 (5.73) 15 (4.67) 
非難『応答』 23 (6.59) 13 (4.05) 
譲歩『応答』 27 (7.74) 21 (6.54) 
代償要求『応答』 0 (0.00) 4 (1.25) 
受諾『応答』 ⋆21 (6.02) ⋆33 (10.28) 
合計 349 (100.00)  321(100.00) 
( )は割合 ＊ｐ＜．05 
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1 JM15 やあ、ごめん、&,, 謝罪 na 
214 
 
2 JM15 遅れちゃって。 責任 na 
3 JM16 何やってた?(<笑い>)。 na 事態確認 
4 JM15 すみません、&,, 謝罪 na 
5 JM15 あのう、電車がさ、あのう、なんか、「線名」が止まってさ。 状況説明 na 
6 JM15 で、本当に、あの、電、電話したんだけど、出なくて=。 状況説明 na 
7 JM16 =あー、やあー、携帯持って、あ、くるの忘れちゃったから、こっちも
連絡取れなかったんだけど、&,, na 過失言及 
8 JM16 でも、まあ、あの、前の電車に乗るとか、できたでしょ。 na 非難 
9 JM15 うん、ごめん、&,, 謝罪 na 
10 JM15 あのう、そうなんだよね、ちょっと、今日は寒くてさ<笑い>。 責任 na 
11 JM16 そっか。 na その他 
12 JM15 家から、違、布団から出られなくて、ちょっとぎり、ぎりぎりだったのは
悪かったんだけど…。 責任 na 
13 JM16 うん。 na その他 
14 JM15 いや、&,, その他 na 
15 JM15 でもごめん。 謝罪 na 
16 JM16 うん。 na その他 
17 JM16 《尐し間》わかった。 ←受諾 na 受諾 
 
 ＜会話例 6-3＞において、ライン番号 1～6 のやりとりは、JM15 が責任を認めながら謝罪
し、JM16 が「何やってた?。」と事態を確認してから、再び JM15 が謝罪して自分が遅れた理
由を説明している。その後、JM16 は携帯を忘れて来たという自分の過失について言及して
いるが、他の方法でより早く来るべきであることを述べて相手を非難している。これを受
けて JM15 は、JM16 の過失や不可避な状況による遅刻であることに対しての不満等は一切





















5 JM17 ごめんね。 謝罪 na 
6 JM18 20 分も待ったんだよね。 na 非難 




8 JM18 寒かったし…。 na 非難 
ライン番号 9～16 省略 
17 JM18 <遅れるー>{>}っていうのは、どうなのかね=。 na 非難 
18 JM17 =だって[↑]。 その他 na 
19 JM17 《沈黙 2 秒》だって、電話しても繋がらなかったよ、もう[↓]。 責任(不満) na 
20 JM17 あー、忘れてたんか。 その他 na 





23 JM17 遅延書持って来ようか、じゃ(<笑い>)。 対人配慮 na 
24 JM18 うーんー、まあ、いいか。 ←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-4＞を見ると、JM17 の謝罪に対し、JM18 は「20 分も待ったんだよね。」(ライン
番号 6)と非難している。すると、謝罪しながら相手を配慮しているような姿勢を見せてい
た JM17 は「そんなケチケチしないで」と不満な気持ちを表し、JM18 も間接的に再び不満の気
持ちを表している。その後、JM18 は JM17 の遅刻に対しての非難をし、これを受けて JM17









このようなやりとりは、日本語男性の 16 会話中 4 会話で 25%程度現れた。 
以下は、日本語女性の場合であるが、「直接的に受け入れる謝罪行動のやりとり」は、











1 JF03 ごめんね、&,, 謝罪 na 
2 JF03 かなり遅くなっちゃった、着くの。 責任 na 
3 JF04 え、ど、どうしたん?。 na 事態確認 
4 JF03 あ、なんか、電車が止まっちゃってさ、最近よく止まるんだよね。 状況説明 na 
5 JF03 え、[JF04 名]に電話したんだけど、全然繋がらなくてさ。 状況説明 na 
6 JF04 ごめん、携帯忘れた<笑い>、家に。 na 過失言及 
7 JF03 <2 人笑い>あーそうか、<そうか>{<}。 その他 na 
8 JF04 <<笑いながら>ごめん>{>}[↑]。 na 過失言及 
9 JF03 そうか、そうか、いや全然。 対人配慮 na 
10 JF03 うん、忘れたのはしょうがない、っていうか私が悪いんだ。 責任 na 
11 JF03 ごめんね本当に=。 謝罪 na 
12 JF04 =いや、[JF03 名] は悪くないでしょう、電車だし。 na 受諾 
13 JF04 <20 分>{>}ぐらいなら全然大丈夫。 ←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-5＞を見ると、 JF03 は「かなり」、「遅くなる」、「着く」という言葉を用いて
自分の責任を認める発話と「謝罪定型表現」を用いて謝罪し、JF04 はその理由を尋ね、そ
の後、ライン番号 4 と 5 にわたって JF03 は状況を説明し、JF04 は「ごめん、携帯忘れた<笑い
>、家に。」(ライン番号 6)と「謝罪定型表現」を用いて謝罪しながら自分の過失に言及して
























1 JF31 ごめん、&,, 謝罪 na 
2 JF31 遅くなっちゃってすごく。 責任 na 
3 JF32 すごい待ったよ。 na 非難 
4 JF31 うん、なんか電車が止まっちゃって(うん)、なんか、一忚それを知ら
せようと思って、電話はしたんだけど、<全然繋がらなくて>{<}。 状況説明 na 
5 JF32 <今日電話持ってくるの忘れちゃったし>{>}。 na 過失言及 
6 JF31 そう。 その他 na 
7 JF32 うん、すごい待ったよ。 na 非難 
 
＜会話例 6-6＞を見ると、JF31 は遅れたことに対して謝罪し、JF32 は「すごい待ったよ。」(ラ
イン番号 3)と相手によって自分が待たされたことに対して不満の気持ちを表す非難をして
いる。その後、JF31 は状況を説明し、JF32 は「<今日電話持ってくるの忘れちゃったし>{>}。」(ラ






間接的に受諾されるまでの謝罪行動のやりとりは、男性は 16 会話中 1 会話、女性は 16
会話中 2 会話現れた。以下では実際の会話例を見ながら説明する。 
 
＜会話例 6-7＞ 負担度が軽い場合の日本語男性母語話者の謝罪行動のやりとり 
ライン
番号 




1 JM31 ごめん、&,, 謝罪 na 
2 JM31 20 分遅れちゃった。 責任 na 
3 JM32 え、何で遅れたの?。 na 事態確認 
4 JM31 やあ、でもさ、時間に合わせる、電車に乗ろうと思ってたんだけど(う
ん)、駅に行ってから電車が止まっちゃって、動かなくて=。 状況説明 na 
ライン番号 5～21 省略 
22 JM31 僕はちゃんと時間にいつも、時間通り動く人だから、時間通り出た
んだけど、電車が止まっちゃったから事故で。 状況説明 na 





けど>{<}。 状況説明 na 
25 JM32 <あー、ごめんごめんごめん>{>}俺ね、電、携帯電話持ってくんの忘
れてて。 na 過失言及 
26 JM31 なに、それ[↑]。 責任(不満) na 
ライン番号 27～37 省略 
38 JM31 うん、遅れちゃったんだけど(うん)、&,, 責任 na 
39 JM31 電車動いて、乗って、降りて、&,, 状況説明 na 
40 JM31 今、20 分遅れちゃった、&,, 責任 na 
41 JM31 ごめん。 謝罪 na 
42 JM32 ああー。 na その他 
43 JM31 まあ 20 分位だから、どうってことじゃないんじゃない??。 責任(不満) na 
44 JM32 うーん、うんうん。 na その他 
45 JM31 そう、そう思わない?<笑い>。 責任(不満) na 
 
 ＜会話例6-7＞を見ると、 JM31は、20分位遅れたことを認めながら謝罪し(ライン番号1、




4 と 22～24)。その後、JM32 は「ごめんごめんごめん、俺ね、電、携帯電話持ってくんの忘れて
て。」と、3 回も「謝罪定型表現」を用いて謝りながら自分の過失に言及し(ライン番号 25)、
これを受けて、JM31 は「なに、それ[↑]。」と不満そうに述べている。この謝罪行動のやりと
りは、最初は JM32 が携帯を持ってくるのを忘れたという事実を謝罪する側である JM31 に
述べず、公衆電話で JM31 に連絡したけど繋がらなかったと若干相手を攻めるような発話を


























14 JF13 <ごめ>{>}んね、本当に。 謝罪 na 
15 JF14 こっちも携帯忘れてごめんね。 na 過失言及 
16 JF13 <笑い>まあ、しょうがないよ。 その他 na 








18 JF23 ごめん。 謝罪 na 
19 JF24 すみません、家帰ったら携帯見ます(はい)<2 人笑い>。 na 過失言及 
20 JF24 ごめんなさい。 na 過失言及 

































性は 436 例で、女性より男性の方で多く用いられているのがわかる。 
 
表 6-8 韓国語母語話者における謝罪行動を構成する発話文の頻度と割合(負担度が軽い場合) 
発話文 韓国語男性 韓国語女性 
状況説明【謝罪】 85 (14.61) 80 (18.35) 
謝罪発話【謝罪】 ＊55 (9.45) ＊64 (14.68) 
責任関連【謝罪】 112 (19.24) 
＊肯定 33 (29.46) 
＊否定 79 (70.54) 
76 (17.43) 
＊肯定 33 (43.42) 
＊否定 43 (56.58) 
対人配慮【謝罪】 30 (5.15) 24 (5.50) 
過失修復【謝罪】 30 (5.15) 24 (5.50) 
過失言及『応答』 35 (6.01) 36 (8.26) 
事態確認『応答』 ＊42 (7.22) ＊14 (3.21) 
非難『応答』 ＊119 (20.46) ＊55 (12.62) 
譲歩『応答』 29 (4.98) 27 (6.19) 
代償要求『応答』 22 (3.78) 18 (4.13) 
受諾 『応答』 23 (3.95) 18 (4.13) 
合計 582 (100.00) 436 (100.00) 
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男性で 75%(16 会話中 12 会話)、女性で 44%(16 会話中 7 会話)、「過失修復発話文」は、男
































                                                   






































ライン 話者 発話内容 謝罪関連 忚答関連 
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番号 発話文 発話文 
1 KM16 야-, 너 왜 이제와[→].（お前、何で今来るの[→]。） na 非難 
2 KM15 어우 야, 그게 좀,《잠시간격》그게 오다가 지하철이 
멈춰서.（あう、それがちょっと、《尐し間》それが来る途中地下鉄が
とまっちゃって。） 状況説明 na 
3 KM16 뭐?[↑], 뭐가 멈춰?[↑]=.（何?[↑]、 何が止まった?[↑]=。） na 事態確認 
4 KM15 =지하철.（=地下鉄。） 状況説明 na 
ライン番号 5～19 省略 
20 KM15 근데 너무 안 가니깐 일단은 좀 늦은 것 같아가지고 
일단은 전화를 할려고 했는데(어) 전화를[↑] 안 받잖아, 
니가=.（だけどあまりにも行かないので、ちょっと遅れそうで、一忚連絡しよ
うとしたけど(うん) 電話を[↑]受けなかった、お前が=。） 状況説明 na 
21 KM16 =야-, 전화가 안 왔-다-고-[강조하는 듯한 목소리로]. 
（=お前、電話が来なｰかったｰの－[強調するような声で]。） na 非難 
22 KM16 이, 그, 너 지난 번에도 그러더라, 야=. 
（お前、前にもそうだったじゃん=。） na 非難 
23 KM16 =전화가 안 왔어, 전화가-.（=電話が来なかったのよ、電話が。） na 非難 





25 KM16 =야 난 안 왔다고, 니 니 핸드폰에 문제가  있는,,  
（=私には来なかったよ、お前の携帯に問題があって,, ） - - 
26 KM15 <근데[↑] 아니>{<}【【.（<だけど[↑] いや>{<}【【。） その他 na 
27 KM16 】】<그리고>{>} 너 지금 20 분이나 늦어가지고 전화했는데 나 
안 받았다고 늦은 니가 나한테 이러는 거야[↑], 나 전화 
안 받았다고[↑](<웃음>)[흥분한 듯한 목소리로]. 
（】】<そして>{>} お前今 20 分も遅れて、電話したけど、私が受けな
かったので、遅れた君が私にこうなの[↑]、私が電話受けなかった
と[↑](<笑い>)[興奮したような声で]。） na 非難 
ライン番号 28～29 省略 
30 KM16 =아-, 그래[↑], 근데.（=あー、そう[↑]、だけど。） na その他 
31 KM15 《침묵 2 초》아이씨, 알았어, 내 미안한데, 야-. 
（《沈黙 2 秒》あーゆ、分かった、私が悪いけど、お前。） 謝罪 na 
32 KM15 《잠시간격》그래 씨-, 오늘 저녁은 내가 살께, 그럼 돼?. 
（《尐し間》そう、ちっしょ、今日の夕食は私が奢る,ならいい?。） 過失修復 na 
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33 KM16 《잠시간격》야, 저녁이 문제가 아니라, 니 기본자세가 
야-사람이 <아무리 친구고>{<}【【. 
（《尐し間》お前、夕食の問題じゃないでしょ、お前の基本姿勢が
お前、人が<たとえ友だちだとし>{<}【【。） na 非難 
34 KM15 】】<아-, 진짜>{>}그래가지고[↑] 내가 전화를 했는데, 





35 KM15 내가 미안해가지고 전【【.（私が悪いから電【【。） 謝罪 na 
36 KM16 】】전화가 안 왔다고 전-화-가-아[흥분한 듯이 
큰목소리로].（】】電話来なかったのよ、電ー話ーがー[興奮したよ
うな大声で]。） na 非難 
ライン番号 37～47 省略 
48 KM16 아[↑] 그래 알았다 뭐-, 우리가 뭐 시발 데이트하러 온 
것도 아니고 술 한잔 하러 온건데=. 
（あー[↑]そう分かった、まあ-、私たちがもうー、ちっしょ、デートし
に来たのじゃなくて、一杯飲みに着てるじゃん=。） ←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-10＞を見ると、KM16 の非難から会話が始まる。その後、KM15 の状況説明と
KM16 の事態確認が行なわれる。そして、KM15 は、KM16 が電話を受けなかったことに対
して若干不満を込めてより具体的に状況を説明しているが、KM16 は、「=야-, 전화가 안 
왔-다-고-[강조하는 듯한 목소리로].（=お前、電話が来なｰかったｰの－[強調するような声
で]。）」(ライン番号 21)と、謝罪する側である KM15 から電話が来なかったことを強調しなが
ら非難している。非難を受けた KM15「야, 내 핸드폰 봐봐, 전화했지 여기 봐봐, 응, 
전화했-다-고-=.（お前、私の携帯見て見、電話したでしょ、これ見て、うん、電話したのよ-=。）」
(ライン番号 24)と、自分は本当に電話したという事実を述べて、ライン番号 20 から 30 にか
けて、電話に対する不満と非難のやりとりが行なわれている。このやりとりが行われた後、
KM15 は、「《침묵 2 초》아이씨, 알았어, 내 미안한데, 야-.（《沈黙 2 秒》あーゆ、分かった、










った」ということを強調しているからであろう。しかし、結局ライン番号 48 で、KM16 が、
「아[↑] 그래 알았다 뭐-(あー[↑]そう分かった、)」と謝罪を受け入れる受諾発話をしている
ので、会話の収束に入ることができる。この謝罪行動は、親しい友人関係だからこそ現れ
たやりとりであると考えられる。興味深いのは、韓国語男性は、このような激しい感情の
















16 KM12 20 분 정도면###(<웃음>).（20 分ぐらいなら###(<笑い>).） na 譲歩 
17 KM12 그러면 뭐 다친 곳, 다친 데는 없고?=. 
（なら何か怪我した所、怪我したのはない?=。） na 譲歩 
18 KM11 =아니 그러니깐 어-, 내가 다친 건 아니고(음-),  다른 뭐 
사고가 있어서 <늦은 거라서>{<}.（=いやだからうんー、 私に
怪我はなくて(うんー)、他の何か事故があって <遅れたので>{<}。） 状況説明 na 
19 KM12 <아- 연착이 된 거구나>{>}.（<あー延着になったのね>{>}。） na 事態確認 
20 KM11 어-, 나는 뭐 상관없었지, 근데 너무 근데 오랜만에 만난 
건데 너무 네가 힘들게 없는 시간 내 <가지고>{<},,  
（うんー、私はまあ関係なくて、だけど本当に久しぶりにあったの
に、君が時間もないのに来た<けど>{<},, ） - - 
21 KM12 <<웃음>아니야>{>}.（<<笑い>いやいや>{>}。）←受諾 na 受諾 
22 KM11 온건데 시간이 늦게 돼서.（時間が遅れちゃって。） 対人配慮 na 
23 KM12 늦고 싶어 늦은 것도 아니고(아어), 어쩔 수 없는 거지 뭐=.
（遅れたがったから遅れたのもないし(あうん)、仕方ないのよまあ
=。）←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-11＞は途中からであるが、KM11 の謝罪、状況説明、責任関連の発話と、KM12





行われた後、KM11 は、「어-, 나는 뭐 상관없었지, 근데 너무 근데 오랜만에 만난 건데 
너무 네가 힘들게 없는 시간 내 <가지고>{<}온건데 시간이 늦게 돼서.（うんー、私はまあ関
係なくて、だけど本当に久しぶりにあったのに、君が時間もないのに来た<けど>{<}時間が遅れちゃ
って。）」(ライン番号 20 と 22)と、このような状況になってしまったことに対して配慮発話を
し、これを受け、KM12 は、「仕方ない」と、KM11 の謝罪を受け入れている。このような
謝罪行動のやりとり、つまり、感情の衝突が全然表れず、互いに相手を配慮しながら、謝
罪が受け入れられ、収束する会話は、韓国語男性においては 16 会話中 4 会話で 25%程度現
れた。  
以下は、韓国語女性の場合であるが、「直接的に受け入れる謝罪行動のやりとり」は、










1 KF09 아 언니 늦어서 &,,(あー姉ちゃん遅れて&,,) 責任 na 
2 KF09 미안해요<웃음>=.(ごめんなさい<笑い>=。) 謝罪 na 
3 KF10 =<약간 웃으면서>야 장난쳐. 
(=<尐し笑いながら>ぶざけるな。) na 非難 
ライン番号 4～12 省略 
13 KF10 <전철이>{>} 멈추기 쉽지 않은데…. 
(<電車が>{>}止まるのめったにないと思うけど･･･。) na 非難 
14 KF09 그, 그래서 언니한테 계속 전화했는데 안 받는 거예요, 
<언니 전화【【>{<}.(それ、それで姉ちゃんにずっと電話したけど繋
がらなかったのよ<ねえちゃん電話【【>｛<｝。) 状況説明 na 
15 KF10 】】<나 오늘>{>} 따라 핸드폰을 놓고 와갔고. 
(】】<私今日>｛>｝よりによって携帯置いて着たから。) na 過失言及 





17 KF10 야 늦은게 잘못아니야?. (お前、遅れたのが酷くない?。) na 非難 
18 KF10 장난쳐 와 진짜 어-.(ぶざけるな、わ本当にあー。) na 非難 
19 KF09 아 아무튼 늦어서&,,(あーとりあえず遅れて&,,) 責任 na 
20 KF09 미안해요.(ごめんなさい。) 謝罪 na 
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ライン番号 22～25 省略 
26 KF10 오늘 쏘는 거야, 그럼 후식?.(今日奢るの、では後食?。) na 代償要求 
27 KF09 어 그래 알았어(오) 오늘 내가 밥살께.  
（うん、そうわかった(おー)今日私がご飯買う。) 過失修復 na 
ライン番号 28～32 省略 
33 KF10 아씨 알았어&,,(あゆーわかった&,,) ←受諾 na 受諾 
34 KF10 다음부턴 늦지마.(これからは遅れるな。) na 非難 
35 KF09 알았어, 미안해. (わかった、ごめん。) 謝罪 na 
 
 ＜会話例 6-12＞を見ると、KF09 が責任を認めながら謝罪し、KF10 が「장난쳐(ぶざけるな)」
と事態確認等なしで直ちに激しい言葉を用いて相手を非難している。その後、KF09 の状況
説明と KF10 の非難を込めた事態確認が行なわれて、電車が止まって遅刻してしまったと説
明している KF09 に対して、若干信じない姿勢を見せている。KF10 の非難に対し、謝罪し
状況説明を繰り返していた KF09 は、その状況を伝えようと電話したけど繋がらなかった理
由を知り、急に、雰囲気が変わり、「[흥분하면서] 왜 핸드폰을 놓고 와 아아--[무엇인가 
두드리는 소리][↑].([興奮しながら]なぜ携帯を置いてくるのああー[何かを叩く音][↑]。)」(ライ
ン番号 16)と、相手の過失について激しく不満の気持ちを表している。これを受け、KF10
は遅刻したことに対して再び KF09 を非難し、KF09 はもう一回謝罪はしているが、「내가 
근데, 하지만 내탓이 아니야, 난 나름대로 일찍 왔다고=. (私がだけど、でも私のせいじゃな
い、私は私なりに早く出たのよ=。)」(ライン番号 21)と、この遅刻は自分の責任ではないことを
明確に言及している。その後、KF10 は非難をしていたが、代償を要求して、会話の収束に





















1 KF25 야, 미안해 &,,(ごめん &,,) 謝罪 na 
2 KF25 아- 내내내가 너무 늦었지 &,, 
(あー私が私がかなり遅れちゃったよね &,,) 責任 na 
3 KF25 미안해.(ごめん。) 謝罪 na 
4 KF26 아-뭐하다 늦었어?.(何でこんな遅れたの?。) na 事態確認 
ライン番号 4～13 省略 
14 KF25 그래갖고 빨리 가야되는데, 시간이 지나가지고 계속 계속 
뭐 “잠시 기다리세요 기다리세요” 계속<이러다가>{<},, 
(早く行かなきゃいけないのに“もうしばらくお待ちください”というア
ナウンスだけずっと<して>{<},,) - - 
15 KF26 <나도 그런>{>} 적 있어.(<私もそんな>{>}ことあった。) na 譲歩 
16 KF25 그러니깐 <계속 뭐>{<},,(だから<ずっと何か>{<},,) - - 
17 KF26 <열나>{>} 짜증나.(<イライラ>{>}するよね。) na 譲歩 
18 KF25 기다리라고만 하고 계속 막 그래서 사람들 그 안에서 다 
갖혀있었잔아=. 
(ずっと待たされて人々はみんな電車の中に閉じ込められたよ=。) 状況説明 na 
19 KF25 =그래갖고 아-미안해, &,,(=ってわけで、ごめん&,,) 謝罪 na 
20 KF25 계속 그래서 갖혀 있었어.(ずっと閉じ込められたの。) 状況説明 na 
21 KF26 뭐 난 괜찮아(<웃음>). (いや、私は大丈夫(<笑い>)。) ←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-13＞を見ると、ライン番号 1～4 では、KF25 が責任を認め 2 回謝罪し、これ
を受け、KF26 が遅れた理由を尋ねている。その後、KF26 は、相手の状況に対しての理解

















21 KM04 아 그건 그래도, 늦는 건 아니지, 예의상 약속시간은 제때 
와야지.(まあ、それはそうだけど、遅れるのはどうかな、礼儀上約
束時間にはちゃんと来なくちゃ。) na 非難 




23 KM04 아니, 늦은 건 늦은 건데[↑][흥분한듯이].(いや、遅れたのは
事実でしょ[↑][興奮したように]。) na 非難 
24 KM04 일단 먼저 사과를 해야쥐=[↑][흥분한듯이].(とりあえずまず謝
るべきじゃん=[↑][興奮したように]。) na 非難 
25 KM03 =야- 그래서 미안하다고 오면서 그랬잖아, "아 미안 미안 
미안" 이랬는데 갑자기 전화 안 받았냐고 그러니깐 벌써 










27 KM03 내가 너가 만약 20 분 정도 늦으면, '아이 얘 사고라도 난 
게 아닌가?',  이 생각부터 먼저 드는게 인륜아니야??, 
그런게[흥분한듯이].(私が君が 20 分ぐらい遅れたら, '何か事故




28 KM04 아니, 거기서 또 인륜이 왜 나와-[↑]. 
(何でここでまた人倫何かが出るの-[↑]。) na 非難 
29 KM04 (<웃음>)<약간 웃으면서>일단 니가 20 분이나 늦었잖아, 
씨.(<笑い>)<尐し笑いながら>とりあえずお前が 20 分も遅れたじゃ
ん, もう。) na 非難 
30 KM03 《잠시간격》그건 미안해, 사과할께. 
(《尐し間》それはごめん、謝る。) 謝罪 2 na 
ライン番号 31～33 省略 
34 KM04 나도 이번에 핸드폰 안 가지고 온 것도 내 실수니깐&,, (私
も今回携帯を持って来なかったのは私の 誤りだから&,, ) na 過失言及 
35 KM04 우리 빨리 밥이나 먹으러 가자. 
(私たち早くご飯でも食べに行こう。) na その他 




＜会話例 6-14＞は、途中からであるが、KM03 が謝罪し状況を説明したが、KM04 はなか
なか謝罪を受け入れず非難を続けていた。更に、KM04 がライン番号 21 で「礼儀上」等の
言葉を用いて非難をしているので、KM03 も携帯を持って来なかったので電話を受けられな
かった KM04 に対し「새끼야(このやろう)」と激しい言葉を用いて不満を表している。これを受
け、KM04 は「일단 먼저 사과를 해야쥐=[↑][흥분한듯이].(とりあえずまず謝るべきじゃん
=[↑][興奮したように]。)」(ライン番号 24)と非難し、KM03 はライン番号 25 から 27 にかけて、
「友達」、「事故」、「心配」、「人倫」等の言葉を用いて、友達が遅刻したら事故では
ないかと心配するのが人倫ではないかと興奮しながら大げさに言いながら KM04 に対する
残念な気持ちを表している。その後、KM04 は「아니, 거기서 또 인륜이 왜 나와-[↑].(何で
ここでまた人倫何かが出るの-[↑]。)」(ライン番号 28)と、KM03 の不満に対して非難し再び相
手が遅刻したことを確認する。そして、KM03 は 2 回連続謝罪し、KM04 もようやく自分の







また、会話 7(KM13 と KM14 の会話)にも、受諾発話文は現れていないが、KM14 の「이따 















27 KF06 다음부턴 늦지마.(これから遅れるな。) na 非難 
28 KF05 예-.(はいー。) その他 na 
















51 KF14 아싸 맛있는 것(응). (やった-、おいしいの(うん)。) na 代償要求 
52 KF13 알았어, 오케이.(分かった、オッケー。) 過失修復 na 
53 KF14 응, 그러자. (うん、そうしよう。) na その他 
54 KF14 그래 그럼 좀 먹고 (응)좀 있다 나가자.  
(そうね、尐し食べて(うん)ちょっと後で出よう。) na その他 
55 KF13 알았어,알았어.(分かった、分かった。) その他 na 
56 KF13 시켜 시켜 시켜 시켜.(注文注文注文注文。) 過失修復 na 








14 KF31 내가 맛있는 거 사줄께.（美味しいものおごるよ。） 過失修復 na 
15 KF32 그럴까<웃음>[↑].（そうする<笑い>[↑]。） na 譲歩 
16 KF31 얼릉 먹으러 가자.（早く食べに行こう。） その他 na 





することを 4 回も連発しながら心地良く奢っている。また、＜会話例 6-17＞でも、謝罪す



























































































較した。分類された発話文の全体的な使用頻度は、日本語男性で 750 例、日本語女性で 564
例と、女性より男性の方で多く用いられているのがわかる。 
 
表 6-9 日本語母語話者における謝罪行動を構成する発話文の頻度と割合(負担度が重い場合) 
発話文 日本語男性 日本語女性 
話題の前触れ発話【謝罪】 17 (2.27) 17 (3.01) 
状況説明【謝罪】 ＊194 (25.87) ＊108 (19.15) 
謝罪発話【謝罪】 59 (7.87) 51 (9.04) 
責任関連【謝罪】 70 (9.33) 
肯定 70 (100.00) 
否定 0 (0.00) 
46 (8.16) 
肯定 39 (84.78) 
否定 7 (15.22) 
対人配慮【謝罪】 82 (10.93) 72 (12.77) 
過失修復【謝罪】 11 (1.47) 12 (2.13) 
協力要求【謝罪】 12 (1.60) 8 (1.42) 
意向変更【謝罪】 ＊4 (0.53) ＊17 (3.01) 
保留 【謝罪】 2 (0.27) 0 (0.00) 
前触れの応答『応答』 10 (1.33) 4 (0.71) 
事態確認『応答』 ＊33 (4.40) ＊47 (8.33) 
非難 『応答』 ＊110 (14.67) ＊48 (8.51) 
譲歩 『応答』 49 (6.53) 43 (7.62) 
問題解決『応答』 51 (6.80) 52 (9.22) 
代償要求『応答』 0 (0.00) 2 (0.36) 
受諾 『応答』 46 (6.13) 33 (5.85) 
保留 『応答』 ⋆0 (0.00) ⋆4 (0.71) 
合計 750 (100.00) 564 (100.00) 
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連」、「対人配慮」の 4 種の発話文は、男性で 54.00%、女性で 49.12%と、ほぼ半数程度が使
用していることが窺える。これに対し、謝罪される側は「事態確認」、「非難」、「譲歩」、「問


































































だから、ちょっと、ちょっとそんなに簡卖に辞められると困るな。 na 非難 
18 JM15 うーん、まあ、そうなんだけど、ちょっと、バイト先が遠くてさ。 状況説明 na 
19 JM16 そっーかー、うんんんんー。 na その他 
20 JM15 やあ、本当悪いんですけど。 謝罪 na 
21 JM16 うんんんんー、やあ，色々お世話になってるからね、「第三者の名
前」には=。 na 非難 
22 JM15 =確かにいい人なんだけどねー。 対人配慮 na 
23 JM16 うんん<んんー>{<}。 na その他 
24 JM15 <時給>{>}がさ、ちょっと安いんだよね。 状況説明 na 
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25 JM16 そっーかー。 na その他 
26 JM15 時給ね、600 円ちょっと安すぎるちょっと。 状況説明 na 
27 JM16 《尐し間》そっーかー、それちょっときついね。 na 譲歩 
28 JM15 うん、ちょっときつい<###>{<}。 状況説明 na 
29 JM16 <「第三者の名前」>{>}でもちょっときついね。 na 譲歩 
30 JM15 「第三者の名前」には本当悪いんだけど(うん)、やあ、あのう、
「JM16 の名前」にも悪いんだけどさ(うん)。 謝罪 2 na 
31 JM15 《尐し間》うん、もっといい喫茶店があったので。 状況説明 na 
32 JM15 《尐し間》そっちで、喫茶店じゃない、飲食店か、飲食店があったか
ら。 状況説明 na 
33 JM15 《尐し間》そっちに変えようと思うんだけど[声が段々小さくなる]。 状況説明 na 
34 JM16 そっーかー、じゃー、じゃ、まあ、後で「第三者の名前」に言って置
くよ。 ←受諾 na 受諾 
35 JM15 うん、ごめんね、&,, 謝罪 na 
36 JM15 よろしく。 協力要求 na 
 
＜会話例 6-18＞は、注文の話の挿入談話から始まり、JM15 が紹介してもらったバイト先












「時給 600 円」はきついと、JM15 のバイト先を変更したいという意向を理解し、一歩譲っ























1 JM17 申し訳ないんだけど、&,, 謝罪 na 
2 JM17 今やってるバイトは…、《尐し間》ちょっと時給が安いし、実は、新聞
で[↑]もっといいバイト見付けたんだ。 状況説明 na 
3 JM17 本当に紹介してもらって&,, 対人配慮 na 
4 JM17 申し訳ないけど、&,, 謝罪 na 
5 JM17 そっちにしようと思ってるだ。 状況説明 na 
6 JM18  えー、でも、だって、やあ、なんか、俺も店長に無理言って、その
ー、“この人いい人だから”って勧めて。 na 非難 
7 JM18  《尐し間》だから、それで辞めるのはどうかなと思うんだけど。 na 非難 
8 JM17 やあ、本当申し訳ないと思ってるんだけど。 謝罪 na 
9 JM17 やっぱり、時給がいいし、しかも家も近くてさ、&,, 状況説明 na 
10 JM17 だいぶ、こっちの方が色々、本当に申し訳ないと思ってる。 謝罪 na 
11 JM17 どうか[↑]。 対人配慮 na 
12 JM18  じゃ、何で、まずこの仕事にしようとしたのかっていうの。 na 非難 
13 JM17 やあ、ほとんど見付からなくて、あんたしか頼る所がなかったという
か=。 責任 na 
14 JM18  =やあ、でも、それだと、探せば色々あったんじゃないかなと思う。 na 非難 
15 JM17 《沈黙 2 秒》そうね[小さな声で]。 その他 na 
16 JM17 やあ、その時は見付からなかったんだよ。 責任 na 
17 JM18  やあ，もう俺の立場どうなるわけって。 na 非難 
18 JM17 やあ、だから、そこは申し訳ないって謝ってる。 謝罪 na 
19 JM18  まあ、それは、じゃ、店長に直接,, - - 
20 JM17 まあ、じゃ、はい。 その他 na 










JM18 は、最初にバイト先を自分に頼んだ JM17 の無責任な行動を非難し、JM17 は、「やあ、
ほとんど見付からなくて、あんたしか頼る所がなかったというか=。」(ライン番号 14)と、当時このよ
うな行動をしてしまった自分の責任を認めているような発話をしている。更に、ライン番





は、じゃ、店長に直接謝罪しに【【。」(ライン番号 19、21)と、仕方なく JM17 の意向を不満そう
に受け入れている。この謝罪行動のやりとりは、結果的には JM18 が受け入れてはいるが、













18 ＪＭ26 《沈黙 3 秒》やあ、まあ、確かに[↑]《尐し間》まあ君がこの 2 ヶ月間
バイト頑張っただけど、まあ僕も君にちゃんとお世話になっているし
《尐し間》色々お世話になってるけど、&,, na 譲歩 
19 ＪＭ26 や、さすがに、2 ヶ月でバイト辞められるのはね…。 na 非難 
20 ＪＭ25 《沈黙 3 秒》なん、なんとかなんないかな。 対人配慮 na 
21 ＪＭ26 やあ、僕も本当に先輩に本当無理言って頼んでんだから、君が辞
めると、その僕のバイトでの立場がなくなっちゃうんだけど。 na 非難 
22 ＪＭ25 《沈黙 4 秒》そっか、本当に、本当にごめんね。 謝罪 na 
23 ＪＭ25 《尐し間》でも本当に、こ、この、せっかくも、今まで何ヶ月も探して




ね、本、どうしても忚募したいんだよ。 状況説明 na 
25 ＪＭ26 場所の問題なの?。 na 事態確認 
26 ＪＭ25 場所的にもそうだし【【。 状況説明 na 
27 ＪＭ26 】】何のバイトなの?。 na 事態確認 
28 ＪＭ25 あのう、飲食店。 状況説明 na 
29 ＪＭ26 うん?、<飲食店は、今やってるバイト??>{<}。 na 事態確認 
30 ＪＭ25 <新しい、なんだけど>{>}、また新しい所で、家の近くで見付けたの。 状況説明 na 
31 ＪＭ26 《沈黙 2 秒》うーん、え、でもさ、それだったら、また新しいバイトが見
付かったら[↑]、その、次のバイトもさ、同じような理由でさ、辞めち
ゃうんじゃないの。 na 非難 
32 ＪＭ26 だから、その今回、まあ、遠くても、君は 2 ヶ月間頑張ってきたから、
もっと頑張れば、あのう、給料も上がるだろうし[→]。 na 問題解決 
33 ＪＭ25 今が 900 円じゃんって、新しいどこ 1200 円なんだよ。 状況説明 na 
ライン番号 34～47 省略 




これ，どうやって説明すればいいの?、僕は。 na 非難 
48 ＪＭ25 やあ、僕が言うよ、これは。 責任 na 
49 ＪＭ25 《尐し間》もう、君に頼るのも申し訳ないから、僕になんとかするか
ら。 責任 na 
50 ＪＭ25 ただ、一忚言う前に君に相談したくて。 状況説明 na 
51 ＪＭ26 《沈黙 5 秒》うーんー。 na その他 
52 ＪＭ26 でも、まあ、僕もこの件で、その君とその友人関係を辞めたり、したく
ないから。 na 譲歩 
53 ＪＭ25 うんうん。 その他 na 
54 ＪＭ26 じゃ君から，その先輩に,, - - 
55 ＪＭ25 うんうん。 その他 na 
56 ＪＭ26 《尐し間》直接。 ←受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-20＞のライン番号 18 の前までのやりとりは、JM25 が連続して謝罪しながら






ら繰り返し非難をしている。その後、ライン番号 23 から 30 にかけて、JM25 の状況説明と
JM26 の事態確認の発話文がやりとりされた後、再び、JM26 は新しいバイトも同じ理由で
辞めるかもしれないと相手を非難し、時給も上がるので継続してほしいと説得している。
しかし、JM25 は意向を変更せずに「今が 900 円じゃんって、新しいどこ 1200 円なんだよ。」(ライ
ン番号 33)と、時給の差が大きいことを挙げながら繰り返し説明し、その後、JM25 の説得























たバイト(うん)、やってたんだけど、&,, 対人配慮 na 
8 JF13 うん、ちょっと、もうちょっと違うバイトをして見ようかなって<思い>{<}
【【。 状況説明 na 
9 JF14 】】<え、でも>{>}、2 ヶ月もさ続けたわけじゃん(うん)、だから、そこま
で続けられたっていうのは(うん)、やっぱ尐しは向いてる要素があっ
たんじゃない?。 na 問題解決 
10 JF13 うーん、そうだよね<2 人笑い>。 その他 na 
11 JF14 <うん>{<}。 na その他 
12 JF13 <うん>{>}。 その他 na 
13 JF13 でもやっぱり(うん)、結構、なんか先輩とかも(うん)、ちょっと厳しかっ





ゃん。 na 問題解決 
15 JF13 うんうん、<まあ>{<}。 その他 na 




いな<笑い>,, - - 
18 JF14 あああー。 na その他 
19 JF13 <あって>{<}。 状況説明 na 
20 JF14 <そっか>{>}。 na その他 
21 JF13 うん。 その他 na 
22 JF14 えー、仕事が向いてないっていうよりは(うん)、人間関係が<いやな
んだ>{<}。 na 譲歩 
23 JF13 <そうそう>{>}、うん。 その他 na 
24 JF14 <そうか>{<}。 na その他 
25 JF13 <そう>{>}。 その他 na 
26 JF13 だから、本当に申し(うんうん)訳(うんうん)ないんだけど…。 謝罪 na 
27 JF14 そうだよね(うん)、人間関係は結構(うん)重要な要素だからね=。 na 譲歩 
28 JF13 =うん、そう、なんか、うん、それをちょっと言おうと思って(うん)、今日
は,, - - 
29 JF14 うん、分かった。 ←受諾 na 受諾 
30 JF13 呼んだんだけど。 状況説明 na 
31 JF14 うん、じゃそうふうな感じで店長さんにもうちから言ってみるよ。  
↑受諾 na 受諾 
 
＜会話例 6-21＞は、挨拶の挿入談話と前置き談話のやりとりの後、ライン番号 7 から本






























13 JF24 】】<ちょっと>{>}待って、てか、「JF23 名」が(うん)勝手に申し込んだ
バイトならまだ私も(うん)。 na 非難 
14 JF24 私が頼んだやつじゃん、今やってるバイトって(うん)。 na 非難 
15 JF24 なんか、そういうことされるの、こっちとしてもなんかその、面子が立
たないっていうかなんか。 na 非難 
16 JF23 ううんー、それはそっちでちょっとお願いしてあって、&,, 責任 na 





19 JF23 本当悪いんだけれど、&,, 謝罪 na 
20 JF23 うんー、そう言おうと思ったんだけれど…。 状況説明 na 
21 JF24 えー、なんかそれちょっと無責任じゃない?。 na 非難 
ライン番号 22～28 省略 
29 JF23 ごめんなさいなんだけれど…。 謝罪 na 
30 JF24 じゃあ「JF23 名」がちゃんと、その店長さんに話'はんし'付けるんだ
ったら、私に迷惑とかかかんないんだったら<別に>{<}【【。←受諾 na 受諾 
 











































えての、なに、そういう考えなのかなと思うし(うーん)。 na 問題解決 
77 JM11 《沈黙 3 秒》そっか。 その他 na 
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78 JM11 《沈黙 2 秒》どの位の時期かね??、大体。 過失修復 na 
79 JM12 これからかな(うんうん)、一番 1 年で忙しくなる時期だし(うん)。 na 問題解決 
80 JM11 《沈黙 2 秒》後何ヶ月位?。 過失修復 na 
81 JM12 まあ夏までだから、そう、後まあ 2 ヶ月。 na 問題解決 
82 JM11 2 ヶ月<か>{<}。 過失修復 na 
83 JM12 <別に>{>}その[↑]。 na その他 
84 JM12 《尐し間》夏が終わったら、まあ(うん)辞めるなりで、その、相談しても
いいと思うけど。 na 問題解決 






段々小さくなる]。 na 問題解決 
102 JM11 《沈黙 4 秒》その忙しい時期夏に入るのは、オーケー、と、まあ、減
らしつつになるけど、オーケーとして。 過失修復 na 
103 JM11 《沈黙 6 秒》もう１個の方も試してみてだめかね??。 過失修復 na 
104 JM12 《尐し間》まあ、別にいいけど、別、試すのは(うん)いいんだけど、別
に、だから、その、夏までには(うん)辞めないでほしいなっていうの
が、こっちの希望であって。 na 問題解決 
105 JM11 うん。 その他 na 
106 JM11 《尐し間》分かった、夏ー、までは、やあ、減らすかもだけど、とか，
減らすと思うけど、続けてみる。 ←意向変更 意向変更 na 
 
＜会話例 6-23＞は、ライン番号 76～84 にかけて、JM12 は、「これからかな(うんうん)、一番
1 年で忙しくなる時期だし(うん)。」(ライン番号 79)、「まあ夏までだから、そう、後まあ 2 ヶ月。」(ラ
イン番号 81)と、最低 2 ヶ月は続けるよう求め、JM11 も不愉快な状況を持ち出した自分の
過失を修復するため、「続けるならどの位の期間なのか」等、自分の意向を一歩譲るような姿勢
を見せている。そして、JM12 はライン番号 101 と 104 で最後に再びバイトを継続すること





















ら、それが一番いいかな[↑]。 責任 na 
ライン番号 29～34 省略 
35 JM32 <そうそうそう>{>}(うん)、もっと、何っていうか、提案してみるってこと
も、大切なんじゃないかなと俺も思うんだよね【【。 na 問題解決 
36 JM31 】】あー，その自分で辞めて(うんうん)、そのまんま終わりにしないで
ってこと(うん)、もうちょっと、その、やりとりを通じて[↑](うん)、だよ
ね(うん)、なんか一方的に辞めるのもよくないしね=。←意向変更 意向変更 na 
 


















66 JM08 2 ヶ月で辞めたら、他の所も持たないよ。 na 非難 
67 JM07 やあ、これやっぱり条件面の問題だから(<笑い>)。 状況説明 na 
68 JM07 うーん、ちょっと申し訳ない。 謝罪 na 
69 JM08 多分これで辞めたら、次もすぐ辞めると思うな。 na 非難 
70 JM07 まあ、そしたら、それはそれでしょうがない。 責任(否定) na 
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ン番号 66 の前まで、JM07 は「状況説明」、「対人配慮」、「謝罪」、「責任関連」の発話文を
用いてバイトを変更したい自分の意向を伝達し、謝罪される側である JM08 は、「事態確認」、
「問題解決」、「非難」の発話文を用いて、相手の意向を変更させようと努力したが、結果




















19 JF03 うん、<すごい自分>{<},, - - 
20 JF04 <店側としても>{>}困るやろ。 na 非難 
21 JF03 うん、自分勝手なことをすごい言ってるのも分かるんだけど…。 責任 na 
22 JF04 それはでも自分のことしか考えてなくない?。 na 非難 
23 JF03 うん、そうだよね。 その他 na 
24 JF03 でも、やっぱりアルバイトだし…。 責任(不満) na 
25 JF04 えーでも、バイトでもそこの店の店員なわけやし<笑い>,, - - 
26 JF03 うん、そうか、<じゃ>{<},, - - 
27 JF04 <店を>{>}回す人の、には変わりはないわけだし。 na 非難 
28 JF03 うん、分かった=。←意向変更 意向変更 na 
29 JF03 =じゃ、もうちょっと考えて見るわ。←意向変更 意向変更 na 
 






















27 JF05 《沈黙 3 秒》で無理言って雇ってもらったんだけど(うん)でもうんー<
どうかな>{<},, - - 
28 JF06 <あああー>{>}。 na その他 
29 JF05 って。 対人配慮 na 
30 JF06 《沈黙 3 秒》<うーん…>{<}。 na その他 
31 JF05 <うーん…>{>}。 その他 na 
32 JF05 どう思う?。 対人配慮 na 
33 JF06 うーん、結構無理言って頼んだから…。 na 非難 
34 JF05 うー<ん…>{<}。 その他 na 
35 JF06 <うーん…>{>}。 na その他 
36 JF05 《尐し間》<うーん…>{<}。 その他 na 
37 JF06 <うーん…>{>}。 na その他 
38 JF06 <笑い>もし(うん)そう、本当に大変なら、それはそれでそう話すしか
ないけど(うん)、&,, na 譲歩 
39 JF06 もしまだもうちょっとやって見れるなら(うん)、まだ 2 ヶ月だし(うん)、
慣れてきたりしないかなとか[声が段々小さくなる]<思って…>{<}。 na 問題解決 
40 JF05 <あああー>{>}。 その他 na 
41 JF05 そう、まだ 2 ヶ月なのが(うん)ね。 責任 na 
ライン番号 42～54 省略 
55 JF06 結構、うーん…、頼みに頼んで,, - - 
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56 JF05 あーあー<そうか>{<}。 その他 na 
57 JF06 <だから>{>}ちょっと合わなかったから、辞めますとか。 na 非難 
58 JF05 <うーん…>{<}。 その他 na 
59 JF06 <あー>{>}。 na その他 
60 JF05 は'わ'、ちょっとだめな,, - - 
61 JF06 <うーん…>{<},, - - 
62 JF05 <感じ?>{>}。 対人配慮 na 
63 JF06 どうだろうね。 na 非難 
64 JF05 うーん…。 その他 na 
65 JF06 《沈黙 4 秒》うーん…。 na その他 
66 JF05 そうーだね、でもなんかその新しいバイトがすごい条件がよくて(あ
ー)、て言うのがすごい魅力的で(うん)、だから…。 状況説明 na 
ライン番号 67～84 省略 
85 JF05 どう、どうしよっかなー…(うん)って言う感じ。 対人配慮 na 
86 JF06 私の立場から言うと、もうちょっと(あー)頑張ってみてほしかったりす
るけど,, na 問題解決 
87 JF05 <そうか>{<}。 その他 na 
88 JF06 <でも>{>}、大変なら(うん)それは仕方ないから(うんうんうんうん)、しょ
うがないと思うけど(うーん)、うん。 na 譲歩 
89 JF05 そっか(うん)、じゃ、もうちょっと考えてみようかな(うん)&,, 
↑意向変更 意向変更 na 
90 JF05 2 ヶ月だし。 責任 na 
 
＜会話例 6-27＞は、ここまでのやりとりでは、自分の意向を明確に述べていた JF05 は、






























ないかな>{<}。 na 問題解決 
10 JF09 <あるかね>{>}、でもね、2 ヶ月続けてみて(うん)、やっぱ時給低いと
結構ほら(<笑い>)、お金がね、入らなくて。 状況説明 na 
ライン番号 11～16 省略 
17 JF10 】】<えーでも>{>}今接客業やったこと多分将来も役立つ気がする=。 na 問題解決 
18 JF09 =役立つかな?=。 その他 na 
19 JF10 =うん、なんかこー、ほら他のお客様というか他人に対して(うーん)、
こうーなんだろう(うんうん)、気を使える<っていうの>{<}。 na 問題解決 
ライン番号 20～28 省略 
29 JF09 】】<でも>{>}、週 2、でもこっちね、こっちね(うん)、週 2 でもうちょ、
100 円ぐらい時給が違うんだよね=。 状況説明 na 
30 JF10 =100 円でしょ<笑い>【【。 na 問題解決 
31 JF09 】】100 円、100 円大きいよでも(<笑い>)、5 時間働けば 500 円よ。 状況説明 na 
32 JF10 500 円、えーでも週 2 回で 500 円と 500 円で 1000 円でしょう。 na 問題解決 
33 JF09 うん。 その他 na 
34 JF10 うん、1000 円は、ほら、月に 2 回雑誌を我慢すればなんとかなるよ
<2 人笑い>。 na 問題解決 
ライン番号 35～52 省略 
56 JF09 うんうん、じゃあちょっと考える、考える、考える?。←意向変更 意向変更 na 
57 JF10 絶対考えた方がいいって。 na 問題解決 
58 JF09 うん、分かった、ちょっと考える。←意向変更 意向変更 na 
 
＜会話例 6-28＞は、前置き談話を経て、JF09 が「対人配慮」をしながら、「状況を説明」





極的に JF09 に働きかけている。謝罪される側である JF10 は、「】】<えーでも>{>}今接客業やっ














16 JF12 《沈黙 8秒》えー、じゃ、まず知り合いの人と呼んで(うん)、3人で話
そうか?。 ←保留 na 保留 



































発話文 韓国語男性 韓国語女性 
話題の前触れ発話【謝罪】 19 (1.99) 19 (2.79) 
状況説明【謝罪】 ＊173 (18.14) ＊152 (22.29) 
謝罪発話【謝罪】 43 (4.51) 41 (6.01) 
責任関連【謝罪】 90 (9.43) 
＊肯定 51 (56.67) 
＊否定 39 (43.33) 
54 (7.92) 
＊肯定 51 (94.44) 
＊否定 3 (5.56) 
対人配慮【謝罪】 81 (8.49)  74 (10.85)  
過失修復【謝罪】 46 (4.82) 38 (5.57) 
協力要求【謝罪】 26 (2.73) 11 (1.61) 
意向変更【謝罪】 ＊8 (0.84) ＊0 (0.00) 
保留 【謝罪】 ＊0 (0.00) ＊4 (0.59) 
前触れの応答『応答』 9 (0.94)  8 (1.17)  
事態確認『応答』 73 (7.65) 47 (6.89) 
非難 『応答』 ＊207 (21.70) ＊78 (11.44) 
譲歩 『応答』 60 (6.29)  57 (8.36)  
問題解決『応答』 74 (7.76) 46 (6.74) 
代償要求『応答』 5 (0.52) 2 (0.29) 
受諾 『応答』 ＊39 (4.09) ＊45 (6.60) 
保留 『応答』 ＊1 (0.10) ＊6 (0.88) 
合計 954 (100.00) 682 (100.00) 
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11 KM07 어, 미안한데 &,,(あ、ごめん&,,) 謝罪 na 
12 KM07 내가 아르바이트를 그만둬야 될 것 같거든. 
(俺がさ、バイト辞めることになってさ。) 状況説明 na 
13 KM08 어??[놀란듯이].(うん??[驚いて]。) na その他 
14 KM07 아-, 진짜 미안한데&,,(あー、マジでごめん&,,) 謝罪 na 
15 KM07 더 좋-은- 알바가 있어가지고=. 
(もっといーいーバイトがあって=。) 状況説明 na 
16 KM08 =아, 내가 그걸 어떻케[강조하듯이], 그걸 어떻게 
넣어줬는데 그 아르바이트<를>{<}[추긍하듯이]. 
(=あ、俺があそこどうやって[強調するように]、あそこにたので入れ
てやったのに、あのバイト<を>{<}[責めるように]。) na 非難 
17 KM07 <아>{>} 진짜 미안하다.(<あ>{>}マジですまない。) 謝罪 na 
18 KM07 내가, 어, 다음에 한 번 밥 쏠게. 
(俺が、えっと、今度おごるからさ。) 過失修復 na 
19 KM08 아니, 아니 그게 문제가 아니고<웃음>, 아니 나도 그 
사장님한테 되게 어-, 그렇게 무리해서 부탁했는데 형이 
갑자기 그래버리면 내가 어떻게 하자는 거야<웃음>.(いや、
いや、そういう問題じゃなくて<笑う>、いや俺もあの社長にめちゃ
むりやりに頼んだことなのに、急にこうなっちゃうと俺はどうしたらい
い<笑う>。) na 非難 
20 KM07 아 진짜[↑]미안하다.(あ、マジで[↑]ごめん。) 謝罪 na 
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21 KM07 내가 진짜 이 이걸 이 아르바이트를 계속 할 수가 없어 
가지고.(俺がマジでこれをこのバイト続けられそうじゃなくて。) 状況説明 na 
22 KM07 시급도 높고 집에서도 가까워 가지고 너무 조건이 
좋아가지고, 《잠시간격》그만 둬야 되거든.(時給も高いし、家
からも近いし、条件があまりにも良くてさ、 《尐し間》辞めようと。)  状況説明 na 
23 KM08 <어이없다는 듯 웃으면서>아-하, 그러긴 한데 진짜 내 
입장이 내 입장이 되게 곤란하긴 하잖아, 형 아르바이트 
한 것도 얼마 되지도 않았는데. 
(<呆れた感じで笑いながら>はーあ、そうだけど、マジで俺の立場
が困るんだよ、バイト入ったばかりだし。) na 非難 
24 KM08 나도 그 사장님 되게 바쁘고 그런데 나 엄청 힘들게 
부탁해서 형 넣어줬잖아.(俺もあの社長めちゃ忙しいのに
、無理してお願いして入れてあげたのじゃん。) na 非難 
25 KM07 근데【【.(だけど【【。) その他 na 
26 KM08 】】그렇게 너무 간단하게 그만둬 버리면 내가 얼-마나 
곤란하겠어. 
(】】こんな簡卖に辞めちゃうと俺がマジで困るんだってば。) na 非難 
27 KM07 아-, 진짜 미안하다.(あー、マジごめん。) 謝罪 na 
28 KM07 알았어, 그러-면 내가 한 달 더 할테니깐 그 동안에 다른 
알바 구하는 걸로 하자.(わかった、そしたらさ俺があと一カ月だ
けやるからさ、その間他の人探すことにしよう。) 過失修復 na 
29 KM08 아-하, 진짜 좀 곤란하긴 한데…. 
(はーあ、マジで困るんだけど…。) na 非難 
30 KM08 알았어[↑] 그러면은 일단은 내가 사장님한테 말씀 
드려가지고 해 볼테니깐 그때까지만 열심히 해 줘. 
(分かった[↑]そしたらいったん、俺が社長に言ってみるからその




の大変さに言及し相手を非難している。すると、KM07 は「謝罪発話文」の後、「내가, 어, 
다음에 한 번 밥 쏠게.(私が、うん、次回にご飯奢るよ。)」(ライン番号 18)と、「過失修復発話






状況説明をしているが、KM08 はライン番号 23 から 26 にかけて、連続し「立場」、「困る」、
「すっごく苦労して」等の言葉を用いて、KM07 の意向を受け入れることが出来ないことを
続けて表している。すると、KM07 は、「알았어, 그러-면 내가 한 달 더 할테니깐 그 
동안에 다른 알바 구하는 걸로 하자.(分かった。じゃ、私が一ヶ月更に働くから、その間に他の
人を探すこととしよう。)」(ライン番号 28)と、上記の「過失修復発話文」より具体的な代案を提
示する「過失修復」の旨を表し、KM08 は、「困る」ことは事実であるが、仕方なく、「알았어[↑] 




















20 KM23 근데 음식점에서 서빙을 하다보면 솔직히[↑], 《잠시간격》다 
내가 잘 못 한건데….(だけど飲食店のホールで働くと
正直[↑]、《尐し間》全部俺が悪いけど…。) 責任 na 
21 KM24 《잠시간격》아-, 뭐, 니 말도 이해되는데, 뭐 더 좋은 
조건이면 당연히 좋지=.(《尐し間》あー、まあ、おまえの言ってる
ことは分かるけど、もっといい条件があれば当然そっちの方がいい
だろう=。) na 譲歩 
22 KM24 =근데, 《잠시간격》어, 상황도 상황이니 만큼 그 너도 나, 
내가 너를 넣어 준 게 아니고, 내가 또 아는 사람한테 
부탁을 받은 거잖아.(=だけど《尐し間》あ、状況も状況だから、あ
のうおまえも俺、俺が入れてあげたわけではなくて、俺がまた別の
知り合いにお願いしたことじゃん。) na 非難 
23 KM23 응.(うん。) その他 na 
24 KM24 내가 그 사람한테 부탁을 어렵게 해서 니가 들어갔는데, na 問題解決 
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니가 그만둬버리면, 너도 물론 나한테 지금 곤란하다고 
얘기를 하지만, 나까지 같이 곤라해지는 상황이니깐, 니가 
거기 뭐 지금 다른 데 알아본 곳에 확실히 뭐,《잠시간격》 
뭐-, 합격이 되서 거기서 당장 일할 수 있는 것 아니면 






25 KM23 그럼 나도 한가지 대안을 생각해 봤는데, 내가 지금 하고 
있는 아르바이트에 대타를 구하는 거야.(俺も一つ対案を考え
てみたけど、俺が今やってるバイトに代わりに入る人を探してさ。) 過失修復 na 
26 KM23 내 친구가 지금 아르바이트를 구하고 있거든. 
(俺の友達が今バイト探してるから。) 過失修復 na 
27 KM24 어.(うん。) na その他 
28 KM23 그럼 그 친구를 소개로, 좀 나보다는 일은 서툴겠지, 
처음이니깐.(それであの子を教会して、俺よりは仕事慣れてないと
思うけど、はじめてだから。) 過失修復 na 
29 KM23 하지만 그래도 싹싹하고 손님 대접 잘할 것 같고, 얘가 좀 
활발하고 긍정적이고 그런 얘로 한명 소개시켜 주면, 나 
대신에, 하고 나는 그쪽 학원 쪽으로 가는 게(그래) 
서로서로 윈윈하는 게 아닐까?.(でも、優しいから接客はうまいと
思うし、あの子結構明るくて、ポジティブなそういう子を一人紹介す
れば、俺の代わりに、そしたら俺はあっちの塾に行って(そう)お互い
にウィンウィンにならないかな?。) 過失修復 na 
30 KM24 그래 그러면 니가 말한 친구가 확실히 일을 할 수 있고 
이렇다면은 내가 그 부탁했던 형한테 너의 상황을 지금 
얘기해주고 그리고나서 뭐 그 친구가 일하기로 했으니까 뭐 














KM24 も、ライン番号 21 で、相手の状況に対する理解を表明している。しかし、結局、「非
難発話文」を用いたり、明確な結果が出た状況でもないので、今のバイトを継続するよう
説得する「問題解決発話文」を用いて積極的に自分の考え方を伝えようとしている。する
と、KM23 は、「그럼 나도 한가지 대안을 생각해 봤는데, 내가 지금 하고 있는 









るものの、具体的な代案を提示することで問題が解決した会話は 10 会話中 2 会話現れてい
た。本研究で負担度が重い謝罪場面で、「他の人を紹介する代案」を提示し、自分の過失を













37 KF03 사장님한테는 일한지 2 개월밖에 안돼 갖고(응) <약간 
웃으면서>말을 못 하겠는거야.(社長には働いてから 2 ヶ月しか
経ってないので(うん)<尐し笑いながら>話しかけないの。) 責任 na 
38 KF04 그래? 어떻하지, 나도 그쪽 사장님을, 근데 내가 도움을 
많이 받는 분이라서, 아 이렇게 갑자기 또 그러니깐, 힘들게 





39 KF03 어 정말?.(あー本当?。) その他 na 
40 KF04 어떻게 하지….(どうしよう…。) na 非難 
41 KF03 그러면 (응) 그냥 그 누구지 [친구 01 이름](응응)?? 
[친구01이름]이 개도(응응) 요세 알바를 구하거든(응응).(それ
では(うん)あの誰だっけ[友達 01 の名前](うんうん)??[友達 01 の名
前]がその人も(うんうん)最近バイト探しているの(うんうん)。) 過失修復 na 
ライン番号 42～55 省略 
56 KF04 그치 힘들긴 하지 음식점 알바니깐. 
(そうだね、大変だよね、飲食店バイト。) na 譲歩 
57 KF03 어 그래 그래 갖고 그냥 아예(응) 그[친구 01 이름]이나 
(응응)[친구 01 이름]인 해봤으니깐 좀 편할 거 아니야. 
(うん、だから、だから(うん)その[友達 01 の名前]は(うんうん) 
[友達 01 の名前]はして見たからちょっと楽だと思われるけど。) 過失修復 na 
ライン番号 58～64 省略 
65 KF04 근데 뭐 이미 뭐 나는 소개를 해 준거니깐(응), 나는 뭐 
잘아는 분이고 그러니깐, 좀 죄송하기는 하지만(음), &,,(だけ
ど、まあもうまあ私は紹介してくれたし(うん)、私がよく知っている方
なのでちょっとそうだけど、尐し申し訳ないけど(うん)、&,,) na 非難 
66 KF04 언니 사정이 그렇다니깐(응), 뭐 그러면은- 한번 언니가 
사장님한테 말해보고.(お姉さんの事情がそうだとすれば(うん)、ま
あだったら、一度お姉さんが社長に話して見て。)  ←受諾 na 受諾 
67 KF04 <어차피>{<},, (<どうせ>{<},,) - - 
68 KF03 <어->{>} <그럴까?>{<}.(<うんー>{>}<そうしようか?>{<}。) その他 na 
69 KF04 <내 선에선>{>} 떠난 이야기니깐. 





難し、戸惑っているような発話を続けていた。すると、KF03 は、ライン番号 41 で、「그러면 
(응) 그냥 그 누구지 [친구 01 이름](응응)?? [친구 01 이름]이 개도(응응) 요세 알바를 





の過失を修復しようと働きかけている。その後、非難していた KF04 は、KF03 の友人に関
する更なる情報を求め、非難はしていたが、譲歩するような発話もし、結局は KF03 の代案
に対して同調している。更に、KF03 は、「어 그래 그래 갖고 그냥 아예(응) 
그[친구 01 이름]이나(응응)[친구 01 이름] 인 해봤으니깐 좀 편할 거 아니야.(うん、だから、
だから(うん)その[友達 01 の名前]は(うんうん)[友達 01 の名前]はして見たからちょっと楽だと思われ
るけど。)」(ライン番号 57)と、飲食店のバイト経験がある友人をより積極的に推薦している。
その後、KF03 の友人の情報についてやりとりをしてから、KF04 は、社長には申し訳ない
と言い、KF03 を非難してはいたが、結局、KF03 の意向を受け入れて、KF03 の意向を直接






復しようとした会話が 14 会話中 4 会話現れた。また、具体的な人の名前にまでは言及しな
いが、「代わりに他の人を紹介してあげる」という考え方が肯定的に受け入れられている
会話例も 14 会話中 5 会話現れた。 
本研究で設定した負担度が重い謝罪場面の韓国語女性の謝罪行動のやりとりで「代わり
に他の人を紹介してあげる」という代案を提示する過失修復の発話により、謝罪する側の














64 KF29 아 막 그 가게에도 미안하고 니한테도 미안하고 막 그러니깐 
차마 말을 못하겠는거야=.(あ、働いてるところにも申し訳ないし、
あなたにもそうだし、それで言えなくて=。) 謝罪 2 na 
65 KF29 =근깐 나만 혼자 이렇게 고민고민하다가,,  
(=それで、一人で悩んでたんだけど,,) - - 
66 KF30 알아, 알아.(分かるよ。) na 譲歩 
67 KF29 <그래서 그냥>{<},,(<それでまあ>{<},,) - - 
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68 KF30 <언니가>{>} 언니가 이런 얘기하는 그런 타입이 
아니니깐<둘이서 웃음>. (<姉さんが>{>}姉さんがこんな話するタイ
プじゃないのは知ってるから<2 人で笑い>。) na 譲歩 
69 KF30 나도 알지.(分かるよ。) na 譲歩 
70 KF29 아 나도 막 나름대로 고민많이 해봤는데 그래도 역시 
나한테는 나한테 더 좋은 조건이 있는 곳으로 가는게 낫지 
않을까 싶어서….(私も自分なりにかなり悩んだんだけど、でも私
にはやっぱりいい条件で働いた方がいい気がして…。) 状況説明 na 
71 KF29 그래도 야[↑], 바로 바로 저기다가 막 나 일하는데다가 "나 
그만둘래요", 이러고 확 나온 것도 아니고,,(でも、働いてたと
ころにいきなり“辞めます”と言って、出たことでもないし,,) 責任 na 
72 KF30 그치.(そうだね。) na その他 
73 KF29 그래서 니한테 지금 좀 의견을 이렇게 물어보는 거잖아.(だ
から、あなだの意見を聞きたいの。) 状況説明 na 
74 KF30 그렇쥐.(うん。) na その他 
75 KF29 응.(うん。) その他 na 
76 KF30 내가 그면 잘 얘기해 볼께.(私が一度聞いてみるよ。) ←受諾 na 受諾 
77 KF30 어차피 뭐 그것도 억지로 붙들어 놓을 수도 없고<둘이서 
웃음>, 너한테, 그분한텐 죄송하긴 한데(응), 그래도 사람이 
그렇게 되는 게 아니니깐.(どうせいやなのに無理して引っ張って
も意味ないし<2 人で笑い>、あの方には申し訳ないけど(うん)、でも
人はそのようになれることでもないし。) ←受諾 na 受諾 
78 KF30 근데, 뭐 특별히 무슨 문제가 있었거나 그런건 아니야?, 
그런 건 아니야?. (他にトラブルとかあった訳ではないよね?。) na 事態確認 
79 KF29 그냥 좀 텃세를 부린다고 해야 되나(아-) 좀 그런게 있고, 
정말 내가 뭐 그렇게 큰 잘못을 한 것도 아닌데, 좀 시비조, 
사람 성격일 수도 있지만(응), 난 그게 참 기분좋게 
받아들여지지는 않으니깐, 난 그것 때문에도 좀 스트레스 
좀 받고 그래서…. 
(うん、なんていうか地元風を吹かすというか、私が大して悪いことを
してわけでもないのに、向こうの性格の問題かもしれないけど、言い








意向を諦めず、より詳細に状況を説明し、更に、「아 막 그 가게에도 미안하고 니한테도 
미안하고 막 그러니깐 차마 말을 못하겠는거야=.(あ、働いてるところにも申し訳ないし、あな
たにもそうだし、それで言えなくて=。)」(ライン番号 64)と、低姿勢で謝り、続く説明でも「悩み」
という言葉を 3 回用いて自分の大変さを強調している。すると、KF30 は、譲歩発話文を用
いて相手の悩みを理解していることを示し、ライン番号 68 で、「<언니가>{>} 언니가 이런 
얘기하는 그런 타입이 아니니깐<둘이서 웃음>. (<姉さんが>{>}姉さんがこんな話するタイプじ
ゃないのは知ってるから<2 人で笑い>。)」と、過去の KF29 のタイプまで言及しながら相手を配
慮しようとする。その後、KF29 は、再び責任関連発話文と状況説明発話文を用いて KF30

































17 KM21 《잠시간격》내가 너무 미안해 가지고, &,, 
(《尐し間》俺がマジで申し訳なくて、&,,) 謝罪 na 
18 KM21 너한테 지금 어떻게 해야 될지 물어보고 있는 거거든.(おま
えに今どうすればいいか聞きたくて。) 対人配慮 na 
19 KM22 근데, 근데 아《잠시간격》, 니가 말하는 건 알겠는데, 근데 
나도 되게 많이 도움 받고 있단 말이야. 
(だけど、だけど、あ《尐し間》、おまえが言ってることは分かるけど、
だけど俺も結構お世話になってるから。) na 非難 
20 KM22 근데 니가 그러면 진짜 곤란해-. 
(なのにおまえがそうすると間いで困るしー。) na 非難 
21 KM22 《잠시간격》일단은 좀만 나가면 안돼?. 
(《尐し間》とりあえずもうちょっとやってみない?。) na 問題解決 
22 KM21 《침묵 3 초》응?.(《沈黙 3 秒》うん?。) その他 na 
23 KM22 좀만 더 하면 안될까?.(もう尐しやってくれない?。) na 問題解決 
24 KM21 <조금 더?>{<}.(<もう尐し?>{<}。) その他 na 
25 KM22 <어>{>}조금 더 하고서 거기서 니가 직접 말하는게 더 
나을거야, 내가 말하는 것 보다.(<うん>{>}もう尐しやってみて、
そこでおまえが直接に言った方がいいと思う。俺が言うよりは。) na 問題解決 
26 KM22 《잠시간격》그렇게 할래?.(《尐し間》そうする?。) na 問題解決 
27 KM21 《침묵 2 초》그럼,《잠시간격》내가 어차피 사장님하고도 좀 
많이 친해져가지고 그렇게 갑자기 관두는 건 나도 좀 
아쉬우니깐(응) 그럼 일단 그 음식점에 가 보자 잠깐 
(어어)[목소리가 점점 작아짐].(《沈黙 2 秒》そしたら、《尐し
間》俺も結構社長と仲良くなって、こうやって急に辞めるのも俺も
ちょっと寂しいから(えっと) そしたらまずあの店に言ってみよう、ち
ょっと(うん)[声がだんだん小さくなる]。) 意思変更 na 
28 KM21 가서 얘기해 보고, 며칠 더 해보고, 내가 생각해 보고 
너에게 또 말해줄께=.(言って話してみて、何日かもうちょっとや




























37 KM01 아-나, 난 니가 화-[↑] 낼만 한 것도 이해가 가는데, 내가 




38 KM02 니가 못하는 건, 니가 나한테 꽂아달라고 했으면, 사회 
생활이면 열심히 해야 될 것 아니야, 새끼야[목소리 톤을 
높이며 흥분한 듯이].(おまえが無理って言っても、おまえが俺に
入れてくれと言ったからには、社会生活だから一生懸命にするべ
きだろう、このやろう[声のトーンをあげて興奮気味で]。) na 非難 
39 KM01 아-, 내가 정말 미안하다.(あ、俺がマジでごめん。) 謝罪 na 




41 KM02 =뭘 어떻게 돼-[↑], 그냥 다니는 거지. 
(=なにがしようがないんだ-[↑]、続けろ。) na 非難 
ライン番号 42～46 省略 
47 KM02 너 진짜 쳐 맞는다, 너 그딴식으로 하면. 
(マジで殴るからな、おまえあんなんしたら。) na 非難 










きないとライン番号 37 で述べ、また、KM02 は興奮して「このやろう」と、激しい言葉を
用いて非難をしている。すると、KM01 は、謝罪はしていたが、「こうなってしまったから


















7 KF21 그래서 내가 아 이 알바 그냥 그만두고- 그냥 영화관으로 
갈까?.(それで私、あ、このバイトやめて映画館でバイトしちゃおうか
しら?。) 対人配慮 na 
8 KF22 영화관으로 간다고?.(映画館に行くって?。) na 事態確認 
9 KF21 응.(うん。) その他 na 
10 KF22 아 근데 이거 시작한지, 얼마 안 됐잖아. 
(あ、でもこのバイト始めてあまり経っていないじゃない。) na 非難 
11 KF21 응, 또 그건 그래 그지?. 
(うん、それはやっぱ引っかかるよね、ね?。) 責任 na 
ライン番号 12～22 省略 
22 KF21 근데 생각해봐, 지금 이 상태에서는 영화관에 가면은 
시급이 훨씬 세잖아, 세고 일도 좀 덜 힘들것 같아. 
(でも考えてみて、今、この状態では映画館でバイトすると時給もも
っと高いし、仕事も楽そうなの。) 状況説明 na 
23 KF22 어어-.(うんうん。) na その他 
ライン番号 24～44 省略 
45 KF22 근데, 좀만 더 해보면 안될까? 좀=. 
(でも、もう尐しだけ続けたら駄目かな?尐しだけ=。) na 問題解決 
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46 KF21 =좀만 더 한 한<달?>{<}.(=もう尐しって、1 ヶ<月位?>{<}。) その他 na 
47 KF22 <그리고>{>} 거기 될지도 확실히 모르잖아.(<そして>{>}そのバ
イトが出来るかもはっきりとはわからないじゃない。) na 問題解決 
48 KF22 그러니깐 우선은 해보다가 지금 엄청 힘든 건 
아니랬잖아(응)그러니깐 계속 해보다가【【.(だから、まずはやっ
てみて、今すごく大変ではないと言ったじゃない（うん）だから、続け
てみて【【。) na 問題解決 
ライン番号 49～64 
65 KF21 근데 시급이 세니깐 그 생각으로 시급 세니깐 참아야지, 
이런것 아니면 좀더 덜 힘들면(어) 아 시급도 센데 이 




げるし、同じ時間でも効率的じゃないかな?<笑い>。) 状況説明 na 
66 KF22 또 그런데, 좀 내 생각도 좀 해주지…. 
(それもそうだけど、私の事も考えてもらわないと…。) na 非難 
ライン番号 67～74 省略 
75 KF22 =신용이 떨어지고 좀 그러잖아. 
(=信用がなくなってちょっとあれじゃん。) na 非難 
76 KF21 맞아, 그럴 것 같긴 해.(そうね、そうだろうね。) 責任 na 
77 KF21 <아-어떻하지>{<}….(<あ-、どうしよう>{<}…。) 対人配慮 na 










決しようとしている。しかし、KF21 は、ライン番号 22 を見ると、KF22 の非難と問題解決
の発話にも関わらず、新しいバイト先について言及し続けている。このような状況説明と







が、「또 그런데, 좀 내 생각도 좀 해주지….(それもそうだけど、私の事も考えてもらわないと
…。)」と、KF21 に対する不満の気持を若干消極的に表している。また、ライン番号 75 で、























36 KF11 그러면 약속을 나중에 한 이틀 후에(응)다시 잡아서 같이 
그러면 그사람한테 찾아가 보기로 하자, 괜찮아?. 
(では約束を後ほど、2 日後に（うん）再び取って、共にその人に行
ってみようね、大丈夫?。) 保留 na 
37 KF12 그래. 그렇게 해보지, 그러면 일단 내가 그사람한테는 
전화는 해 놀게. 
(そうか、そうしよう、では一忚私もその人には電話して置く。) na 保留 
38 KF11 그래.(そう。) その他 na 
39 KF12 그리고 이틀뒤에 그사람도 알아야되니깐 일단. 
(そして 2 日後その人も知らなければならないので一忚。) na 保留 
40 KF11 그러면 나는 일단 그때까지 미룰께. 
(では、私が一忚その時まで伸ばすよ。) 保留 na 
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41 KF11 거기 이력서 내는 거를 미루고 너 연락받고 가서 애기해 
보고, 그 다음에 가도록 하자.(そこ履歴書出すの伸ばして、あ
なた連絡受けて行って話してみて、その後に行くことにしよう。) 保留 na 







な発話をしている。その後、ライン番号 36 から 42 にかけて、KF11 と KF12 は「保留」の
発話を交換し、KF11 は、「거기 이력서 내는 거를 미루고 너 연락받고 가서 애기해 보고, 
그 다음에 가도록 하자.(そこ履歴書出すの延ばして、あなた連絡受けて行って話してみて、その
後に行くことにしよう。)」(ライン番号 41)と、直接的に変える時期を延ばすことに言及し、KF12



























































































































































































































































表 7-1 謝罪発話文を構成する意味公式の分類 
意味公式 下位分類 発話例 
直接謝罪 JM01：=そっか、ごめん、ごめん。KF01：미안해 <진짜>{<}.(ごめん<本当に>{<}。) 
責任 責任認め 負担度軽：JM03：ちょっと遅くなっちゃった。  KF17：그래서 어 20 분이나 
늦었네, &,,(それで、えっと、20 分も遅れちゃったね、&,,)   
負担度重 ：  JF27：それは本当に「JF28 名」の顔に泤に塗ってしまって&,, 
KM03：너무 내 생각만 해서&,, (本当に私のことばかり思って&,,)   
責任否認 負担度軽：JM09:やあ、俺もどうしてもないっ[↑]、どうしてもなかった正直、&,, 
不満表明 負担度軽：KM09：<약간 웃음>아-,왜 전화를 집에, 어쨌든&,,(<尐し笑い>あ
ー、何で電話を家に、とりあえず&,,) 
状況説明 事態言及 負担度重： JM25： あのう、新聞で、ちょっと家に凄い近くて、条件がいいの見
付けちゃって、辞めたいんだけど…。KF11：그것보다 더 편한데를 내가 
구해가지구-, 지금 거기에 하려고 하는데&,,(それよりもっと楽な所を私が探
したので、今そこをしようとするけど&,,) 
理由言及 負担度軽：JM13: なんか、人身事故でちょっと動かなくて。  JF07：なんか、電






負担度軽：KF11：배고프지?.( おなか空いたね?。) KF13：어 어휴! 야, <야, 
어떻게->{<}[↑][큰 소리로],,( あ、もう！ちょっと、<もう、どうしよう>{<} [↑][大きい声で] ,,) 
負担度重：JM03：せっかく紹介してもらって(まあーね)&,,KF01：그래두,되게 무리하게 얻어준 
건데 그만둔다고 하니깐. (だけど、すごく無理して雇ってもらったのに辞めると言うから。) 
代償言及 JJF31：<まあ>{>}でも、今日はじゃなんか奢るから&,,  
KM07：커피 한 잔 살게.（コーヒー一杯奢る。） 

















表 7-2 応答発話文を構成する意味公式の分類 




><大丈夫>{>}。） KF04：알았어, <어쩔수없지>{<},,(わかった、<仕方ない>{<},,) 
負担度重： JF22：=もうちょっと待ってね、うん、じゃ、一忚聞いて(うん)みることは
聞 い て み る ね < 笑 い > 。 KF26：갈때 아니야 괜찬아, 갈때 사람 구할 







JF08：私も携帯忘れたし。KF16：뭐 그럴 수도 있지, 그러면서(<웃음>).(そういうこともあるし、
な ん て ね (< 笑 い >) 。 )KM12：핸드폰을 놓고 와 가지고 연락이 안 되니깐 너무 
불편하네.(携帯を置いて来たから、連絡ができないから、とても不便だね。) 
負担度重：JF02：<まあ、バイト>｛>}楽しい方がいいもんね、<実際>{<}。JF14：そうだよね(うん)、人
間関係は結構(うん)重要な要素だからね=。KF14：나는 괜찮은데, &,,(私は大丈夫だけど&,,) 
情報求め 負担度軽：JM16：何やってた?(<笑い>)。  
KM06：왜 이렇게 늦었어?.(何でこんなに遅れたの?。) 
負担度重：KF04：＝다른 알바를 뭐 생각해 둔게 있는거야?.(＝他のバイトを考えている
の?。) JF04：え[↑]、そのバイト自体は良くないとか、なんかそのバイト自体に何かあるとかでは
ないんやろ?。 
回避 話題転換 JF02：じゃーどうする?何食べる?。 





KF04：그래- 어<약간 웃음>[→].( そうー、あー<尐し笑い>[→]。) 
非難 負担度軽：JM18：20 分も待ったんだよね。  
KF04：어, 뭐야  20 분 지났어-.(何だ、もう 20 分過ぎたじゃん。)  
負担度重：JF04：なんかすごい、すごい[↑] 頼んだ、んよね、<私>{<}。 KM16：】】<넌 계속>{>} 
미안하다고만 얘기를 하는데…, 그럼 미안할 상황을 만들지 말아야지, 그럼[화난 
말투로 이야기함].( 】】<おまえはずっと>{>} すまないしか言わないけど…、そしたら最初から謝
る状況を作んなければいいじゃん[怒った口調で]。) 





定者を立て、Cohen‟s Kappa を用いて確認した。以下の表 7-3 に、「謝罪発話文」における
コーディングの評定者間信頼性係数を示す。 
 
表 7-3 日韓母語話者の「謝罪発話文」における評定者間信頼係数 
 日本語母語話者 韓国語母語話者 
負担度が軽い謝罪場面 κ＝0.926（κ＞0.70） κ＝0.874（κ＞0.70） 
負担度が重い謝罪場面 κ＝0.899（κ＞0.70） κ＝0.767（κ＞0.70） 
 





表 7-4 日韓母語話者の「応答発話文」における評定者間信頼係数 
 日本語母語話者 韓国語母語話者 
負担度が軽い謝罪場面 κ＝0.766（κ＞0.70） κ＝0.845（κ＞0.70） 














































































































































 表 7-5 と表 7-6 では、負担度が軽い場合の日韓母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の
頻度と割合を全体的に示し、どの発話文を多く用いているかを比較した。「謝罪発話文」の
全体的な使用頻度は、日本語女性 100 例、日本語男性 80 例、韓国語女性 73 例、韓国語男
性 47 例の順であり、特に、韓国語男性の「謝罪発話文」の頻度が一番尐なかった。 
 
表 7-5 負担度が軽い場合の日韓母語話者の「謝罪発話文」の頻度と割合 
謝罪発話文 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 
直接謝罪 ＊41 (51.25) ＊64 (64.00) ＊25 (53.19) ＊44 (60.27) 
責任 認め ＊22 (27.50) ＊22 (22.00) ＊9 (19.15) ＊13 (17.81) 
否認 3 (3.75) 0 (0.00) 1 (2.13) 0 (0.00) 
不満 3 (3.75) 0 (0.00) 4 (8.51) 1 (1.37) 
状況 事態 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
理由 6 (7.50) 5 (5.00) 1 (2.13) 4 (5.48) 
対処 4 (5.00) 6 (6.00) 2 (4.25) 3 (4.11) 
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なだめ ＊0 (0.00) ＊0 (0.00) ＊0 (0.00) ＊7 (9.59) 
代償言及 1 (1.25) 3 (3.00) 4 (8.51) 1 (1.37) 
自制の約束 0 (0.00) 0 (0.00) 1 (2.13) 0 (0.00) 
合計 80 (100.00) 100 (100.00) 47 (100.00) 73 (100.00) 
( )は割合 ＊ｐ＜．05 
 
表 7-5 をみると、日韓母語話者の「謝罪発話文」を、カイ二乗検定で比較した結果、「直
接 謝 罪 」 (χ2(3)=15.237,p=0.002) 、「 責 任 認 め 」 (χ2(3)=10.319,p=0.016) 、「 な だ め 」
(χ2(3)=12.585,p=0.006)では、有意な差が認められたが、「責任の否認(χ2(3)=6.300,p=0.098,n.s)」、
「不満表明 (χ2(3)=5.625,p=0.131,n.s)」、「理由言及 (χ2(3)=4.594,p=0.204,n.s)」、「対処行動

























                                                   















以下の表 7-6 の「応答発話文」の全体的な使用頻度は、日本語女性で 64 例、韓国語女性
で 44 例、日本語男性で 41 例、韓国語男性で 25 例と、韓国語男性の「応答発話文」の頻度
が最も尐なかった。 
 
表 7-6 負担度が軽い場合の日韓母語話者の「応答発話文」の頻度と割合 
応答発話文 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 
譲歩＋明示的な受諾 ＊6 (14.63) ＊13 (20.31) ＊1 (4.00) ＊8 (18.18) 
受諾 明示的 ＊3 (7.32) ＊12 (18.75) ＊2 (8.00) ＊5 (11.36) 
非明示的 ＊6 (14.63) ＊5 (7.81) ＊0 (0.00) ＊2 (4.55) 
譲歩 ＊11 (26.83) ＊12 (18.75) ＊5 (20.00) ＊2 (4.55) 
情報求め 4 (9.76) 8 (12.50) 3 (12.00) 5 (11.36) 
回避 話題転換 0 (0.00) 3 (4.69) 2 (8.00) 1 (2.27) 
感嘆詞 2 (4.88) 5 (7.81) 1 (4.00) 1 (2.27) 
非難＋譲歩 0 (0.00) 0 (0.00) 2 (8.00) 2 (4.55) 
非難＋情報求め ＊0 (0.00) ＊0 (0.00) ＊0 (0.00) ＊3 (6.82) 
非難＋代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 1 (4.00) 0 (0.00) 
非難 9 (21.95) 5 (7.81) 8 (32.00) 12 (27.27) 
代償要求 0 (0.00) 1 (1.57) 0 (0.00) 3 (6.82) 
合計 41 (100.00) 64 (100.00) 25 (100.00) 44 (100.00) 





















韓国語男性で 32.00%、韓国語女性で 38.64%と、韓国語母語話者が 3割程度であるのに対し、


























(1.57%)、韓国語女性 3 例(6.82%)である。 
 
7.2.2負担度が重い場合の日韓母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の分析結果 
表 7-7 と表 7-8 では、負担度が重い場合の日韓母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の
頻度と割合を全体的に示し、どの発話文を多く用いているかを比較した。「謝罪発話文」の
全体的な使用頻度は、日本語女性 79 例、日本語男性 61 例、韓国語女性 56 例、韓国語男性
32 例と、特に、韓国語男性の「謝罪発話文」の頻度が一番尐なかった。 
 
表 7-7 負担度が重い場合の日韓母語話者の「謝罪発話文」の頻度と割合 
謝罪発話文 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 
直接謝罪 35 (57.38) 40 (50.63) 21 (65.63) 30 (53.57) 
責任 認め 7 (11.48) 9 (11.39) 4 (12.50) 9 (16.07) 
否認 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
不満 0 (0.00) 1 (1.27) 0 (0.00) 0 (0.00) 
状況 事態 7 (11.48) 13 (16.46) 3 (9.37) 7 (12.50) 
理由 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
対処 2 (3.27) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
なだめ 10 (16.39) 16 (20.25) 4 (12.50) 10 (17.86) 
代償言及 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
自制の約束 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
合計 61 (100.00) 79 (100.00) 32 (100.00) 56 (100.00) 
( )は割合 
 
表 7-7 をみると、 日韓母語話者の「謝罪発話文」を、カイ二乗検定で比較した結果、有
意な差が認められなかった ( 「直接謝罪 (χ2(3)=2.483,p=0.478,n.s) 」、「責任認め
(χ2(3)=2.451,p=0.484,n.s) 」、「 不 満 表 明 (χ2(3)=3.000,p=0.392,n.s) 」、「 事 態 言 及
















「なだめ」の 4 つを主に用いるという共通性が見られた。 
以下の表 7-8 に示されているように、「応答発話文」の全体的な使用頻度は、日本語女性
40 例、日本語男性 35 例、韓国語女性 30 例、韓国語男性 21 例と、特に、韓国語男性の「応
答発話文」の頻度が最も尐なかった。 
 
表 7-8 負担度が重い場合の日韓母語話者の「応答発話文」の頻度と割合 
応答発話文 日本語男性 日本語女性 韓国語男性 韓国語女性 
譲歩＋明示的な受諾 1 (2.86) 3 (7.50) 3 (14.29) 2 (6.66) 
受諾 明示的 7 (20.00) 7 (17.50) 6 (28.57) 9 (30.00) 
非明示的 3 (8.57) 6 (15.00) 0 (0.00) 3 (10.00) 
譲歩 3 (8.57) 7 (17.50) 1 (4.76) 1 (3.33) 
情報求め 3 (8.57) 6 (15.00) 2 (9.52) 4 (13.34) 
回避 話題転換 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
感嘆詞 3 (8.57) 5 (12.50) 0 (0.00) 4 (13.34) 
非難＋譲歩 0 (0.00) 0 (0.00) 1 (4.76) 0 (0.00) 
非難＋情報求め 0 (0.00) 0 (0.00) 1 (4.76) 0 (0.00) 
非難＋代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 
非難 15 (42.86) 6 (15.00) 7 (33.34) 6 (20.00) 
代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 1 (3.33) 





(χ2(3)=0.579,p=0.901,n.s) 」、「 非 明 示 的 な 受 諾 (χ2(3)=5.960,p=0.114,n.s) 」、「 譲 歩
(χ2(3)=3.793,p=0.285,n.s) 」、「 情 報 求 め (χ2(3)=1.921,p=0.589,n.s) 」、「 回 避 の 感 嘆 詞
(χ2(3)=3.307,p=0.347,n.s)」、「非難＋譲歩 (χ2(3)=3.000,p=0.392,n.s)」、「非難＋  情報求め
(χ2(3)=3.000,p=0.392,n.s) 」、「 非 難 (χ2(3)=2.544,p=0.467,n.s) 」、「 代 償 要 求























性で 42.86%、日本語女性で 15.00%、韓国語男性で 42.86%、韓国語女性で 20.00%である。 

































65.62%、韓国語男性で 32.00%、韓国語女性で 38.64%と、韓国語母語話者が 3 割程度である









する「肯定的な応答」は、日本語男性は 40.00%、日本語女性は 57.50%、韓国語男性は 47.62%、
韓国語女性は 49.99%と、日本語女性で一番多く現れていた。「謝罪発話文」に対する「ニュ
ートラルな応答」は、日本語男性で 17.14%、日本語女性で 27.5%、韓国語男性で 9.52%、
韓国語女性で 26.68%と、女性の方で多く見られていた。「謝罪発話文」に対する「否定的な


























表 7-9 負担度が軽い場合の日本語母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の頻度と割合 
謝罪発話文 日本語男性 日本語女性 応答発話文 日本語男性 日本語女性 
直接謝罪 41 (51.25) 64 (64.00) 譲歩＋明示的な受諾 6 (14.63) 13 (20.31) 
責任 認め 22 (27.50) 22 (22.00) 受諾 明示的 3 (7.32) 12 (18.75) 
否認 3 (3.75) 0 (0.00) 非明示的 6 (14.63) 5 (7.81) 
不満 3 (3.75) 0 (0.00) 譲歩 11 (26.83) 12 (18.75) 
状況 事態 0 (0.00) 0 (0.00) 情報求め 4 (9.76) 8 (12.50) 
理由 6 (7.50) 5 (5.00) 回避 話題転換 0 (0.00) 3 (4.69) 
対処 4 (5.00) 6 (6.00) 感嘆詞 2 (4.88) 5 (7.81) 
なだめ 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋譲歩 0 (0.00) 0 (0.00) 
代償言及 1 (1.25) 3 (3.00) 非難＋情報求め 0 (0.00) 0 (0.00) 
自制の約束 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 
合計 80 (100.00) 100(100.00) 非難 ＊9 (21.95) ＊5 (7.81) 
 代償要求 0 (0.00) 1 (1.57) 
合計 41(100.00) 64(100.00) 





































































例）」、「仕方ない(1 例)」、「わかった(1 例)」、「全然、気にしない(1 例)」、「怒ってない(1 例)」、
等、日本語女性において「明示的な受諾」として多く用いられた言葉は、「いや（11 例）」、「大丈夫






＜会話例 7－1＞ 負担度が軽い場合の日本語女性の肯定的な応答① 




12 JF05 ごめん<ね>{<}。 謝罪 
13 JF06 <何>{>}、いや全然、 何かあったのかと思ったし=。 受諾＋譲歩 
16 JF05 あー、そうか、ごめんね=。 謝罪 
17 JF06 =いやいやいや、 ごめん、ご<めん>{<}。 受諾＋譲歩 









＜会話例 7－2＞ 負担度が軽い場合の日本語男性の肯定的な応答① 
ライン
番号 
話者 発話内容 謝罪忚答発話文 
 
19 JM01 ごめん、ごめん、本当に。 謝罪 













9 JM03 そう、ごめん、&,, 謝罪 
10 JM03 電車が止、<止まっちゃったので>{<}。 理由 
11 JM04 <あー電車だった>{>}、あー、そうだったんだ、ごめん、そういうもん、携
帯なかったから確認(おお)できん、そっか。 譲歩 



















＜会話例 7－4＞ 負担度が軽い場合の日本語女性のニュートラルな応答① 
ライン 
番号 
話者 発話内容 謝罪忚答発話文 
 
1 JF03 ごめんね、&,, 謝罪 
2 JF03 かなり遅くなっちゃった、着くの。 責任認め 












14 JM25 うーん、携帯持ってないから分かんないよね、&,, 不満表明 
15 JM25 ごめんね、&,, 謝罪 
16 JM25 とりあえず遅れちゃって。 責任認め 
17 JM26 そうか。 回避(感嘆詞) 
＜会話例 7－6＞ 負担度が軽い場合の日本語女性のニュートラルな応答② 
ライン 
番号 




29 JF01  ごめんね。 謝罪 
30 JF02  じゃーどうする?何食べる?。 回避(話題転換) 
























＜会話例 7－7＞ 負担度が軽い場合の日本語男性の否定的な応答① 
ライン
番号 
話者 発話内容 謝罪忚答発話文 
 
1 JM09 あー、ごめん，&,, 謝罪 
2 JM09 遅れちゃった。 責任認め 
3 JM10 お前、何分遅れてんだよ、お前。 非難 
＜会話例 7－8＞ 負担度が軽い場合の日本語女性の否定的な応答② 
ライン 
番号 
話者 発話内容 謝罪忚答発話文 
 
1 JF31 ごめん、&,, 謝罪 
301 
 
2 JF31 遅くなっちゃってすごく。 責任認め 
3 JF32 すごい待ったよ。 非難 
 
＜会話例 7－7＞と＜会話例 7－8＞は、謝罪に対し非難する会話例であるが、＜会話例 7
－7＞は、JM09 が、「ごめん」と謝罪し、遅れたことに対して責任を認める発話をしている
が、JM10 は受け入れずに、「お前」と「遅れた」という言葉を用いて JM09 を直接的に非難



































謝罪発話文 韓国語男性 韓国語女性 応答発話文 韓国語男性 韓国語女性 
直接謝罪 25 (53.19) 44 (60.27) 譲歩＋明示的な受諾 1 (4.00) 8 (18.18) 
責任 認め 9 (19.15) 13 (17.81) 受諾 明示的 2 (8.00) 5 (11.36) 
否認 1 (2.13) 0 (0.00) 非明示的 0 (0.00) 2 (4.55) 
不満 4 (8.51) 1 (1.37) 譲歩 ＊5 (20.00) ＊2 (4.55) 
状況 事態 0 (0.00) 0 (0.00) 情報求め 3 (12.00) 5 (11.36) 
理由 1 (2.13) 4 (5.48) 回避 話題転換 2 (8.00) 1 (2.27) 
対処 2 (4.25) 3 (4.11) 感嘆詞 1 (4.00) 1 (2.27) 
なだめ ＊0 (0.00) ＊7 (9.59) 非難＋譲歩 2 (8.00) 2 (4.55) 
代償言及 4 (8.51) 1 (1.37) 非難＋情報求め 0 (0.00) 3 (6.82) 
自制の約束 1 (2.13) 0 (0.00) 非難＋代償要求 1 (4.00) 0 (0.00) 
合計 47(100.00) 73(100.00) 非難 8 (32.00) 12 (27.27) 
 代償要求 0 (0.00) 3 (6.82) 
合計 25(100.00) 44(100.00) 











































































丈夫（7 例）」、「아니(야)(いや（5 例）」、「어쩔수없지(仕方ない（2 例）」、「아니야(いいよ(2
例)」、「알았어(わかった(1 例)」等であった。 
 
＜会話例 7－9＞ 負担度が軽い場合の韓国語男性の肯定的な応答①  
ライン
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
11 KM07 《잠시간격》진짜 멈춰가지고 못 온 거니깐, &,, 
（《尐し間》本当に止まって来られなかったので、&,,） 理由言及 
12 KM07 미안해&,,（ごめん&,,） 謝罪 
13 KM07 <내가 어>{<},, （<私がうん>{<},,） - 
14 KM08 <웃으면서><괜찮아>{>}.（<笑いながら><大丈夫>{>}。） 明示的な受諾 
















31 KF17 미안하다-, &,,(ごめんね-、&,, ) 謝罪 
32 KF17 화풀어.(機嫌直して。) なだめ 










32 KM03 그러니깐,  어쨌든 내가 늦었으니깐,&,, 
(だから、とりあえず私が遅れたから、&,,) 責任認め 
33 KM03 내가 미안해.(私がごめん。) 謝罪 
34 KM04 나도 이번에 핸드폰 안 가지고 온 것도 내 실수니깐 우리 
빨리 밥이나 먹으러 가자. (私も今回携帯を持って来なかったのは




















＜会話例 7－12＞ 負担度が軽い場合の韓国語男性のニュートラルな応答① 
ライン
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
1 KM05 미안,&,, (ごめん、&,,) 謝罪 
2 KM05 늦었지.(遅れたでしょ。) 責任認め 







＜会話例 7－13＞ 負担度が軽い場合の韓国語男性のニュートラルな応答② 
ライン
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
151 KM13 음-, 미안해.(うん-、ごめん。) 謝罪 
152 KM14 《침묵 6 초》아무튼 그러면은 다른 데로 갈까?, 아니 이거 먹고 
가야 될 것 <아니야>{<}.(《沈黙 6 秒》とにかく、そしたら別のとこ行
く?,いやでもこれ飲ま<ないと>{<}。) 回避(話題転換) 
























40 KM31 《잠시간격》알았어,미안해&,,(《尐し間》わかった、ごめん&,,) 謝罪 
41 KM31 내가(어) 오늘 술은 내가 살께.(私が(うん)今日お酒奢るよ。) 代償言及 
42 KM32 술 사는게 문제가 아니라, 너는 이거 이게, 항상(<웃음>) 이래 
맨날 이래, 항상 늦는다니깐.(お酒奢ることの問題じゃなく、君はこ
れが、いつも(<笑い>)こう、毎日こう、いつも遅れるから。) 非難 





5 KF11 어-, 진짜 미안해 &,,(あー、本当ごめん&,,) 謝罪 
6 KF11 배고프지?.(おなか空いたでしょ?。) なだめ 















＜会話例 7－16＞ 負担度が軽い場合の韓国語男性の否定的な応答② 
ライン
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
12 KM09  《잠시간격》 아- 미안. (《尐し間》 あー、ごめん。) 謝罪 
13 KM10 아-, 이 새끼, 그래도 20 분, 20 분이나 늦었는데,  이 새끼 










16 KF01 <웃으면서>미<안해>{<}.(<笑いながら>ご<めん>{<}。) 謝罪 
17 KF02 <왜 이렇게>{>}.(<どうして>{<}。) 非難 





は、KM09 が遅れたことについては非難しているものの、「이 새끼 밥이나 사라 그냥(て
めえご飯でも奢りなただ)」と代償を要求している。＜会話例 7－17＞は、謝罪する側であ
る KF01 が「미안해(ごめん)」と謝罪したが、謝罪される側である KF02 は、「<왜 이렇게>{>}.(<

































































 表 7-11 では、負担度が重い場合の日本語母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の頻度
と割合を全体的に示し、どの発話文を多く用いているかを比較した。 
 
表 7-11 負担度が重い場合の日本語母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の頻度と割合 
謝罪発話文 日本語男性 日本語女性 応答発話文 日本語男性 日本語女
性 
直接謝罪 35 (57.38) 40 (50.63) 譲歩＋明示的な受諾 1 (2.86) 3 (7.50) 
責任 認め 7 (11.48) 9 (11.39) 受諾 明示的 7 (20.00) 7 (17.50) 
否認 0 (0.00) 0 (0.00) 非明示的 3 (8.57) 6 (15.00) 
不満 0 (0.00) 1 (1.27) 譲歩 3 (8.57) 7 (17.50) 
状況 事態 7 (11.48) 13 (16.46) 情報求め 3 (8.57) 6 (15.00) 
理由 0 (0.00) 0 (0.00) 回避 話題転換 0 (0.00) 0 (0.00) 
対処 2 (3.27) 0 (0.00) 感嘆詞 3 (8.57) 5 (12.50) 
なだめ 10 (16.39) 16 (20.25) 非難＋譲歩 0 (0.00) 0 (0.00) 
代償言及 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋情報求め 0 (0.00) 0 (0.00) 
自制の約束 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 
合計 61(100.00) 79(100.00) 非難 ＊15 (42.86) ＊6 (15.00) 
 代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 
合計 35(100.00) 40(100.00) 












































































＜会話例 7－18＞ 負担度が重い場合の日本語男性の肯定的な応答① 
ライン
番号 






57 JM05 ちょっと申し訳ないんです。 謝罪 
58 JM06 まあ，仕方ないのもあるからね。 明示的な受諾 









52 JF07 やっぱり家から近いし(うん)、時給もいいから(うん)、&,, 事態言及 
313 
 
























89 JM09 本当に申し訳ないっす。 謝罪 
90 JM10 うん。 非明示的な受諾 





26 JF13 だから、本当に申し(うんうん)訳(うんうん)ないんだけど…。 謝罪 
27 JF14 そうだよね(うん)、人間関係は結構(うん)重要な要素だからね=。 譲歩 
＜会話例 7－20＞では、JM09 が「申し訳ない」と謝罪したのに対し、JM10 は「うん」の
みの一語で反応している。＜会話例 7－21＞では、謝罪する側である JF13 が「申し訳ない」


















＜会話例 7－22＞ 負担度が重い場合の日本語女性のニュートラルな応答 
ライン 
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 





16 JF07 本当悪いんだけど…。 謝罪 






＜会話例 7－23＞ 負担度が重い場合の日本語男性のニュートラルな応答 
ライン
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
17 JM05 やあ、本当に申し訳ないだけど。 謝罪 
18 JM06 《沈黙 3 秒》ううんー。 回避(感嘆詞) 





                                                   



























1 JM17 申し訳ないんだけど、&,, 謝罪 
2 JM17 今やってるバイトは…、《尐し間》ちょっと時給が安いし、実は、新聞で
[↑]もっといいバイト見付けたんだ。 事態言及 
3 JM17 本当に紹介してもらって&,, なだめ 
4 JM17 申し訳ないけど、&,, 謝罪 
5 JM17 そっちにしようと思ってるだ。 事態言及 
6 JM18  えー、でも、だって、やあ、なんか、俺も店長に無理言って、そのー、“こ
の人いい人だから”って勧めて。 非難 
 





4 ＪＭ25 ごめん、ごめんね、&,, 謝罪 
5 ＪＭ25 すごい無理に紹介してもらっちゃったんだけど=。 なだめ 
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いるのがわかる。＜会話例 7－25＞で、謝罪する側である JM25 は「ごめん」と 2 回連続謝















男性で 4 割程度、女性でほぼ 6 割程度の「肯定的な応答」の「謝罪－軽減語」を用いてい















 表 7-12 では、負担度が重い場合の韓国語男女母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の
頻度と割合を全体的に示し、どの発話文を多く用いているかを比較した。 
 
表 7-12 負担度が重い場合の韓国語母語話者の「謝罪発話文と応答発話文」の頻度と割合 
謝罪発話文 韓国語男性 韓国語女性 応答発話文 韓国語男性 韓国語女性 
直接謝罪 21 (65.63) 30 (53.57) 譲歩＋明示的な受諾 3 (14.29) 2 (6.66) 
責任 認め 4 (12.50) 9 (16.07) 受諾 明示的 6 (28.57) 9 (30.00) 
否認 0 (0.00) 0 (0.00) 非明示的 0 (0.00) 3 (10.00) 
不満 0 (0.00) 0 (0.00) 譲歩 1 (4.76) 1 (3.33) 
状況 事態 3 (9.37) 7 (12.50) 情報求め 2 (9.52) 4 (13.34) 
理由 0 (0.00) 0 (0.00) 回避 話題転換 0 (0.00) 0 (0.00) 
対処 0 (0.00) 0 (0.00) 感嘆詞 0 (0.00) 4 (13.34) 
なだめ 4 (12.50) 10 (17.86) 非難＋譲歩 1 (4.76) 0 (0.00) 
代償言及 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋情報求め 1 (4.76) 0 (0.00) 
自制の約束 0 (0.00) 0 (0.00) 非難＋代償要求 0 (0.00) 0 (0.00) 
合計 32(100.00) 56(100.00) 非難 7 (33.34) 6 (20.00) 
 代償要求 0 (0.00) 1 (3.33) 





































































92 KM03 미안해,&,,(ごめん,&,,) 謝罪 
93 KM03 생각이 짧았어.(軽率だった。) 責任認め 
94 KM04 어, 그래 그러면은 나중에 또 그 사람한테 연락해서,  알바 
구해지면은 더 일찍 그만둘 수 있으면 그만두게 해 줄께. 
(うん、そしたら 後でまたあの人に連絡して、 人決まったらもっと早く
辞めれるように言っとく。) 受諾＋譲歩 
＜会話例 7－27＞ 負担度が重い場合の韓国語女性の肯定的な応答① 
ライン 
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
111 KF13 <미안>{>}해. (<ごめん>{>}ね。) 謝罪 
112 KF14 응 괜찮아, 그럴 수도 <있지>{<}<웃음>. 




し受諾しながら、「알바 구해지면은 더 일찍 그만둘 수 있으면 그만두게 해 줄께(人決ま
ったらもっと早く辞めれるように言っとく)」と更なる譲歩の発話をし、謝罪内容を受け入
れることを示している。＜会話例 7－27＞は、謝罪する側である KF13 が「미안해. (ごめん











30 KF19 응 미안.(うん、ごめん。) 謝罪 
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31 KF20 어.(うん。) 非明示的な受諾 
















12 KM05 아-, 미안하다 진짜.(あー、ごめん、マジで。) 謝罪 
13 KM06 이유가 뭔데?. 理由は?。 情報求め 
＜会話例 7－29＞は、KM05 が「진짜(マジで。)」と強調しながら「ごめん」と謝罪しており、 
KM06 その理由を尋ねている。 
 





9 KF09 조금 힘든 것 같은데(어), &,,(ちょっと大変なので(うん)&,,) 事態言及 
10 KF09 그래서 아 진짜 미안한데(어)&,, 
(だからあー本当にすまないけど(うん)&,,) 謝罪 
11 KF09 그거를 이제 바꿀까 하는데…. 
(それをもう変えようかなと思うけど…。) 事態言及 















女性より男性の方で 2 倍程度多く用いられている。 
 





14 KM07 아-, 진짜 미안한데 &,,(あー、マジでごめん&,,) 謝罪 
15 KM07 더 좋-은- 알바가 있어가지고=.(もっといいバイトがあって=。) 事態言及 




＜会話例 7－32＞ 負担度が重い場合の韓国語女性の否定的な応答 
ライン 
番号 
話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
48 KF13 어(응) 그래서 내가 너 얼굴있어서&,, 
(うん(うん)それで、あなたの面子もあるし&,,) 責任認め 
49 KF13  아-좀 미안하긴 한데….(あー、ちょっと悪いとは思うけど…。) 謝罪 













































































































































番号 15 で、「미안해[목소리가 점점 작아짐].(ごめん[声が段々小さくなる]。)」と自ら自分のフ








15 KF11 미안해[목소리가 점점 작아짐].(ごめん[声が段々小さくなる]。) 


























会話中 15 会話、日本語女性は 16 会話中 14 会話、韓国語男性は 16 会話中 12 会話、韓国語







































本語男性で 1 会話(6%)、日本語女性で 4 会話(25%)、韓国語男性で 1 会話(6%)、韓国語女性
で 3 会話(19%)が現れ、合計 9 会話であった。日本語男性の会話は、会話終了の際、「謝罪
定型表現」が一回現れていたが、会話が収束するまで一回も「核談話」が現れていなかっ


































け入れる場合は、日本語男性は 16 会話中 11 会話、日本語女性は 16 会話中 8 会話、韓国語
男性は 16 会話中 10 会話、韓国語女性は 16 会話中 14 会話であったが、総計 43 会話中 1 回
目から 4 回目の段階で受け入れられる会話は、37 会話であり、約 9 割を占めていた。一方、
5 回目と 7 回目の段階で受け入れられる会話は、6 会話であり、約 1 割であった。つまり、
本研究で設定した負担度が重い謝罪場面では、「交渉談話」あるいは「核談話」のやりとり





い場合の展開は、日本語母語話者、特に、女性の方で多く現れた構造であり、1 回目と 2 回
目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け入れない場合は、日韓による差はあまり見ら
れないが、男性の方で多く現れていた構造である。次に、1 回目と 2 回目と 3 回目の「交渉
談話」あるいは「核談話」で受け入れない場合の展開は、日韓による、男女による差があ
まり見られず、1 回目と 2 回目と 3 回目と 4 回目の「交渉談話」あるいは「核談話」で受け
入れない場合は、日本語男女母語話者で 1 会話ずつ現れていた構造である。受け入れない
場合は、日本語男性は 16 会話中 5 会話、日本語女性は 16 会話中 8 会話、韓国語男性は 16
会話中 6 会話、韓国語女性は 16 会話中 2 会話であったが、1 回目から 3 回目の段階で受け
入れられない会話は、 総計 21 会話中 19 会話であり、約 9 割を占めていた。さらに、受け
入れない場合の特徴は、本題に入る際「交渉談話」のやりとりが行われている会話が、21
会話中 15 会話であり、約 7 割であった。つまり、受け入れない場合の基本状態は、「交渉




































39 JM31 電車動いて、乗って、降りて、&,, 
40 JM31 今、20 分遅れちゃった、&,, 
41 JM31 ごめん。 
42 JM32 ああー。 
43 JM31 まあ 20 分位だから、どうってことじゃないんじゃない??。 
44 JM32 うーん、うんうん。 


























1 JF09 ごめん、もくもく「JF10 愛称」。 核談話 
2 JF10 「JF09 名」ちゃんどうしたの?<笑い>。  
3 JF09 なんか途中でね、でんちゃ、でん、でんちゃとか言っちゃった(<笑い>),,  
ライン番号 4～22 省略  





24 JF10 <<笑いながら>全然、全然>{>}。←受諾 
25 JF09 メールとかすればよかったんだけど(<笑い>)、繋がらねーとか思ってなんかすご
い褪せちゃって。 
26 JF10 大丈夫、私も忘れてたし。 
27 JF09 本当、本当ごめん。 
28 JF10 大丈夫、大丈夫。←受諾 
ライン番号 29～36 省略  
37 JF09 <電車だから(うん)>{>}うん、まじで(うん)、本当ごめんね。 核談話 
38 JF10 <笑いながら>大丈夫、<私もよく遅れるから>{<}。←受諾  
39 JF09 <間に合わせようと思った>{>}。   
ライン番号 40～46 省略  
47 JF10 それより上がいるから,, 核談話 
48 JF09 <本当ごめん>{<}。  
49 JF10 <20 分ぐらい>{>}ならいける。←受諾   
50 JF09 もう絶対しないから。   
51 JF10 <笑いながら>まじで、そこまでおいちゃね。   
52 JF09 本当ごめん。  





23 で、JF09 は、再度、謝罪しており、JF10 は、「全然、全然」と、明示的に受け入れる意
を示している。また、ライン番号 27 で、JF09 は、再度、謝罪しており、JF10 は、「大丈夫、
大丈夫」と、明確に受け入れる意を示している。しかし、ここで会話は終了せず、ライン
番号 37 で、JF09 は、再度謝罪し、JF10 は、「<笑いながら>大丈夫、<私もよく遅れるから>{<}。」
(ライン番号 38)と受諾し、会話の終わりの部分にも、ライン番号 48 と 52 で、謝罪しており、
JF10 は、「<20 分ぐらい>{>}ならいける。」(ライン番号 49)、「全然大丈夫。」(ライン番号 53)と、

















1 KM16 야-, 너 왜 이제와[→].（お前、何で今来るの[→]。） 
 
 
2 KM15 어우 야, 그게 좀,《잠시간격》그게 오다가 지하철이 멈춰서.（あう、それが
ちょっと、《尐し間》それが来る途中地下鉄がとまっちゃって。） 
ライン番号 3～19 省略  
20 KM15 근데 너무 안 가니깐 일단은 좀 늦은 것 같아가지고 일단은 전화를 











21 KM16 =야-, 전화가 안 왔-다-고-[강조하는 듯한 목소리로]. 
（=お前、電話が来なｰかったｰの－[強調するような声で]。） 
22 KM16 이, 그, 너 지난 번에도 그러더라, 야=.（お前、前にもそうだったじゃん=。） 
23 KM16 =전화가 안 왔어, 전화가-.（=電話が来なかったのよ、電話が。） 
ライン番号 24～30 省略  
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31 KM15 《침묵 2 초》아이씨, 알았어, 내 미안한데, 야-. 














32 KM15 《잠시간격》그래 씨-, 오늘 저녁은 내가 살께, 그럼 돼?. 
（《尐し間》そう、ちっしょ、今日の夕食は私が奢る,ならいい?。） 
33 KM16 《잠시간격》야, 저녁이 문제가 아니라, 니 기본자세가 야-사람이 
<아무리 친구고>{<}【【.（《尐し間》お前、夕食の問題じゃないでしょ、お前の
基本姿勢がお前、人が<たとえ友だちだとし>{<}【【。） 
34 KM15 】】<아-, 진짜>{>}그래가지고[↑] 내가 전화를 했는데, 전화를 니가 안 
받더라니깐, 계속….（】】<あー、本当>{>}だから[↑]私が電話したけど、君が
電話を受けなかったので、ずっと…。） 
35 KM15 내가 미안해가지고 전【【.（私が悪いから電【【。） 
36 KM16 】】전화가 안 왔다고 전-화-가-아[흥분한 듯이 큰목소리로].（】】電話来な
かったのよ、電ー話ーがー[興奮したような大声で]。） 
ライン番号 37～47 省略  






＜会話例 8-4＞を見ると、KM16 の非難と KM15 の状況説明のやりとりから会話は始まり、
KM16 の非難や KM15 の状況説明のやりとりがライン番号 30 まで継続している「交渉談話」
が行われる。「交渉談話」のやりとりでは、KM16 が KM15 のフェイスを全然配慮せず、乱
暴な言葉でフェイスを侵害しており、基本状態から考えると、見積もりとのずれ幅が許容
範囲に至らない、過尐行動と捉えられ、有標行動になると考えられる。ライン番号 31 で、
KM15 は、「《침묵 2 초》아이씨, 알았어, 내 미안한데, 야-.（《沈黙 2 秒》あーゆ、分かった、
私が悪いけど、お前。）」と、ここで、初めて、「謝罪定型表現」が用いられる「核談話」が現
れているが、KM15 の不満そうな言い方により、KM16 は、非難を継続しており、「내가 
미안해가지고 전【【.（私が悪いから電【【。）」(ライン番号 35)と KM15 は謝罪しながら状況説明
をしようとしたが、KM16 の非難により遮られている。その後、ようやく、KM16 は、ライ














＜会話例 8-5＞ 個人的な話の「挿入談話」が現れている韓国語男性の会話例 
ライン 
番号 
話者 発話内容 謝罪談話 
1 KM13 아, 야, 미안하다.(あ、ごめん。) 核談話 
2 KM13 근데 왜 이렇게 전화를 안 받아=.(だけど、何で電話受け取らなかった=。)  
3 KM14 =나 핸드폰 안 갖고 왔는데.(=私携帯持って来なかった。)   
4 KM13 하-<아->{<}.(は-<あ->{<}。)   
ライン番号 5～48 省略  
49 KM14 이따 밥 먹으면서 술이나 한 잔하지 뭐. 
(あとでご飯食べる時、一杯飲むから。) ←譲歩 
  
50 KM13 그래.(わかった。)   
51 KM13 케잌으로 끝낼 걸, 술로 막아야 되겠구만. 
(ケーキで終わらせようとしたら、お酒になっちゃった。) 
  
52 KM14 《잠시간격》응??.(《尐しの間》うん??。)   
53 KM13 아니<웃음>, 아니.(いや<笑い>, 何でもない。)   
54 KM14 너 여자 친구는 안 보여주냐?.(おまえ、彼女は何で見せてくれない?。) 挿入談話 
55 KM13 여자 친구?.(彼女?。)   
56 KM13 여자 친구 그냥 그래, 요즘에 별로 관계도 안 좋고. (彼女、まあまあだよ、
最近はあんまり仲良くないし。) 
  
57 KM14 왜?.(なんで?。)   
58 KM13 아, 몰라, 짜증나[↑]['짜증나'를 강조하며]. 
(あ、しらねー、イライラする[↑][「イライラする」を強調しながら]。) 
  
59 KM14 왜?.(なんで?。)   
60 KM13 생각하기도 싫어.(思いたくもない。)   
61 KM14 왜왜왜?.(なんでなんでなんで?。)   
62 KM13 싸웠어.(ケンカしてる。)   
63 KM14 <왜?>{<}.(<どうした?>{<}。)   




65 KM14 <걔가>{>} 몇 살이지?.(<彼女って>{>} いくつだっけ?。)   
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66 KM13 23[스물셋][↑].(23[二十三][↑]。)   
67 KM14 예뻐?.(かわいい?。)   
68 KM13 그냥 그래, 그렇게 예쁘지 않어.(普通、そんなにかわいくはない。)   
 
＜会話例 8-5＞を見ると、KM13 の「謝罪発話文」から会話が始まる。その後、KM13 の「否
定的な責任関連発話文」、「状況説明発話文」、「過失修復発話文」と KM14 の「事態確認発
話文」、「非難発話文」のやりとりが行われる。ライン番号 49 で、KM14 は、明示的な受諾
の意を表す「受諾発話文」は用いていないが、KM13 の「過失修復発話文」を受け入れる「譲
歩発話文」を発しており、間接的に受け入れることで会話は収束されている。しかし、こ



































5 JF17 で、でも「JF18 名」に相談、うんー、紹介してもらった所だから&,,  
6 JF17 ちょっとどうしようと思って…。  
7 JF18 うんー。  
8 JF17 うんー、どうしたらいいかな?。  








12 JF17 <そうだよね>{>}。  
13 JF18 っていう感じも(うんー)するんだけど。  
ライン番号 14～22 省略  
23 JF17 <時給が>{>}高いのはね。  
24 JF18 そうだよ<ね>{<}。  
25 JF17 <魅力>{>}的だよね<笑い>=。  
26 JF18 =そうだよね。  
27 JF18 どうせやるならね。  
ライン番号 28～34 省略  
35 JF18 うん(うん)、と、そしたら(うんー)とりあえず、まああと 1 ヶ月位は(うん)、できれば<つ
づけてみてもらって>{<},, 
 
36 JF17 <あーそうだね>{>}。  
37 JF18 で、うん、まあ、最終的に(うん)、ね,,  
38 JF17 <そうか>{<}。  
39 JF18 <別に>{>}(うん)無理、無理強いとかできないから(うん)、最終的には「JF17 名」に
決めてもらって(うん)、&,, 
 




42 JF18 もし 1 ヶ月続ける中でなんか他に(うん)、いい面とか見えてきたら,,  
43 JF17 あー<そうだね>{<}。  
44 JF18 <面白###>{>}続けられる<可能性も>{<},,  
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45 JF17 <まだ、まだ 2 ヶ月位だし>{>}。  
46 JF18 そう、あるかもしれないから=。  




＜会話例 8-6＞を見ると、JF17 と JF18 の「交渉談話」のやりとりが行われている。JF17
は、状況を繰り返し説明しながら相手に理解を求めており、JF18 は、非難はしているが、
JF17 の状況は理解していることを言及している。これらのやりとりが行われてから、ライ
ン番号 35 から、JF18 は、問題になっている事柄を解決するための発話を繰り返し行い、JF17
は、自分の責任を認めているような発話をしてから、ライン番号 47 で、「=うん、とりあえず、
























18 KM19 《침묵 2 초》아니, 그래도 지금 내가 이것때문에 뺏기는 시간도 많고 
거긴 너무 이제, 시간이 11 시반에 끝나면 집에 오면 벌써 12 시가 





う、時間が 11 時半に終わって家来たら 12 時すぎるよ<12 時半>{<}【【。】 
19 KM20 】】<아 근데>{>} 야, 내가 솔직히 야, 그 뭐야, 점장님이 나보고 사람 








20 KM20 《잠시간격》그러니깐 세, “3 개월 이상 할 애로 내가 데리고 오라”고 
했는데 “아 알았다고 확실히 하는 애”라고 데리고 왔잖아 니, 근데 




21 KM19 그【【.(その【【。】   
22 KM20 】】내가 그, 내가 뭐가 돼, 나는 거기서 지금 또 지금도 알바 사람도 





23 KM19 야, 일단 뭐, 뭐 시키면서[↑] 지금 여기 우리 뭐 먹으러 왔잖아. 
(あ、とりあえずなんか、なんか頼んで[↑]今、ここ、俺たち飲みに来たんだろう。) 
挿入談話 
24 KM20 《잠시간격》그래, 시켜.(《尐しの間》うん、頼んで。)   
25 KM19 여기요[↑].(すみません[↑]。)   
ライン番号 26～83 省略  
84 KM19 <너는 너는>{>} 더더욱 그렇게 묶여 있는 게 있으니까 그렇지만 나는, 
난 뭐 별로 실속도 없었잖아.(<おまえは、おまえは>{>} いっそうそうやってつ
ながっているからそうだけど、俺は、俺には別にいいこともなかったじゃん。) 
交渉談話 
85 KM20 그게 중요한 게 <아니잖아…>{<}.(それが問題では<ないだろう…>{<}。)   
86 KM19 <아 뭐 그렇지>{>}.(<あ、まあ、そうだけど>{>}。)   
87 KM20 아이-씨-그【【.(あーちょっと、その【【。】   






89 KM20 《잠시간격》니는 씨-=.(《尐しの間》おまえはちょっとー=。) 
90 KM19 =먹으면서 먹으면서 해[뭔가를 먹는 듯한 소리를 냄]. 
(=食べて、食べて[何かを食べる音がする]。) 
91 KM19 배고프다(하-아).(腹減った(はーあー)。) 
ライン番号 92～105 省略  
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106 KM20 그래 알았어, 그러면 우선은 뭐 나는 사실 내가 그 점주도 아니고 
그리고 뭐, 너한테 허락을 하고 뭐 이럴만한 입장은 아니니깐 아무튼 
나는 니 의견 알겠고, 만약에 너가 얘기할 때 뭐 좀 트러블이 생기면 









激しい言葉遣いで相手を非難している。すると、ライン番号 23 で、KM19 は「야, 일단 뭐, 뭐 











































ライン番号 19～21 省略  
22 JM23 いや、ちょっと申し訳ないんだけど、&,, 核談話 
 23 JM23 ちょっと、ね(へえ)、ちょっと辞めーようかなと思っ<てて>{<}。 
24 JM24 <俺も>{>}結構さ(おお)、無理したし、<だからその別に[↑]>{<},, 









57 JM24 <そーうーね、えええー>{<}。 
58 JM23 <頼む、頼む>{>}。 
59 JM24 「友達名」、えー、でも、結構、あの時無理したしなーあ…。 
ライン番号 60～70 省略  
71 JM23 <まあ、ちょ>{>}多分、ごめん、ごめん。 核談話 
 72 JM24 いや[↑]、そんな、でも、俺だって、あの時めっちゃやりだがってたじゃん[↑]。 
ライン番号 73～83 省略  
84 JM23 そうだね、まあ条件的にすごいいいから。 交渉談話 
 85 JM24 飲食??。 
８６ JM23 そうだね。 
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87 JM23 飲、同じ飲食なんだけどね。 
88 JM23 まあ、ちょっと《尐し間》頼みます。 
91 JM24 いやー、ねー、俺本当に「友達名」に合わせる顔がないわ、そうしたら。 
ライン番号 92～100 省略  
101 JM23 やあ、申し訳ね、<ちょっと>{<}。 核談話 
 102 JM24 <もうちょっと>{>}続けて<みないと>{<}。 
103 JM23 <申し訳ない>{>}。 
104 JM24 もうちょっと続けてみない?。 





118 JM24 <やあ、たぶん>{>}でも、頼みはするけど(うん)。 
121 JM24 <まあね、また>{>}連絡するよ(うん)。 

















話」のやりとりが 4 回、「核談話」のやりとりが 3 回現れた会話である。上記で説明した



























性 31%‐女性 27%、「謝罪発話文」が男性 37%‐女性 41%、「責任関連発話文」が男性 28%‐
女性 23%であった。しかし、責任関連発話文の中で、男性は肯定が 59%‐否定が 41%で、
女性は肯定が 86%‐否定が 14%であった。一方、謝罪される側の「過失言及発話文」は男
性 33%‐女性 46%であり、「事態確認発話文」は男性 19%‐女性 15%、「非難発話文」は男

























であり、「謝罪発話文」が男性 18%‐女性 24%、「責任関連発話文」が男性 36%‐女性 28%
であった。しかし、責任関連発話文の中で、男性は肯定が 29%‐否定が 71%で、女性は肯
定が 43%‐否定が 57%であった。更に、「対人配慮や過失修復発話文」も男性は 10%‐女性
は 9%用いていた。一方、謝罪される側の「過失言及発話文」は男性 14%‐女性 24%であり、
「事態確認発話文」は男性 17%‐女性 9%、「非難発話文」は男性 48%‐女性 37%、「譲歩発













































44%‐女性 34%であり、「謝罪発話文」が男性 13%‐女性 16%、「対人配慮発話文」が男性
18%‐女性 23%、「責任関連発話文」が男性 16%‐女性 15%であった。しかし、責任関連発
話文の中で、男性は 100%責任認めの発話文を用いていたが、女性は肯定が 85%‐否定が 15%
現れていた。一方、謝罪される側の「事態確認発話文」は男性 13%‐女性 24%で、「非難発



























性 36%‐女性 39%、「謝罪発話文」が男性 9%‐女性 11%、「対人配慮発話文」が男性 17%‐
女性 19%、「過失修復発話文」が男性 10%‐女性 10%、「責任関連発話文」が男性 19%‐女
性 14%であった。しかし、責任関連発話文の中で、男性は肯定が 57%‐否定が 43%であり、
女性は肯定が 94%‐否定が 6%現れていた。一方、謝罪される側の「事態確認発話文」は男
性 17%‐女性 20%、「非難発話文」は男性 48%‐女性 33%、「譲歩発話文」は男性 14%‐女



































＜会話例 8-9＞ 否定的な「責任関連発話文」と「非難発話文」のやりとりの韓国語女性の会話例 
ライン 
番号 




14 KF09 그, 그래서 언니한테 계속 전화했는데 안 받는 거예요, 
<언니 전화【【>{<}.(それ、それで姉ちゃんにずっと電話したけど
繋がらなかったのよ<ねえちゃん電話【【>｛<｝。) 状況説明 na 
15 KF10 】】<나 오늘>{>} 따라 핸드폰을 놓고 와갔고. 
(】】<私今日>｛>｝よりによって携帯置いて来たから。) na 過失言及 
16 KF09 [흥분하면서] 왜 핸드폰을 놓고 와 아아--[무엇인가 
두드리는 소리][↑].([興奮しながら]なぜ携帯を置いてくるのあ
あー[何かを叩く音][↑]。) 責任(不満) na 
17 KF10 야 늦은 게 잘못 아니야?. (お前、遅れたのが酷くない?。) na 非難 
18 KF10 장난쳐 와 진짜 어-.(ぶざけるな、わ本当にあー。) na 非難 
19 KF09 아 아무튼 늦어서&,,(あーとりあえず遅れて&,,) 責任 na 
20 KF09 미안해요.(ごめんなさい。) 謝罪 na 
21 KF09 내가 근데, 하지만 내 탓이 아니야, 난 나름대로 일찍 
왔다고=. (私がだけど、でも私のせいじゃない、私は私なりに早く
出たのよ=。) 責任(否定) na 
346 
 
＜会話例 8-9＞を見ると、KF09 が状況説明をしているが、KF10 は携帯を置いて来たこと
に言及している。すると、KF09 は、その過失について興奮しながら不満な気持ちを表して
おり、これを受け、KF10 も遅れたことを責めながら相手を非難している。その後、KF09
は遅れたことを認め謝罪しているが、ライン番号 21 で、「내가 근데, 하지만 내 탓이 












21 KM04 아 그건 그래도, 늦는 건 아니지, 예의상 약속시간은 
제때 와야지.(まあ、それはそうだけど、遅れるのはどうかな、礼
儀上約束時間にはちゃんと来なくちゃ。) na 非難 
22 KM03 <웃으면서>아니, 새끼야, 전화를 했는데 안 받았잖아.(<笑
うながら>いや、このやろう、電話したけど受けなかったじゃん。) 責任(不満) na 
23 KM04 아니, 늦은 건 늦은 건데[↑][흥분한 듯이]. 
(いや、遅れたのは事実でしょ[↑][興奮したように]。) na 非難 
24 KM04 일단 먼저 사과를 해야쥐=[↑][흥분한 듯이].(とりあえずまず
謝るべきじゃん=[↑][興奮したように]。) na 非難 
25 KM03 =야- 그래서 미안하다고 오면서 그랬잖아, "아 미안 미안 
미안" 이랬는데 갑자기 전화 안 받았냐고 그러니깐 벌써 
한숨부터 그리고 뭐 세상이 무너진 듯이 한숨부터 쉬고. 
(=お前、だからごめんと言ったでしょ、 "あー、ごめんごめんごめ
ん" したのに、急に何で電話受けなかったかと聞くから、すぐひ
と息して、そして世間が終わったようにひと息からして。 ) 責任(不満) na 
26 KM03 친구 걱정도 안되냐?[흥분한 듯이]. 
(友達の心配はしないの?[興奮したように]。) 責任(不満) na 
27 KM03 내가 너가 만약 20 분 정도 늦으면, '아이 얘 사고라도 난 
게 아닌가?',  이 생각부터 먼저 드는 게 인륜 아니야??, 
그런 게[흥분한 듯이].(私が君が 20 分ぐらい遅れたら, '何か
事故でも起こったかな?',  さきこの考えをするのは人倫じゃな
い??、 なのい[興奮したように]。) 責任(不満) na 
28 KM04 아니, 거기서 또 인륜이 왜 나와-[↑]. 
(何でここでまた人倫何かが出るの-[↑]。) na 非難 
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29 KM04 (<웃음>)<약간 웃으면서>일단 니가 20 분이나 늦었잖아, 
씨.(<笑い>)<尐し笑いながら>とりあえずお前が 20 分も遅れたじ
ゃん, もう。) na 非難 
30 KM03 《잠시간격》그건 미안해, 사과할께. 

































2 JF17 <ごめん>{>}、ごめんね、&,, 謝罪 2 na 
3 JF17 <遅れて>{<}。 責任関連 na 
5 JF17 ごめんね。 謝罪 na 
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7 JF17 なんか、すごく遅刻したね。 責任関連 na 
8 JF18 なんか、そう(うん)、結構(うん)心配した<んだけど>{<}。 na 非難 
9 JF17 <なんか、そう>{>}、ごめんね=。 謝罪 na 
ライン番号 10～12 省略 
13 JF18 <それで私も連絡とれなくてー>{<}。 na 過失言及 
14 JF17 <あーそうか>{>}(うん)、ごめんね。 謝罪 na 
15 JF18 うん、ごめん。 na 過失言及 
16 JF17 本当に何回も電話したんだけど(うん)、&,, 状況説明 na 
17 JF17 ごめんね<本当>{<}。 謝罪 na 
18 JF18 <ううんー>{>}、いや、なんか忘れた私も<###>{<}。←受諾 na 受諾 
19 JF17 <あー>{>}いやいやいや、ごめん<本当に>{<}。 謝罪 na 
 




イン番号 14 でもう一回謝罪し、さらに、ライン番号 17 と 19 でも繰り返し「謝罪発話文」
























＜会話例 8-12＞ 連続して「非難発話文」を用いている日本語女性の会話例 
ライン 
番号 





してくれたんやし、それはその人に悪くない??。 na 非難 
17 JF03 そう<だよね>{<}。 その他 na 
18 JF04 <だってまだ 2 ヶ月>{>}しか働いてないやん。 na 非難 
19 JF03 うん、<すごい自分>{<},, - - 
20 JF04 <店側としても>{>}困るやろ。 na 非難 
21 JF03 うん、自分勝手なことをすごい言ってるのも分かるんだけど…。 責任 na 
22 JF04 それはでも自分のことしか考えてなくない?。 na 非難 
23 JF03 うん、そうだよね。 その他 na 
24 JF03 でも、やっぱりアルバイトだし…。 責任(不満) na 
25 JF04 えーでも、バイトでもそこの店の店員なわけやし<笑い>,, - - 
26 JF03 うん、そうか、<じゃ>{<},, - - 
27 JF04 <店を>{>}回す人の、には変わりはないわけだし。 na 非難 
28 JF03 うん、分かった=。←意向変更 意向変更 na 
29 JF03 =じゃ、もうちょっと考えて見るわ。←意向変更 意向変更 na 
 
＜会話例 8-12＞を見ると、JF04 は、JF03 の辞めたい意向に対して連続して「非難発話文」
を用いているが、「悪くない」、「困る」等の言葉を用いて直接的に不満な気持ちを表明して
いる。これを受け、JF03 は、「自分勝手」という言葉を用いて責任を認めているが、ライン



















＜会話例 8-13＞ 否定的な「責任関連発話文」と「非難発話文」のやりとりの日本語男性の会話例 
ライン
番号 




66 JM08 2 ヶ月で辞めたら、他の所も持たないよ。 na 非難 
67 JM07 やあ、これやっぱり条件面の問題だから(<笑い>)。 状況説明 na 
68 JM07 うーん、ちょっと申し訳ない。 謝罪 na 
69 JM08 多分これで辞めたら、次もすぐ辞めると思うな。 na 非難 
70 JM07 まあ、そしたら、それはそれでしょうがない。 責任(否定) na 





















37 KM01 아-나, 난 니가 화-[↑] 낼만 한 것도 이해가 가는데, 
내가 못 하겠는 걸 어떻게??.(あー、俺はお前がむかつく[↑]
のも分かるけど、俺が無理だってば、どうする??。) 責任(不満) na 
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38 KM02 니가 못하는 건, 니가 나한테 꽂아달라고 했으면, 사회 
생활이면 열심히 해야 될 것 아니야, 새끼야[목소리 톤을 
높이며 흥분한 듯이].(おまえが無理って言っても、おまえが俺
に入れてくれと言ったからには、社会生活だから一生懸命にす
るべきだろう、このやろう[声のトーンをあげて興奮気味で]。) na 非難 
39 KM01 아-, 내가 정말 미안하다.(あ、俺がマジでごめん。) 謝罪 na 
40 KM01 근데, 벌써 돼 버린 걸 어떻게=. 
(だけど、もう受かったのはしようがないじゃん＝。) 責任(否定) na 
41 KM02 =뭘 어떻게 돼-[↑], 그냥 다니는 거지. 
(=なにがしようがないんだ-[↑]、続けろ。) na 非難 
 
＜会話例 8-14＞は、＜会話例 8-13＞と同様に、「意向変更発話文」や「保留発話文」は現













＜会話例 8-15＞ 「過失修復発話文」のやりとりが行われている韓国語女性の会話例 
ライン 
番号 




40 KF04 어떻게 하지….(どうしよう…。) na 非難 
41 KF03 그러면 (응) 그냥 그 누구지 [친구 01 이름](응응)?? 
[친구 01 이름]이 개도(응응) 요세 알바를 구하거든(응응).(そ
れでは(うん)あの誰だっけ[友達 01 の名前](うんうん)??[友達 01 の
名前]がその人も(うんうん)最近バイト探しているの(うんうん)。) 過失修復 na 
ライン番号 42～55 省略 
56 KF04 그치 힘들긴 하지 음식점 알바니깐. 
(そうだね、大変だよね、飲食店バイト。) na 譲歩 
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57 KF03 어 그래 그래 갖고 그냥 아예(응) 그[친구 01 이름]이나 
(응응)[친구 01 이름]인 해봤으니깐 좀 편할 거 아니야. 
(うん、だから、だから(うん)その[友達 01 の名前]は(うんうん) 


























者の「謝罪発話文」は、「直接謝罪(男性 51%‐女性 64%)」と「責任認め(男性 28%‐女性
22%)」であり、不可避な状況による遅刻であるが、責任を認めながら謝罪することが基本
状態であると同定できる。これを受け、「応答発話文」は、 受諾、譲歩を用いる「肯定的
な応答(男性 63%‐女性 66%)」、 情報求め、回避を用いる「ニュートラルな応答(男性 15%
‐女性 25%)」、 非難を用いる「否定的な応答(男性 22%‐女性 8%)」を用いることが基本状
態であると同定できる。一方、韓国語母語話者の「謝罪発話文」も、「直接謝罪(男性 53%
‐女性 60%)」と「責任認め(男性 19%‐女性 18%)」が基本状態であると同定できるが、「応
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答発話文」の基本状態は、「肯定的な応答(男性 32%‐女性 39%)」、 「ニュートラル応答(男












者の「謝罪発話文」の基本状態は、「直接謝罪(男性 57%‐女性 51%)」、「責任認め(男性 11%
‐女性 11%)」、「事態言及(男性 11%‐女性 16%)」、「なだめ(男性 16%‐女性 20%)であると
同定でき、「応答発話文」の基本状態は、「肯定的な応答(男性 40%‐女性 58%)」、「ニュート
ラル応答(男性 17%‐女性 28%)」、「否定的な応答(男性 43%‐女性 15%)」であると同定でき
る。一方、韓国語母語話者の「謝罪発話文」の基本状態は、「直接謝罪(男性 66%‐女性 54%)」、
「責任認め(男性 13%‐女性 16%)」、「事態言及(男性 9%‐女性 13%)」、「なだめ(男性 13%‐
女性 18%)であると同定でき、「応答発話文」の基本状態は、「肯定的な応答(男性 48%‐女性

























1 JM01 やー、悪り、&,, 謝罪 
2 JM01 遅れた。 責任認め 
3 JM02 遅いよ[↑]、<まじで>{<},, - 
4 JM01 <そう、やー>{>}。 na 











＜会話例 8-17＞ 「ニュートラルな忚答」が用いられた日本語女性の会話例 
ライン 
番号 
話者 発話内容 謝罪忚答発話文 
 
29 JF01  ごめんね。 謝罪 
30 JF02  じゃーどうする?何食べる?。 回避(話題転換) 
 










5 KF11 어-, 진짜 미안해 &,,(あー、本当ごめん&,,) 謝罪 
6 KF11 배고프지?.(おなか空いたでしょ?。) なだめ 
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話者 発話内容  
謝罪忚答発話文 
12 KM09  《잠시간격》 아- 미안. (《尐し間》 あー、ごめん。) 謝罪 
13 KM10 아-, 이 새끼, 그래도 20 분, 20 분이나 늦었는데,  이 새끼 
밥이나 사라 그냥. (あー、このやろう、だけど 20 分、20 分も遅れた
から、てめえご飯でも奢りなただ。) 非難＋代償要求 
 
＜会話例 8-19＞をみると、KM09 の謝罪に対して、KM10 は代償要求をしているが、単な
る代償要求ではなくて「 아-, 이 새끼, 그래도 20 분, 20 분이나 늦었는데, (あー、このやろう、


















16 JF23 ううんー、それはそっちでちょっとお願いしてあって、&,, 責任認め 
17 JF23 本当悪いんだけれど、&,, 謝罪 
18 JF23 でも、こう、なんていうの、バイト選ぶのも私が自分で選んでいいわけ
だし、&,, 不満表明 
19 JF23 本当悪いんだけれど、&,, 謝罪 
20 JF23 うんー、そう言おうと思ったんだけれど…。 事態言及 
21 JF24 えー、なんかそれちょっと無責任じゃない?。 非難 
 
＜会話例 8-20＞をみると、JF23 は「責任認め」と「謝罪」をしながら自分の意向を JF24
に述べているが、ライン番号 18 で、「でも、こう、なんていうの、バイト選ぶのも私が自分で選ん
でいいわけだし、&,,」と、非難を続けていた JF24 に対する不満やバイトの選択に関する自分














73 JM03 せっかく紹介してもらって(まあーね)&,, なだめ 






















42 KF05 소개시켜줬는데<둘이서 웃음>&,, 
(紹介してくれたのに<2 人笑い>、&,,) なだめ 
43 KF05 정말 미안해.(本当にごめん。) 謝罪 
44 KF06 맛있는 거나 사줘=.(いいよ、美味しいもの奢って=。) 代償要求 
   





















































































































































































謝罪内容を受け入れる会話は、韓国語女性で 16 会話中 14 会話、日本語男性で 16 会話中 11
会話、韓国語男性で 16 会話中 10 会話、日本語女性で 16 会話中 8 会話であった。 また、「核
































































































母語話者が 3 割程度であるのに対し、日本語母語話者は 6 割程度と、2 倍程度多く用いてい
るのがわかった。「ニュートラルな応答」は、日本語母語話者では女性の方で、韓国語母語
話者は男性の方で多く用いられていた。「否定的な応答」は、使用割合が最も尐ない日本語






































































































































































































































































































































































































































                                                   

















































9.5.1 理論的な枠組みに関する今後の課題  
本研究の理論的な枞組みである「ポライトネス理論」からの考察をより詳細に行う必要





ネス理論」85の鍵概念である「基本状態」、「有標行動」、「見積もり差（Discrepancy in estimations: 











と述べている。また、Bakhtin(1979,1986/ 김희숙, 박종소 번역(2006)は、発話の本質につい
て次のように説明している86。 
 
                                                   
84 2.4.4 の Brown and Levinson の「ポライトネス理論」を参照(37－42 ページ) 
85 2.4.5 の 宇佐美の「ディスコース・ポライトネス理論」を参照(42－47 ページ) 
86 일차적(단순)담화장르와 이차적(복합)(이데올로기적)담화장르의 차이는 대단히 크고 근본적이지만, 
바로 그 때문에 발화의 본질은 여러 유형의 분석을 통해서 밝혀지고 정의되어야 한다. 일차 장르와 
이차 장르의 상호관계, 그리고 이차 장르의 역사적 형성 과정이야말로 발화의 본질(그리고 무엇보다 
































る「謝罪発話文」と「謝罪関連発話文」の 9 項目と「応答関連発話文」の 10 項目を立てて
分析を行っていたが、より詳細に分類する必要性があると考えられる。謝罪する側の「謝
罪関連発話文」と、謝罪される側の「応答関連発話文」を各々詳細に分析すると、現れる
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